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【一般質問 1 日目】 

 

８．会議の顛末 

○ 局 長  
   ご起立願います。礼。（一同礼）  
○ 議 長  

皆さんおはようございます。定足数に達しておりますので、第 2 回定例会 10 日
目の会議が成立いたしました。  
ただちに本日の会議を開きます。本日の議事日程は一般質問であります。7 日正午

までに通告がありました、一般質問通告者 13 人全員に対して質問を許可いたします。
質問・答弁を含めて１人 30 分、１人 30 分程度として進行してまいりたいと思いま
すので、ご協力の程をよろしくお願いします。  
質問順位は抽選により決定いたしました。ただ今から質問順位を申し上げます。  

質問順位 1 番 議席 12 番 桜井はるみ議員、質問順位 2 番 議席 4 番 小林光夫議
員、質問順位 3 番 議席 13 番 遠藤裕子議員、質問順位 4 番 議席 10 番 福島英
雄議員、質問順位 5 番 議席 14 番  飯澤將武議員、質問順位 6 番 議席 9 番 向山
正一議員  
質問順位 7 番 議席 16 番 成瀬恵津子議員、質問順位 8 番 議席 5 番 矢ヶ崎紀男
議員、質問順位 9 番 議席 7 番 下田則巳議員、質問順位 10 番 議席 15 番北條常
信議員、質問順位 11 番 議席 6 番 山岸忠幸議員、質問順位 12 番 議席 1 番  根橋
俊夫議員、質問順位 13 番 議席 8 番 宮原功議員、以上の順に質問を許可してまい
ります。  
 
質問順位 1 番、議席 12 番 桜井はるみ議員  

 
【質問順位 1 番、議席 12 番 桜井はるみ議員】 

 
○ 12 番（桜井）  
   あらかじめ通告してあります 2 点について質問を行います。  

最初は、ほたる童謡公園上平出側の水路の環境整備を、について質問いたします。  
   今年のほたる祭りは、小野駅、辰野駅開設 100 周年の記念事業もあわせて、58

回目のお祭りが行われております。  
蛍の発生については、今年も春先の気候の変化の影響もあり、大発生とまでは遠

い状況ではないかと予想されます。また、近日気温の上昇により舞う状況が増えて

きました。これなら喜んでいただけるのではないかと安心しているところです。そ

して、今日では、近隣の市町村でも、ホタルの発生が各地にみられるところが出て

きて、そのための環境整備に力を注いでいるなどとマスコミで話題になっておりま

す。  
 また、滋賀県の守山市では源氏ボタルが発生し、どの小川でもホタルの発生が見
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られるよう市を上げて取り組んでいるとの報道もありました。  
   わが町辰野町では、30 万匹の発生をめざすと公表しているのでありますが、昨年

までは、嘱託の方の献身的な努力で カワニナの生育する水路の管理・清掃など、

限られた期間の中で行われてきていたのであります。  
問題の水路は、カワニナの住まない水路であります。下流には蓮池、スイレン、

さらにはショウブの池などが連なっている小川です。この水路の状況は極めて悪い。

昨年の秋に落ち葉がたくさん流れ岸辺に堆積しているので、少しは取り除いてはみ

ましたが、大量の落ち葉です。 お聞きしたところ落ち葉もカワニナの栄養になる

から余り取り除かなくても良いとの返事でした。気にはしましたが、流れを良くす

るために落ち葉を取り除いてはしてみましたが、最近では、その落ち葉が腐り、汚

泥化している状態です。流れが悪いので、絡まった落ち葉や、泥や土をどかしてい

ますが、悪臭がします。さらには川草にどろどろしたヘドロがくっつきとても汚い。

清流とはいえない状態です。この状況を早急に解決することが必要ではないかと考

えて提案します。  
まず泥を上げて、流れを取り戻し、川岸に低い杭などを打ち、川に砂が流れ込ま

ないような整備をしたらどうか。また、落ち葉の処理などは堆肥化することも考え

に入れることも良いのではないかと考えます。町民に協力を訴えることも考えたら

どうでしょうか、と提案します。  
   次移ります。小・中学生の希望者にインフルエンザの予防接種をについてでござ

います。  
少子・高齢化といわれて久しい中で、出生率についての議論では、若者の雇用の

問題、育児の環境整備の不十分さなどが、子供を産み育てるかの不安が多いのです。

また、追い討ちをかけるように、お産をする場所もなくなってきております。  
本日の朝日新聞では、分娩施設全国 3,063 箇所、産科医師 8,000 人に満たないて

いう不安な状況です。  
 国は、この少子化の解決のための議論に乗り出してきましたが、ＮＨＫの先日の

日曜討論のなかでは、厚生労働大臣は、財源として消費税を上げることも考慮との

発言でありました。今、勤労者の所得控除の減額をはじめ、増税が目白押しの中で、

若者は子育てに対しての希望が持てなくなり、ますます子どもを産み育てるという

考えが消えてしまうのではないかと危惧するものです。  
さらに、大切な子供の命が犯罪に巻きこまれ、 奪われてしまうという大変な社会

になってきております。大人の社会の反映が、子供に怖さ、不安を与えているのが

大変残念でありますが、今議会質問通告のなかで、育児・子育ての質問がされるよ

うでありますので、このことについては省いてゆきます。  
本題に入ります。今年の冬、春先に例年どおりインフルエンザが流行しました。

お医者さんの話では、高齢者のインフルエンザにかかる率が少なくなったとのこと

で、その要因は、予防接種をあらかじめ受けていた、その効果ではないかとのこと

でありますが、お年寄りの方の予防接種を受けられた状況はどのようなものであっ

たかをお聞きします。さらに、その補助額はどのくらいであったのかもお聞きしま
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す。  
次に、小・中学生の今期のインフルエンザ感染、発生はどのような状態であった

のかお聞きしたい。  
さて、小・中学生に対しての集団の予防接種は、さまざまな理由から取りやめら

れました。私は、高齢者に対しての補助があるのならば、小・中学生の希望者に対

しての町としての独自の助成制度を設けたらと提案します。かからないための予防

措置をするなど大事でありますが 集団風邪での学級閉鎖や、何日も休んだり、入

院までいかなくても軽く済めばこんな良いことはないわけであります。現在、児童

数は何人なのか。もし、補助を行うとしたら試算はどのくらいになるのかお聞きし

ます。子育て支援の施策については様々ありますが、今を生きる子どもたちに心配

りをしていくことも大切な施策であり、暮らしやすい辰野町の子育ての支援のひと

つの宝となるのではないかと考えます。ぜひ実行をと求めます。以上 2 点について
質問を行います。町長の決断を求めます。  

○ 町 長 

   おはようございます。今日から 6 月議会の一般質問であります。傍聴の皆さん方

も早朝から訪れていただきまして関心をもっていただき感謝申し上げる次第であり

ます｡ 

   それでは、早速質問順位第１番の桜井はるみ議員の質問からお答えを申し上げて

いきたいと思います。 

   えー、まず、ほたる童謡公園の上平出側の水路の環境整備をということでありま

す。確かに昨年は天候不順、あるいは乾燥続きということでホタルが非常に発生し

にくかった。いろいろ原因を調べてみますと、上陸しても乾燥土の中へ繭を作るた

めにホタルがもぐり込めなかったというふうなこと等が原因であげられております。

全国的にもホタルが相当減ってきた。中には台風ほか、いろんな災害で、ま、辰野

はその害は直接受けたわけじゃありませんが、ホタルの卵およびカワニナなどが流

されてしまったというようなことも、昨年、日本中のホタルの発生が少なかった原

因の一つにもそんなこともあげられてるなかであります。 

   さて、ご指摘の水路に対してでありますが、これはあの、ホタル発生水路でなく

て、ということであります。ホタル発生水路は、あの、石灰岩がないとカワニナが

育ちませんので石灰岩なども入れたり、それからまた、えー、泥ですね、汚泥とま

でいくかどうか知りませんが、腐葉土、落ち葉ほか等が堆積して、この腐葉土も自

然の輪廻の中でとても大事なことなんです。が、ホタル発生させるためには、その

中でヒルなどが発生すると、結局カワニナを食べられてしまう、ということで好ま

しくないと。さりとて、清水みたいなきれいな出っ放しの、岩から出たような水だ

けでは、水清くして魚すまず、したがってカワニナもホタルも発生しない。一番い

いのはどのぐらいかというと、やはり岩、あるいは中の石に、苔むす程度の栄養は

必要だと、こんなことがだいたい定説として言われているなかであります。したが

いまして、ホタル発生水路はそのように町を上げて管理をしているところでありま

す。ま、それいつでも管理するっていいましても、ホタルが卵が川の中へ入ってし
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まっている状態でそんなことはできません。それは一緒に流してしまいますので。

したがって、上陸した段階でそういった整備が必要だろうということの中で、専門

家の意見を聞いて辰野町も既に 58 回の、あのほたる祭も経験しているわけでありま

すので、そういう中で昭和 40 年にホタルの絶滅の危機にも瀕した中での、いろんな

反省点の中からホタルを自然発生するように頑張っているとこであります。今、ご

指摘の水路は辰野町としては、ほたる童謡公園の中では、ホタル発生水路ではあり

ません。普通の土側溝っていいますかね。土の側溝で、普通に水が流れている、そ

してまた、約 300ｍくらい全体ではあるんでしょうか。で、池に入って、そしてま、

流れてく物も必要だ。そこがじゃ、汚くていいかってことでありますが、汚くてと

いいますか、できるだけ自然界の流れも、中には作っておかなきゃならないだろう

というような、最初のこのほたる童謡公園の建設、私どもじゃありませんが、あの、

先輩の皆さん方のコンセプトの中から生まれてきているこの水路であろうと思いま

す。したがいまして、あすこは童謡公園と言われておりまして、えー、童謡ですか

らいろんな歌があるわけでありますが、そういう中でホタルだけでなくて、自然、

あの水中、水生動物、水生昆虫などの自然発生も促して生きたい。トンボであり、

ヤゴであり、オケラでありというようなことであります。そうすると、自然体系を

できるだけ人間の手を入れていいやらどうやら、非常にあの難しいところでありま

す。ま、汚泥とまでいってますのか、あるいはその匂いがっていうんですが、どの

程度の匂いなのか、また検討はして、検討に行って、またあの調査してみますけど

も、やはり自然界っていうのは落ち葉なども入って腐葉土になり栄養になり、魚の

餌になり、あるいはいろいろ昆虫なかのまた餌と自然の輪廻が始まっていくわけで

ありますから、ただ、ほたる童謡公園ですからあまりあの汚い水を流してというこ

とも、あまりよくないということもよくわかっていますので、今後の課題としては

検討してみたいと。もしそれやるってことになれば、きれいにするっていうことに

なれば、結局ご指摘のとおりでいきますと三面張りにしないといけないですね。え

ー、三面張りっていいますか、下の方もホタルっていうことですから、やはり石を

ひいて石灰岩などを敷き詰めたりということですから、河床の整備もしなきゃいけ

ない。側溝の方もやはりですね、コンクリートとかそういう意味じゃなくて、ホタ

ルが上陸しやすいとか、あるいは一番問題は土が崩れてこないようなあの整備をし

なきゃならない。簡単にいうと三面の整備ということ、三面張りでなくて三面整備

をしていかなきゃならないと思いますが、そのことがいいかどうかということは、

大きな議論を呼ぶところであろうと思いますから、検討はしてみます。この水の水

系でありますけども、いずれにしてもご存知のとおり、ホタル用水路へ入っている

水系とあまり変わりありません。田んぼの水も入るでしょうし、東天の東天竜の水

も入るでしょうし、井出の清水も入っております。したがいまして、特別汚い水を

その中へ入れているとか、あるいはまた、生活雑排水などが特別そこへ入ってきて

いるかということではないというふうに思っております。ま、その掃除をするか、

しないか、土が崩れないように防ぐかどうか、そのへんの見解でありますので、今

後の問題として考えてまいりたいと、こんなふうに思います。 
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   次の問題でございます。小中学生の希望者にインフルエンザの予防接種の補助を

と、こういう質問であります。辰野町は現在 65 歳以上の皆さん方に補助金を出して

インフルエンザの予防接種をすすめているところであります。だいたい対象者の内、

60．１％約 60％位の皆さんがあの 65 歳以上ですね、方は受けております。一般の

大人の皆さん方は、10%に満たない数字、9.2、3％とかですね、その位のインフルエ

ンザの接種が行われているのが現状であります。ただこのインフルエンザっていう

のはまず、万能であるかっていうと、なかなか万能ではない。それを打てば絶対に

ならないかとか、防げるかというとそうでもない。え、簡単に言うとＡＢ型があっ

た場合に、Ｂが流行っているのにＡ型打っても効かない。その逆もある。じゃ、同

じ型のインフルエンザの予防接種すれば、それが有効であるかというと必ずしもそ

うばっかでもない。非常に難しいとこであります。いくらか、あの、まるっきり駄

目ということでないようでもありますし、じゃ、これで完璧かというとそうでもな

い。非常に難しさがあるところであります。ただあの、ご指摘のところは、小中学

生にということでありますが、これはあのー、何ですかね、国の児童の予防接種法、

法律から外されました。国の方で外してきております。これにはいろいろ理由があ

るんでしょうけども、ま、経費の問題も国はまずそれを、表へ出さなんで裏では考

えてる面もあるでしょうが、これはあのー、一応の根拠もありまして、この予防接

種をした場合に子どもさんの場合ですね、弱い体の人たちもいるわけですね。そう

いう人たちに対してちょっと負担が非常にかかりすぎるという、医学的な見解もあ

るようです。また、あの効果は認められないという学説もあるようです。また、副

作用が出てくる、高熱、とかですね、一種の脳しゅのようなあの、反応も出てくる

可能性もあると、インフルエンザ脳しゅと言うんだそうです。したがいまして、そ

んなあの理由の中で、国の方では先ほど言ったように法律から外れております。ま、

これやって出来ないことはないんですが、ただ、本当にやっていいやらどうやら。

ということであります。えー、このインフルエンザの注射も医療機関によってまち

まちの料金であります。これ無理からぬ理由であります。ワクチン揃えておいて、

1,000 人分揃えておいて 300 人しか来なかったという場合、あるいは 1,000 人分揃

えておいても 8,000 人も来ちゃった。ドンドンドンドンとこう追加追加でもって、

あのワクチンは確保しなきゃならない。これは較差がありますので、さりとて 1 人

分だけという、こんなワクチンはありませんのでそういった料金の問題も多少あっ

てこれしかるべきであろうと思います。それに対しまして、辰野町の場合には約、

平均 1 人 4,000 円位のアベレージと言いますか、数値になるようでありますので、

自己負担は 1,200 円にしていただく。だから高い、高いっていう言い方もおかしい

んですが、料金の高い医療機関、安い医療機関、いずれにしても 1,200 円の個人負

担、65 歳以上の場合です。後は町持ちという方法をとって現在やっているところで

あります。まあ、あのー、年間の経費では多い時とまあ少ない時とありますけども、

5、600 万から 7、800 万位の推移の中で予算を考えていかなきゃならないというふ

うに思っておりますし、今までもずーとやってきているとこであります。いずれに

しましてもこのインフルエンザは確かに、あの、重いわけでありますし、また学級
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閉鎖まで追い込まれるということでありますから、こりゃまあ、最近も学校へ行っ

てみますと石鹸も全部付いていますし、手洗いに。まあ、うがいを励行、早期発見、

早期治療。普段はやっぱりうがいと手洗い、慣行。そんなようなことなどで防いで

いくべきなのかなと、こんなふうに思います。したがいまして、現在は辰野町とし

ましては、小中学生にインフルエンザの接種を補助して行うというようなことは考

えておりません。以上であります。 

○ 保健福祉課長 

   えー、議員さんご質問のありました小中学生の対象とした場合の補助額でありま

すけれども、年齢で拾いまして 7 歳から 15 歳までが該当するかと思われます。そう

しますと、対象が約 1,850 名位になります。そうしますと、高齢者の方と同額の補

助をした場合、約 540 万円位の補助額と、そういうなる見込みであります。以上で

あります。それとあと、えー、実施状況でありますけれども、さきほど町長の答弁

にもありましたが、対象者が 5,927 名であります。で、実施者が 3,555 名というこ

とで 60％の接種率ということでありますのでよろしくお願いいたします。 

○ 教育次長 

   えー、インフルエンザの関係で欠席した生徒数の関係、えー、ですけれども、1

月から 3 月まで、生徒全体で約 1,300 人いるわけですけれども、約 325 人というよ

うな生徒がインフルエンザで欠席をいたしました。また、えー、学級閉鎖の関係で

すけれども、1 月に 3 日間、それから 2 月に 5 日間、というような状況であります。

以上です。 

○ 12 番（桜井）  
   いろいろ町長考えていないということですが、ほたる童謡公園ですが、別に三面

張りとは言ってないわけですよね。で、あのそういうあれは希望はないし、そうい

うことはやらなくてもいいとは考えております。てことで、あのー、ホタルについ

てはあの、清流でないと棲まないし、棲めないってことはいわれてますし、で上平

出の状況を見ると確かにカワニナの生息している水路にはホタルは舞っております。

そいで、あのせせらぎ水路と私言っているんです、そっちの方はホタル行かないん

ですよね。で、ま、本能的に水が汚いってのが分かっているのではないかなと感じ

られるんですが、私はホタルの発生いかんにかかわらず、その、する気がないって

いうんじゃなくて、水路の整備をすることがね、本当に大事ではないかと考えてお

ります。汚泥やらあってもいいのかどうなのかっていう、そういう言い訳じゃなく

て、やっぱり昔作った当時は本当流れが綺麗だったんですよ。で、土砂が入ってい

かなかったしするから、そういう点では泥を上げるということも必要だと思います。

自然界でいいかったって、あの、地域の川へなんか泥を上げたり毎年整備してます

よね。そういうような点でやってくことが必要ではないかと思うし、そういうこと

をやって欲しいなと思います。で、ホタルの保護育成基金ていうのがありますけれ

ども、そういうその育成基金ていうのもそういう環境整備に使うことも必要ではな

いかと、あの許されるんではないかと思いますが、今年は入場料取れないようです

が、今までにうんと、1,880 万ですか、で、今年はまあ 550 万っていう予想してる
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んですが、それは期待しなくてもこのお金がありますので、地域の皆さんとの協力

で川の整備をするっていうことも大事ではないかと思いますので、是非その点をす

る気があるのか、考え直すのかをお聞きしたいと思います。  
   それと、インフルエンザです。あのー、さきほど町長いろいろ、るる言われまし

た国の法律とか、あのー、いろんな後遺症があるんではないかということね、確か

にそう、ことはありまして、であの集団のインフルエンザの予防接種っていうのは

取りやめになったということもありますが、えっとさきほどちょっと、数字が違う

んじゃないかと思いますから、あの、小学生 7 歳から 15 歳 1,800 人で 540 万円と
いうことで言われましたが、えーと、17年度のうんと高齢者の方は 3,555人、60.1％、
えっとインフルエンザの予防接種を受けまして、608 万ということですので、1,800
人と 3,555 人ではちょっと金額が違うんじゃないかと、計算違いかなーと思うんで
すが、そこんとこちょっとお聞きしたいと思います。ていうことで、あのー、イン

フルエンザは希望者にということなんですよ。いろいろで、パッチテストとかいろ

いろあると思いますけれども、あのー、受けたいなとそういうインフルエンザをあ

の、希望者にはあげます、あのー、そういう制度がありますよっていう枠を広げて

おけば、希望される方もあの安心して受けられるんじゃないかと思いますけれども、

うんと、さきほどいいましたけども個人負担が現在 1,200 円で、委託料として 1,900
円、3,100 円の注射の金額だということをお聞きしておりましたが、4,000 円につい
てはどうなのかなというのが、ちょっと疑問に思います。そこんとこの違いをお聞

きしたいと思います。それでね、私思いますけども高齢者に気配り心配りすること

はほんとに大事なことですし、今まで頑張ってきた大人の皆さんにそういう予防接

種、広げるとか大変いいこととは思いますけれども、子どもたちに対してもささや

かでありますが、そういう気遣いをしたらどうか、ということをお聞きします。以

上です。  
○ 町長 

   えーと、ほたる童謡公園のそのあれですね、ホタル、ホタル用水路以外の水路、

の問題で三面張りってのはコンクリートのことをいうんですが、私のさきほど言っ

たのは三面整備していかないと綺麗なせせらぎにはなっていかないだろう、しかし、

それが自然に対することでいいのかどうなのかということでありますから検討して

みますが、これに対しましてはあの関係課長の方から、私の言ったのはさきほどの

とおりでありますので、課長からお答えいたします。 

   次に小中学生のインフルエンザ予防接種でありますが、高齢者には気を使ってく

れてるが、子どもたちにも気を使った方がもう少し気遣いでどうだ、ということで

ありますが、気遣いをしないからしないとかするという問題ではありません。さき

ほど言ったとおりであります。関係課長の方からお答えいたします。以上です。 

○ 産業振興課長  
   えー、町議さんの言われている、いわゆるあの、せせらぎ水路でございますけれ

ども、これにつきましてはあのー、専門家等の意見を聞きながらあのー、担当課と

しても調査をしたいと思います。以上であります。  
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○ 保健福祉課長 

   えー、さきほど議員さんの言われましたあの数字、人数の問題でありますが、1,841、

えー、約 50 名と言ったのは小中学生の数でありますので、ご理解をお願いしたいと

思います。それと、事業でありますけども予防接種法にのっとった事業は、全額町

でもってインフルエンザはえー、行っておりませんが、行っておりますので、そち

らの点も合わせてご理解をお願いしたいと思います。 

○ 12 番（桜井）  
   ほたる童謡公園についてですが、調査をしたいということですが、実際には見に

行かなかったんでしょうか。あの、町長も是非ご覧になっていただきたいと思いま

すし、課長もご覧になっていただきその状況をしっかりと把握していただきたいと

思います。  
   そいで、インフルエンザについてですが、非常に残念だなーと思います。ま、す

る気がないというか、やらないというか、ということですので、今後中でもって是

非とも検討していただきたいと強く要望をいたしまして終わりにします。  
○ 議 長  
   進行いたします。質問順位 2 番、議席 4 番 小林光男議員。  
 
【質問順位 2 番、議席 4 番 小林光男議員】 
 
○ 4 番（小林）  
   車の駐車について質問します。この件について、私は１年前にも駐車場の有料化

について質問しました。町長の方針としては更に有料化を図るのか、無料化にする

かは、利用等を分析する中で、フレキシブルに対応するとの答弁でした。この度は、

一年経過した現況についてどのように分析していくか、特にここ 1 箇月余り駐車に
関して大きな進展の出来事について、対応を質問いたします。  

   まずは、今月より道路交通法の改正により駐車違反の取締り、罰則の強化がなさ

れました。今まで以上に駐車についてシビアになり大きな課題項目になりました。

町内でも商店街等路上駐車が日常に見受けられます。新制度について、町内の現状

分析、意見をお聞きします。  
   次に、高速バス停駐車場は上伊那地区において、辰野、南箕輪に続いて 7 月から

伊那市が拡張工事をした上で、有料化されます。限られた駐車スペースでの利用の

選別、税金での整備維持について、受益者負担の効果があるわけです。広域的に展

開する高速バスについては、我が町だけはというよりは、近隣のバス停も同じ方針

化をしていくことは一つの方向性であります。有料化の先がけである我が町にとっ

て、南箕輪、伊那の追従は歓迎すべきと推測しますが、どうでしょうか。  
   しかし、一方では上伊那地域においてもまだまだ無料の駐車場が多いわけです。

それらの駐車場を所有する各市町村に聞いてみましたが、有料化については具体化

するほど議論は高まってないようでありました。そんな中、ここで拡張工事をした

にもかかわらず、無料化を推進する町があるわけです。よりによってそれは、わが
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町にとって一番影響がある隣の箕輪町であります。方針として賑わいのまちづくり

を推進する立場として、駐車場であっても多くの人に集まって欲しい、気軽に利用

して欲しい、とのこと。町長の言葉として「他市町村の利用も歓迎する」と、有料

駐車場のようなコメントであります。また、「ターミナルステーションにしていくん

だ」と大変意気込んでいるようでした。これは、それなりの駐車スペースが確保で

きたかとか、単に現状での対応にとどまらず、まちづくりをしていく上で積極的に

無料化を推進するものであります。付け加えますと、箕輪町ではバス会社に対して

防犯灯の設置の費用の負担を要請し、バス会社も前例のない中、しぶしぶ実施した

そうであります。受益者負担ということでしょうが、バスの利用者にではなく事業

者の方だけ負担を押し付け住民の人気取りを図るというのであります。また、実を

言うと昨年私は、箕輪町の町長に対して辰野は有料になったが、箕輪はどうですか

と、余計な入れ知恵をしたことがあり、原因の一因になってしまったのではないか

と、自らの責任も感じておる所でございます。  
   いずれにしましても、人口増加、賑わいについては、私は一概に推進するのはど

うかと考えていますが、一大居住拠点都市構想等、町長始め多くの方が推進する立

場だと思います。だとすると、無料化を推進するのが正論だと思いますが、いかが

なものでしょうか。おそらく、当分は有料の方針でしょうから、どのくらい有料の

方がプラスなのか質問いたします。また、取締り強化についても含めまして、公共

の駐車場の必要性が重要視されてきました。駅前駐車場の有料化、駅前商店街駐車

場の補助廃止等わが町は受益者負担の方向と考察するが、改めて住みよいまちづく

りにおいて、駐車町政についてお聞きします。多くの駅前には無料駐車場、または

駐車場自体ないところが多いわけですが、一方岡谷駅前の大型店の駐車場は、以前

は特に買い物をしなければ有料でしたが、それが買い物に関係なく数時間までは無

料になりました。また、富士見町の駅前駐車場も有料だったものが町所有、商工会

管理の下、無料化になっております。商店街の活性化のほかに路上駐車の防止とい

う理由もありました。警察からの働きかけもあったようです。このように無料化も

今の流れであります。商店街の駐車場の補助も財政が回復したら再開するのが望ま

れます。それとも財政の現状にかかわらず、町内全域の公平を考えて補助はしない

おつもりかお聞きします。受益者負担ということであれば、箕輪町のようにＪＲに

負担をお願いしていくのも必要ではないかと思いますが、どうでしょうか。  
   交通に関して特に、道路については大きな行政課題でありますが、同じ位に駐車

場も重要だと思います。車で移動すれば目的地には気軽で、確実な駐車場が必要に

なるわけです。取り締まり強化の中ではありますが、取り締まりされなければいい

という考えがいいわけではありません。ドライバーの自覚が問われるわけですが、

それをサポートするのが行政の役目ではないでしょうか。  
   理想の長野県政について質問します。市町村におきましても補助金等お金の流れ、

わが町にとっても国道のバイパス計画が県知事の方針によって変更されるなど県政

は大いに影響があるものであります。ここで知事の任期が終わり改めて選び直され

る県政について問いただしていくものであります。そこでまずは現況の田中県政に



 - 14 - 

ついての批判、批評、市町村わが町にとっての評価を質問します。私は全国的にも

大胆に住民の立場に立ち改革においても小泉首相や石原都知事と比べても人に優し

い、自然にやさしくそれこそ信州らしく、この上なく評価しておりますが、わが町

にとってもいろいろ各論はあろうかと思いますが、いかがでしょうか。田中知事に

おいてはモナザイト、県営射撃場の鉛流出、駒沢川の治水、工場の竣工式等、多く

の事項の度に来町しました。昨年秋には、例外にもれず役場に来て町長としっかり

対談した中であります。いささか嫉妬心もあるわけですが、わが町も比較的多くの

関係があるわけですが、いかがでしょうか。改めて理想の県政、知事像を質問いた

します。県議会を始め、回りの人の意見に従うのも民主主義であります。県民から

選ばれた知事がそれでも自分の正論も強く実行することも現在の民主主義の制度で

あります。その対比を含めて住民の判断が問われるかと、ことであると思います。  
○ 町長 

   え、それでは引き続き質問順位 2 番の小林光男議員の質問にお答え申し上げます。

道路交通法改正によりまして駐車違反取締り強化ということで、それから関連して

駐車場の問題等のご質問であります。なるほど全国的にはですね、もう停車も駐車

とみなすと、いうような形の中で、商店街で何であっても荷物の積み下ろしにして

も、止まっていれば駐車と、駐車違反というような手厳しい法律が作られたようで

あります。道路法の改正であります。これに対しましては、当町はそんなに特に影

響は現在出ているわけではありません。指定地域でありますから、長野県では長野

市と松本市ですか。が指定されているわけでありますので、えー、他の市町村は特

別今までと特に変わることはない。ま、しかし前はいったんここは駐車違反のとこ

へ止まっているといって、例えば辰野町の商店街にあった駐車した車があったとし

て駐車違反の車があったとして、一応この時間をマークしてパトカー等がどっか巡

回して帰ってきて 10 分以上あるとキップ切られたというような例もありますけど

も、今度の道路法の改正ではもうその時点で違反であれば即刻キップが切れるとい

うふうにはなっております。したがいまして、手厳しく駐車違反はあのー、取り締

まるでしょうけども、事実上は今までと、この町に関してはですね、あの、関係が

ないものと思います。指定されていませんので。ただその、道路交通法全体の改正

がいいか、悪いか、ということでありますが、ま、これは思い切った道路交通法の

改正なんですけども、車社会で渋滞が多くて、そういった利便性を図ってある一定

の駐車を認めているとあのー、渋滞がおこる。だから、渋滞を解消するのか、その

商店街あるいはまたそこへ駐車する人たちの利便性を図るのか、選択の中のこうい

った改正であったのではないかなと思います。これはある一定の経過をみて、また

不合理のところは直していくとかですね、いろんなこともあるでしょうし、ま、し

かし商店街へ荷物も入らなければその商店もお手上げになるわけですから、駐車時

間、駐車禁止時間外に運ぶのか、あるいはまた、運転者がもう一人いて、そういう

指定地域はですね、常に発進できる状態にしてもう一人の人が下ろすとか、こんな

方法もいろいろこう考えられますが、しかし、物流では原価が輸送原価が上がっち

ゃうことになりますが、その辺はどんなふうになってきますか、そのへんはちょっ
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と私でも何とも言えないところであります。えー、そういう中で、上伊那郡地域の

中央道バス駐車場有料化の動向と、上伊那郡地域のバス停、あそりゃ無料のとこも

あるでしょうし、さきほど議員がおっしゃったとおりであります。それに対しまし

て辰野町はどうだってことですけども、前にもお話をしましたが中央道のあすこの

平出のですね、城前線上がって行った右の所、そのバス停は有料化しました。それ

で箕輪がどうのこうのとか、またあと有料化がどうかとかいうことも、いろいろあ

るようですが、もう既に内部情報では諏訪市あたりも有料化を検討に入っているよ

うであります。で有料化して有料化すれば儲かっているのかとかとかですね、いろ

いろ話もあるんでしょうけども、あの土地は実はお借りしている土地でありまして、

これは年間に約 170 万円位の地代を辰野町が払っています。それでカーテックって

いう会社があそこの有料化のあの集金の機械などを取り付けてくれてやってますけ

ども、これであの行ってこいとか、あのこの地代が全部出ているかというとそうで

なくて、実際にあの平成 17 年度ですね、お金があの有料化で入ったのが 71 万円位

です。71 万円ぐらい。それで地代が 170 万円位ですから約 91 万 5 千円ぐらいです

か。いずれにしても年間まだ町が持ち出してるんですよ。有料化だから、ただだっ

たとか、ま要するに有料化だからお金を取って残金があるとかじゃなくて、ま簡単

に言うとこういうことです。え、維持管理費は別として原価的にですね、地代って

いう原価的にみると 170 万円かかるんです。その 170 万を有料化のお金、料金では

入金が出来ていません。70 万ぐらいしか入ってないと。あと 100 万円近いものは町

が相変わらず持ち出しているんですよ。そのへんもよく頭においていただきたいと

思います。有料化でなければ町が持ち出すのは 170 万持ち出さなけりゃいけないち

ゅうことですね。ま、それが有料化のお陰で、ものの言い方ですが 100 万円位で助

かっているというこういうふうなこともあります。それであそこの利用が税金、皆

さん方の住民の皆さん方の血税そしてまた税金で賄っていますので、ある一定の皆

さん方が使う、ある一定の時期使うというところになりますよね。あのー、辰野駅

のパルティスの前等も同じでしょう。これはあの駅の利用者の利便化を図ってとい

うことでありますが、それで今有料化をあの南側はしているわけです。前にあのフ

レキシブルに対応ということは、そこが溢れてきて有料化でもまだまだ有料化でも

欲しいっていうような需要が増えてくればあの北側の方もやっていきますが、そう

でない範囲ですと、あの範囲ぐらいで有料化でいって北側の方は無料化になってい

るとこういうことです。ですからあくまで需要供給っていう部分もありますのでこ

れからは行政もやっぱり民間感覚、経営感覚も入れてかなきゃいけませんので、そ

の状況を見ながらということであります。えー、それでさきほどの話に戻りますが、

尊い税金を使わしていただくのにある一定の人が、一定の時期使用するってものは

やっぱり受益者負担の原則が一番公平だろう、というふうに思います。どんなもの

に対しましても駐車場以外でもですね。それで箕輪町の話もございましたけども、

そういった方向でターミナル的に駐車場をということになれば辰野町もそういうと

ころあればですね、またそりゃ考えてみてもいいんですけども、今のところそんな

ものはありませんし、辰野町中のずっと駐車場を眺めてみてもこの有料化、有料化
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と言われますけども今のパルティスと中央道のあのバス停を有料化しただけであり

まして、後は商店街の皆さん方が無料化しようが出し合ってやろうが、あまあそこ

は有料化、あの一般の消費者の皆さんが有料ということはないですから結構無料、

事実上利用者からみれば無料化の駐車場だらけじゃないですか。辰野町の場合は。

というふうに思います。これに対して他の市町村がどう思って、じゃこれからどう

思うかというようなことでありますが、こういうことに対しては行政的にはお答え

をいたしません。それぞれの独立的な独立独歩の自主独立の感覚でやってらっしゃ

るでしょうから、それはそれなりにまたあまり比べて対比してどうのこうのと感想

を述べるものではないというふうに私は今思っております。 

   次に理想の長野県政について、ということであります。えー、田中県政、知事と

の辰野町との関わり、良いこともあるし悪いこともあるでしょうということで、知

事選に向けて感想を述べよということでありますが、これは私がここで述べると言

うことは辰野町の住民の代表を集約してしゃべることになってしまいます。まして

選挙戦も前でありますので、そういったことに対してはコメントできません。個人

的にてもあの恐らく再質問でいわっしやるかもしれませんけども、個人的には余計

言えなくなると思います。ということは、住民の皆さん方にも当然あのどんな選挙

でもそうですが、支持者もいれば反支持者もいるでしょうし、いろいろまた観点も

ですね、よくこれ考えてくださいね。どこを掴んで良しとしているのか。全体なの

か、一部なのか、よくそういうふうなことを見極めてあの人前ではですね、公的な

場合には話す必要があります。一部だけピンポイントでとらえてこうだああだとい

うことは非常に至極迷惑なことであります。是非一つ長野県政をお考えになるんで

したらですね、大局的にみてそして、一部の悪いところは直してけってことはいい

ですよ。だけど一部をもって全体を判断するような馬鹿げたことは絶対しないよう

にしていただいてそして明日の良き長野県政のためにいい知事さんを選んでいただ

きたいなーと、こんな考え方であります。以上であります。 

○ 4 番（小林）  
   あのー、辰野町は取り締まり強化の重点地域ではなく、ま、実際に長野県内では

長野市、松本市の中でありますけども、それはあくまでその民間委託してやってく

っていうその警察の方のそうゆう方針の地域でありまして、えーま、町長割りに辰

野町はそうではないからっていう感じなんで、えー、町長の考えでいくとわりのそ

うゆうドライバーに対してそういう駐車あの止めようとするドライバーに対して割

とやさしいえー、考えなのかというふうによくあの解釈しますけども、えーどうで

しょうか。ということと、あとえーと、箕輪町のことをあれしましたけども、少な

くともえー、辰野町は有料化したことについては慢性的なあの満車状態というのを

回避するためということでありますんで、箕輪町はえー、じゃそういうのも受け入

れるよという考えなんで、ま、今辰野で溢れてまた有料化はやだっていう利用者が

いればああそっちへ流れてってむしろ歓迎すべきなのかどうか。まそのへんをお聞

きします。えー、長野県政については、ま町長はあの個人的な意見ではなお言うべ

きではないというようなこと言いましたけども、えー、春先でのえー、伊那市等で
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のこう勉強会についてえー、町長はまあ語っているようでありますが、私今残念な

がらそこに参加しておりませんのですが、ですがま、えーよろしければあの改めて

えー、自治体各ところではいっていると思いますんでまたどうでしょうか。  
○ 町長 

   それでは小林議員の再質問にお答え申し上げます。えー、駐車しても違反者にや

さしい町長かということですか。というふうな言い下りもありましたね。そういう

ことではないんですけども。違反は違反でしょ。ただ取締りが今まで以上にきつく

なるかどうかってことでしょう。この道路交通法の改正は。ですけど全国的にあの、

駐車違反はどんどん厳しくやろうっていうんですから、指定地域あるいは民間委託

じゃなくたって取締まりはきついと思いますよ。前より。ましかし、そういう中で

あの不合理が出てきた場合には、またあのー、住民世論としてですね荷物の受け運

びだとか、じゃあのー、例えば救急車は当然外されてますよねー。じゃあの開業医

のお医者さんが飛んでって緊急患者さんにそこへ止めておいた時どうするのか、じ

ゃこの今もありますね、石マーク窓に付ければいいとかですね、そういったことが

だんだんとあの、許される範囲ってものがまた出来てくるかどうか分りませんけど

も、当然今んとこ渋滞解消というふうなそっちのメリットを狙ってやっていること

でありますから、別にあの違反者にやさしいわけでもなんでもないですけども、た

だ辰野町の場合は現実的にその民間の方でどんどんチェックしてやっていくとかで

すね、えー、いうことはないか、でもお巡りさんはさっき言ったように 10 分間の余

裕をもってやるということではなくて取締まろうと思えば即刻そこに違反の車があ

れば取締まれますから前よりは厳しくなるでしょう。しかし大きな影響はない、あ、

大きな違いは今までと辰野町の場合は今後と大きな違いは駐車違反に対しては特に

ないでしょうと、あのー思われます。 

あとはえー、箕輪の駐車場ですか。あのー、なんですかね。行政的に無料駐車場

を作ってほかの方からもどうぞ来てください、ま、それも一つの政策だろうと思い

ますね。だけどこれは来てくださいっても来て駐車してどこへ行くのかってことで

すから、今ご指摘の所は商店街とかそういうようなことだと思いますが、あの決し

て箕輪町も商店街の中に無料駐車場を大きく作って町で作って、無料でさあどうぞ、

ということじゃないと思いますよ。でもまあ、それは政策は政策でいいことはいい

でしょうし、向こうがやったからどうのこうのということではないと思います。辰

野町の場合は今の現状はさきほど言ったとおりでありますので、受益者負担の原則

で、ということで進めてまいります。しかしよく見ると辰野町も無料駐車場だらけ

であちこちにあることも事実であります。町が関与しているしない別であります。

ご理解をいただきたいと思います。 

○ 議 長  
   いいですね。端的にお願いします。 

○ 4 番（小林）  
   えーと、1 つそこであのー、町長の箕輪町についての今意見が聞けたんですけど

も、商店街に駐車場、その無料駐車場作ってあるわけじゃないので、箕輪町は意味
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がないんじゃないかというようなことをま、一つ聞き取れました。それと一つあの、

駅前の商店街の駐車場についての補助について財政が回復したらあの、回復したら

あの、その再開するおつもりなのかどうか、え、お聞きします。 

○ 議 長 

   えーと、あのー、箕輪町の問題はね、他自治体のことであり対比してここで感想

を述べるということは控えたいと町長言っとるからそれはそのようにすることで、

その他ありましたらお願います。答弁の方。はい、町長。 

○ 町長 

   えー、箕輪町に対しますことを議員が質問しますので、ただ商店街じゃないとこ

でないですかと言っただけで、私の意見じゃありませんので曲解をしなんでもらい

たいと思います。意見なら意見でしっかりまとめて右も左も真中も上も下も全部見

て町の見解として出さなきゃいけないでしょうけどもそんな出す必要もないし、そ

ういうことするもんでもありません。ただ、さきほどから辰野町の場合商店街とか

いろんなことを小林さん、あ小林町議言ってるので、箕輪の町の恐らくターミナル

とかそういうものは商店街じゃないところへ作るんじゃないでしょうか、というこ

とであなたの質問自体の問題の観点の焦点の合わせ方が違うと言ってるんですよ。

箕輪町に対しての私の意見じゃありませんので是非その辺はご理解いただきたいと

思います。えー、あと、財政が良くなればまた有料駐車場戻すかどうかというとで

ありますが、確かに財政事情的な問題も大きな原因の一つにはあります。有料化し

てきたのにですね。だけど行政の公平化ってものはやはり受益者負担の原則も公平

でありますのでその辺はあのー、しっかり続けなきゃならんことじゃないかなとも

思われます。ただ弊害がいろいろ起こってくるようなら、財政がこんなにこう潤沢

になってきたと、ね。前のバブルみたいに上り勾配の一押しだと、右肩上がりだと、

にもかかわらずこのことまでまだまだ有料化ですかというようなことで、弊害が生

じてきた場合その辺はその限りじゃありませんけども、普通でいくとあの、財政に

一つの原因ではありますが、それがもどったとして、あるいはまた潤沢になったか

らとして、そのことはまた解消して無料にするかどうかっていうのは直接な問題で

はない。一つの要因ではありますが、他にも要因がありますので、そういうふうに

複合的にお考えいただきたいと思います。以上であります。 

○ 4 番（小林）  
   最後の質問の中でも言ったんですけども、えーと、あの有料駐車場を廃止するか

ということじゃなくて、商店街自身が管理している駐車場への補助があの、今年か

ら廃止に、補助が廃止になったんですけどもそれをあの復活、あの財政が良くなっ

たら復活するおつもりがあるかどうかということをお聞きしましたのでお願いしま

す。 

○ 町長 

   この件は担当課長からお答えいたします。 

○ 産業振興課長 

現況ではあのー補助を出しておりません。えー、その事態がくればまたその様子
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を見てその時に検討するものだと思います。以上です。 

○ 議 長 

   進行いたします。質問順位 3 番、議席 13 番 遠藤裕子議員。 

 

【質問順位 3 番、議席 13 番 遠藤裕子議員】 
 

○１３番（遠藤） 

それでは通告に従いまして一般質問をさせていただきます。最初に県が行ってい

るゼロ予算事業について。予算がないから事業ができない。従来からの常識を捨て、

予算の30％を占める職員の人件費こそ最大の事業費、お金をかけないからこそ、知

恵と力を結集できる、と前向きに発想することでゼロ予算事業は生まれたものであ

ると県では言っております。人件費を最大限に活用した行政サービスを県民の皆様

にお届けしています。４年目を迎えたゼロ予算事業、568事業を実施をしてきたとい

うことであります。平成18年度は、これまでの最高の243事業を実施をします。とい

うことであります。職員みずから汗をかき知恵を出していくゼロ予算事業、財政の

厳しいわが辰野町行政としても参考にしていく部分があるんじゃないかというふう

に思っておりますがいかがでしょうか。 

「広報ながのけん」№54にもいくつかの具体例が掲載をされております。また県

のホームページにも簡単な内容が全部載せてありましたが、わが町としても参考に

なるかなと思われるものもあります。その一つは、「信州での『田舎暮らし』をご案

内、最後まで私が面倒を見ます。」「『都会離れて信州で暮らしたいな…』と全国から

寄せられるご相談を一手に引き受ける、『田舎暮らし案内人』が誕生！お一人お一人

に情報を手渡しながら、素敵なセカンド・ライフの実施をお手伝いします。都会の

ご友人にもお知らせください。専用電話」が書かれております。これは、県農政部

技術職員の方が責任をもってご案内しますというものであります。 

また、「ちいさな命を守るために！子どもの目線で道路の危険箇所を実施をしま

す」「道路の点検は毎日、パトロールを専用車で行っております。『でも、子どもと

同じ目線に立たないと、本当に危険な場所がわからない…』、県職員の発案で、子ど

もたちと一緒に歩き、意見を聞きながら行う通学路パトロールも始めています。」と

いうもの。  
もう一つ、これは農業改良普及センターの女性職員の方で、学校給食に地域食材

をとゼロ予算事業に取り組んできたというもので、初めは、「『営業に回るってどう

いうこと？』と反発をしてきた私たちですが、『子どもたちに最高の給食を！』との

熱意への意欲が大きく変わりました。」これは、「『給食に地域食材を届けるため、小

中学校を営業に回ってください。』こう言われたとき、農政部の私たちは、何で私た

ちがやらなければいけないのという疑問を持ちました。しかし、『子どもたちに最高

の給食を！』と頑張る農家の方々や栄養職員、調理員の皆さんと膝を交えて話し、

一緒に汗を流すうちに、自分たちも同じ気持ちになり、次の目標は、給食の３要素

『にんじん・じゃがいも・たまねぎ』を地元産で安定供給することです。」そして「み
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んなの知恵と汗でこんな成果！」という、県内600のすべての小中学校19万2,929人

の児童生徒の学校給食に地域食材の導入が実現したということであります。そして

この取り組みを支える農家の皆さんのグループでも全県下に広がり、平成15年、農

政部の女性職員が営業開始をしてから３年間で15倍の103グループに増加したと言

っております。 

以上３件について県の取り組みを紹介しましたが、県がいわれている568事業全体

を見ても、町では既に取り組んでいるよというものもあるし、ゼロ予算事業と強調

していてもどこがゼロ予算事業なのか、理解できない部分も多くあります。お金を

かけなくても事業はできるというものは、職員が意欲をもって力を出し、「ずく」を

出して、住民の要望にこたえていくということだと思います。先に述べました３件

については、我が辰野町でも参考になる部分があるんじゃないかと考えますが、町

長、県の行っているゼロ予算事業について、どのようにお考えになられるか、お伺

いいたします。 

次に悪質商法や架空請求から町民を守るために。５月は消費者月間であり、県内

５カ所にある消費生活センターに寄せられた相談状況がまとまり発表されたわけで

すけれども、16年度に比べれば25％と大幅に減ったとは言われておりますが、悪徳

商法や架空請求などの手口は巧妙になってきており、引き続き注意をするように呼

びかけております。岡谷の消費生活センターのまとめたグラフを見ますと、１番多

いのが葉書などの架空請求、次が電話情報関連の不当請求、３番目はインターネッ

ト関連不当請求、４番目には住宅関連、そして金融関連などとなっております。 

前より減ったとはいえ、私自身、近隣のお友だちなどにも、架空請求のはがきが

来たという人は何人もおりました。私にも葉書が来たのは去年でしたが、全く身に

覚えのない、25万くらいだったと思いますが未払いになっているという架空請求の

葉書がきました。何が未払いなのか、もちろん未払いになっているものの内容など

何も書いてありません。腹が立つやら怖いやらで、とってもいやな思いでした。は

がきを読んでいくうちに、身に覚えがなければ連絡をするように、未払いのための

訴訟を起こされている。至急、弁護士事務所に電話をするように、その事務所は何

番と電話番号が書かれてありました。いろいろのことが理屈ではわかっていても、

とっても不安になり、町の町民課に葉書を持っていきました。そして見てもらい、

絶対に電話をしないように、電話をしなければならないというときにはこちらでし

ますからと言っていただき、本当にほっとする思いでした。そしてそれ以降別に何

もありませんでした。 

さらに、今は不安をあおる手口は巧妙になり、必ず自宅を訪問する、全国の同胞

と呼応して徹底的な対処手段を講じるなどの脅迫的な文面もあり、電話をしてしま

うと、弁護士と名乗る人から言葉巧みに裁判費用、弁護士費用、示談金などの名目

で請求されるという手口も増えていると聞きます。実際に、「○○さんは200万円も

引っかかってしまったよ。」と複数の人から聞かされ、お互いに気をつけなければな

らないと思います。それから身近でよく聞くのは、電話によるオレオレ、振り込め

詐欺です。４月に私も電話で、「おばちゃん、甥の俺、わかる？」「わからないよ、
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だれ？」って聞き返しましたら、返事もせずに電話を切ったということもありまし

た。 

消費生活センターの話だと、年齢的な傾向は10代から40代まではインターネット、
電話関連の不当請求が多く、60代を中心に比較的高齢者の世代では、葉書による架
空請求が多くなってきているということです。また女性は、マルチ商法という、も

うかる、サイドビジネスになるなどと言って商品を買わせたり、「あなたもやってみ

ませんか、もうかりますよ。」と仲間に誘い込み組織を増やしていく、よくいわれる

「ねずみ講」みたいなものだと思います。その他にもキャッチセールス、これは路

上で、「アンケート調査などに協力をしてください。」と言って、喫茶店や営業所に

連れ込んで商品やサービスを契約をさせる。またＳＦ商法という、安売りや無料配

布の名目で人を集め、閉め切った会場で雰囲気を盛り上げ興奮状態にし、最後に高

額な商品を買わせるという、辰野町の中でも行われている所もあるというふうにい

われております。いずれにしても、比較的お金も暇もある高齢者がねらわれやすい

ことです。町民の誰もがこのような被害に遭わないため、今までも有線放送などで

昨日も一昨日もやっておりましたけれども、注意を呼びかけていくことは必要であ

ると思いますし、これからも町としても月に１回とか定期的な呼びかけを行うこと

が必要だというふうに考えます。また、老人会の会合の時などにもお話をして口コ

ミで注意を広げていくことが必要なことではないかというふうに思っております。

突然、考えたこともないような架空請求の葉書が来てしまった場合は、1人で慌て
て判断をしないで、まず信頼できる人に話しをしたり、警察とか役場、消費生活セ

ンターなどに相談をする、電話番号も徹底をさせておく。町は、町内の金融機関に

も協力をお願いして大変難しいことではありますけれども、そういうことを防いで

いきたいというふうに思っております。このような悪質な問題はだんだん巧妙にな

り、対処方も難しくなってきております。あらゆる機会をとらえて、さらなる啓発

が必要と考えますが、町長のお考えをお伺いいたします。以上壇上から質問を終り

ます。  
○ 町長 

   それでは質問順位第 3 番の遠藤裕子議員の質問にお答え申し上げます。県の行っ

ている予算ゼロあるいはゼロ予算事業ということでございまして 568 項目ぐらいあ

るようであります。ただあのー、非常にこれ結構なことだと思いますし、智恵の一

部の結集である、全部じゃありませんけども、一部の結集として予算ゼロでもでき

ることはやってこうという、こういう表れで非常にあのいいことだと思いますし、

参考になるところもありますが、ただちょっと感覚の違いも実はありましてね、例

えば施設などの、県の施設などの例えばですよ、雪かきを職員がする、あのなんで

すか、このゼロ予算事業でね。市町村はこんなこと当たり前のことなんですね。新

にそうやって出していいのかなと思われるぐらいだんだんこのー国民と離れてくに

したがってですね、今度国の人たちがなんか出してったらびっくりするほど一杯出

てくるんじゃないですかね。こんなことやりましたって喜んでる。こんなことは今

ごろやるのかっということも中にはありますが、いいこともあります。コンシェル



 - 22 - 

ジュということであの各市町村へ県の方のあの相談役ですね。相談役っていうかコ

ンシェルジュっていうのはなんかホテルにいてホテルの概要が全部飲み込めている

ような案内人。ただインフォメーションにいるお姉さんとかお兄さんではなくて、

いろんなあの詳しいですからまあ、一応の大きなホテルでいくと部長格以上位の人

がコンシェルジュとして案内人としている。というような格の人を県も市町村へ 2

名ばかっつ派遣をしてくれていますが、利用によって来てくれる訳ですが、これは

県の職員が一部入っていますのでこれはコンシェルジュでいいと思います。ただ、

コンシェルジュとして民間から雇っている方もいるわけですね。あのー、部長格待

遇だそうですね。部長格待遇の給与を払うようです。そうすとその事業はゼロ予算

であってもわざわざそのために雇われた人の給料ってのは県の人件費から出てるわ

けですから、これはゼロ予算といっていいのかなーと、ちょっと首かしげる我々が

分らないところ、分らないっていいますか敢えて分析するとですね、そんなことは

どうなのかなと疑問に思うところも若干あることはあります。ということもありま

す。えー、今お話がありましたけども農政部の人たちが「こんなことなんで我々が

やらなきゃいけないのか。」というようなこともあったと。しかし、忙しい時とかで

すね、それは組織横断的に忙しい課へ、あるいは忙しい部へ応援に行く、これ辰野

町やってますよね。ドンドン。えー、税収、あの滞納整理なんかの時期になります

と各課あげて場所決めてですね行くとか。それであの例えば辰野町の課の人が何で

この課でこんな事しなけりゃいけんだなんていう人は 1 人もいませんよね。だから

定着して当たり前になっていることも中にはあります。尚また県がこうするよ、ゼ

ロ予算でこうしましょう、といったのは県だけでやれることもありますけども、市

町村に絡んでくることが一杯あるわけですね。そうするとそこへ案内して大勢あの

連れてらっしゃい、県の方では無料でもって子どもたちを見てあげましょうとかで

すね、夏休みにはこんなこうだと、連れてく市町村は今度、バス代から何からみん

なかかるわけですよね。ということで、ゼロ予算が本当のゼロ予算のままでいくの

か、例えば辰野町でいくと辰野町がゼロ予算事業を始めた、はい区の方へ皆さんど

うぞ連れてきてください、じゃ美術館を無料化しますと、何日間、区で小野の皆さ

ん連れてくる、連れてくる予算はその区でもつわけですか。あるいは学校でもつん

ですか。というような形になって、なかなかこれ難しいとこであります。しかし、

ゼロ予算事業もやらないよりはやった方がいいと思っています。辰野町の場合もあ

の資材提供などを区の方にして一緒になってやってく。これゼロ予算とはいいませ

んけども、これもやっぱり智恵の結集だと思います。まこう言ったら協働、協働が

全てじゃありませんけど、協働の一部としてご理解されて少ない予算で効果的に少

ない予算で多くの事業するにはそんな方法も中にはあると。ベストだとは思ってま

せんが、そんなことも考えております。えー、結局辰野町の場合もあの文書配布な

んか今、いちいちこのあれですね、切手貼って出すばかりでなくて職員が相当配っ

てるのもありますよね。これもゼロ予算事業の一つだと思ってます。ですからあの

町は当然当たり前だと思ってやっていることはたくさんありますが、こういう時で

すのであまりお金を使わなんでもできることを何とか考えて、ということで智恵の
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智恵のま、さらに結集を精査してやってきているとこですが、なおまた県の方でい

いことは町も取り入れていきたいと思いますが、総務課長の方からもあのお答えを

もう少し詳しくしてみたいと思っております。 

   次はあの消費生活関連で悪質商法とかいうことであります。ご指摘のとおりで大

変にあの由由しい問題でどういう、これは悪い知恵者ですね、悪い知恵者が善良な

国民を相手にそういったことが行われているわけで、昔は俺々詐欺って今ご指摘の

とおりでありますが、今あの融資保証金の詐欺とかですね、架空請求おっしゃって

いるとおりです。誘拐擬装ですね、誰か連れてっちゃった。学校にいるのに。もう

大慌てですからすぐお金を振り込まないと、ていうようなことですね。それとかま

た、いろんなケースがあるようでありますが、長野県全体では平成 16 年、17 年で

それぞれ 5 億、6 億くらいの大きなお金をあの皆が合計しますとね、被害にあって

るようであります。岡谷警察署管内でも、あるいは伊那警察署管内でも 5,000 万と

かですね、3、400 万とかまあその事件によって違いますけども、確かに被害が一杯

出ております。それで辰野町の役場に対しましては、これはあのご承知であります

が、この中の 1 カウントはあの、町議さんかなーと思いますけども、訪問販売では

2 件、ＳＳ催眠商法で 5 件、それからあの送りつけ商法で 1 件、その他問い合わせ

11 件、合計 19 件ぐらいの相談を受けてます。えー、ま架空請求も中にはまた 18 年

では 18 件も出てきております。ま、そういったことで非常にあの由由しい問題であ

りますけども、まずこれ一番大事なことはすぐお金を送りなさい、そうしないとえ

らい目にあいますというようなことは、直ぐ送らなんでそして家族とかですね、あ

るいは知人やなんかに相談すること、ちょっと冷静になってみること、それからや

はりあのー、間髪入れて、入れちゃうとまずい場合もありますのでまずは警察署で

すね、やっぱり法律でもって国家権力の中で行動しやすいところ、しやすいし調べ

てくれる、捜査権のあるところ、そこへまず連絡することですが、いずれにしても

行政でも相談にのっております。この辺は、飯田の消費生活センターがありますし、

ついこの間も去年でしたかね、岡谷へも出来ました。岡谷のララ岡谷の中でありま

すが、これも消費生活センター岡谷ということで地域的に県も置いてますので、そ

れ以外に辰野町の役場の住民税務課生活環境係、まそこまで言わなくても住民税務

課へ来ていただければ、対処してご相談に応じます、応じたいとこんなふうに思っ

てます。えー、またその他あの悪い智恵は一杯出るようでありまして、ハイテクを

使ったもの、インターネットを使ったもの、いろんなあの手口があって次から次へ

と後を絶たないわけでありますが、まこういったあの善良な国民を犠牲にするよう

なですね、こういった事件も早く減るような国になってかなきゃいけんなと私も考

えているとこであります。あと、課長の方からもう少しこの辺も大事でありますの

で詳しくお答えしたいと思います。 

○ 総務課長 

   それでは遠藤議員さんに今指名ありましたのでお答えをしたいと思います。町長

より常々、智恵を出せ、知恵のないものは汗を出せと、こういうことで訓示等いた

だいて職員もそれに向かって行財政改革の推進計画や推進プログラム等行動計画を
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作りまして智恵を出しているところでありますけども、今更にもっとやれと、こう

いう背中を押された尻を叩かれたようなような感じでおりますので更に頑張ってま

いりたいとこんなように思います。よろしくお願いします。 

○ 住民税務課長 

   悪質商法関連についてお答えをいたします。さきほどちょっと今年度、前年度等

の数字については町長言ったとおりでありますが、えー、町といたしましても広報

通しまして、有線等通じて 17 年度では約 50 回ほど喚起放送を各いろいろな情報を

いただく中でやっております。また、18 年度今年に入りましても 7 回ほど架空請求

等の放送で注意をしていただきたいということで喚起放送をやっております。また

出前講座等も利用する中で防犯については皆さんにまた周知徹底をしていきたい、

こんなふうに思っております。警察署の方でも長野県ではラジオ県民室の番組の中

で随時放送をしているっていうことでありますし、岡谷警察署、辰野警部交番でも

要望があればあのその他の防犯対策も含め、皆さんにあのお話をする機会を作りた

いってことでありますが、また金融機関でありますけれど、金融機関は警察の方か

らあの高額の振込みについては慎重に取り扱って欲しいということでお願いしてい

るところですが、今、あのーＡＴＭがありまして、ＡＴＭの方から振り込まれると

これは銀行さんの方でもちょっと対応が出来ないということで、まあのー、金融機

関の中には限度額を設けて振込みがあまり多額が出来ないような形をしているとこ

ろもあるようですが、そこら辺はまたお願いをしていきたいと思います。さきほど

町長の方からもありましたように、振り込め詐欺については、まず警察の方へ相談

するっていうのが一番の得策ではないかと、こんなふうに県警の中でもハイテク犯

罪対策室等も作りまして窓口等開いているようでありますので、そんなことでお願

いをしたいと思いますし、消費要請、葉書、携帯の有料サイト、ワンクリックとか

フィッシング等の相談については消費生活センター、飯田にもありますし岡谷にも

ありますし、また、住民税務課の生活環境係の方でも取り扱っておりますのでそち

らへ来ていただければ、こんなふうに思いますのでよろしくお願いしたいと思いま

す。 

○ １３番（遠藤） 

   いろいろとご答弁をいただきましたけれども、あのー、ゼロ予算事業については

本当にずっと５百何項目あの簡単に書いてあるホームページのもの見せてもらった

わけですけれども、「我が町はとっくにやってるよ」っていうようなものも多いしあ

れー、あの県の『広報ながのけん』やなんかを見ていても県の広報の仕方といいま

すか、宣伝の仕方がうまいのかなーというようなものをよくよく感じるものであり

ます。で町の職員の方たちも町民のグループとかそれからグループを担当している

人たちは土曜であろうと日曜であろうと行事なり会合がある場合は、出てきて一生

懸命皆さんと一緒にやっていることもありますので、あの町の人たちがいろいろし

てないってゆうことではありませんけれども、あのー、今後やっぱり町民の一人と

してこれからも地域においては役員の人たちと一緒になって皆の先頭に立って汗を

流していただく、こういうことを見ていてあー辰野町の職員も一生懸命頑張ってい
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るんだっていうような感じをあのー町民の皆さんにもってもらいたいなっていうも

のを思っておりますし、今までもそれは一生懸命やっている職員の方もありますか

らこれからも是非その全職員が町民の信頼を得られるような活動をして欲しいとい

うことは要望として申し上げたいと思います。 

   それから振込め詐欺についてでありますけれども、私たちがあの聞いてる以上に

多くの人にその電話が来たり架空請求の葉書が来ているっていうことが、いろいろ

聞いてるうちによくよく分かったわけです。特にあの、お年寄りの方が引っかかり

やすいっていう問題もありますので、これは是非老人会の会合に行ったり地域の中

でも、町の中でもそういうもので口コミで広げていくことが必要かなというふうに

思っております。またあのさきほど、住民税務課長が言われましたようにこれから

も出前講座にも応じたいっていうふうなことでありましたけれども、あの、私たち

もこの振込め詐欺の問題については、あの町の公民館講座「いこる」の中で 8 月に

消費生活センターにお願いをして公開講座を開催をして行きたいというふうに思っ

ております。ですからこの時はまた議員の皆さんにも聞いていただきたいと思いま

すし、公開講座ですからそしてあの土曜日で行うわけですから町の職員の方にも聞

いていただいて、できるだけこういうものを皆で防いでいきたいものだというふう

に考えております。以上です。 

○ 議 長 

   答弁はいいですね。はい。ただ今より暫時休憩といたします。なお再開時間は 11

時 40 分、11 時 40 分といたします。 

 

休憩  11 時 25 分から 

再開  11 時 40 分まで 

 

○ 議 長 

   休憩前に引き続き再開をいたします。質問順位 4 番、議席 10 番 福島英雄議員。 

 

【質問順位 4 番、議席 10 番 福島英雄議員】 
 

○ １０番（福島） 

おはようございます。通告致しました辰野町中心市街地活性化構想について質問をいたし

ます。気のせいかもしれませんが、近頃新聞等の報道において、各地の中心市街地活

性化に関連した記事が、かなり多く取り上げられていると感じています。つい昨日も、

長野日報は、伊那市の中心市街地のにぎわいづくりを目的とした事業の取り組みを取

り上げていました。また、信濃毎日新聞は、その一面で、善光寺門前の表参道に当た

る長野市中央通りの商店街の活性化活動に対して現在の難しい状況を紹介していま

した。長野市も伊那市も両市共に、市街地の空洞化や空き店舗の増加が進む状況下、

将来的に確実に予想されている人口減により、そうした状況がさらに進行し悪化する

のでは、との将来に向けての危機感が背景にあるものと思われます。このように、中
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心市街地の活性化の問題は、今、多くの地方自治体にとって大きな共通の課題になっ

ています。 

 ここで現在の辰野町の商店街に目を向けてみたいと思います。空洞化やシャッター

を下ろした空き店の増加、あるいは意欲のある後継者不足等非常に深刻な状況にある

ことが心配されます。これは今に始まったことではなく、ここ 20 年来ずっと心配さ
れ指摘されてきたことであります。 

 これらの現象に対して政府も町もただ黙っていたわけではありませんでした。政府

は平成 10 年に中心市街地活性化法を制定しています。これは、空洞化の進んでいる
中心市街地の活性化を図るため都市計画法、大規模小売店舗立地法の 2 法と合わせ
て、いわゆる「まちづくり三法」として、地域の創意工夫を活かしつつ「市街地の整

備改善」「商業等の活性化」を柱とする総合的・一体的な対策を関係省庁、地方公共

団体、民間事業者等が連携して推進することにより、地域の振興と秩序ある整備を図

ることを目的としたもので、各地でＴＭＯなどを立ち上げて進めてきたわけでありま

すが、地方都市においては空洞化の進行を止めるということは至難の業で、はなはだ

しい衰退が今地方都市の現象となっている現実に対して、政府は今回従来の「まちづ

くり三法」に修正を加えた「改正まちづくり三法」なるものを出してきたのでありま

す。 

 さきほど触れました国の施策として最初に国が出してきたまちづくり三法なる法

律の成立の影響があったのかもしれませんが、中心市街地商業等活性化基本構想が日

本各地で策定され、我が辰野町もその頃、平成 13 年 3 月、「人が集う 明るい豊か
なくらしづくり」を副題とした「辰野町中心市街地商業等活性化基本構想」を策定し

ました。 

 今回私が取り上げている辰野町中心市街地商業等活性化基本構想は、今から 5 年
前の平成 13 年 3 月に辰野町第 4 次総合計画と同時に策定されています。そして、現
在は平成 18 年から平成 22 年度を期間とした辰野町第 4 次総合計画の後期基本計画
に沿ってまちづくりが進められているのであります。その第 4 章の「21 世紀に伸び
る産業」、第 2 項の「特色ある商工業の展開」には「主な具体的な取り組みとして、
中心市街地活性化支援事業（空き店舗利用や市街地における活性化の取り組みを支援

する制度）、中心市街地商業等活性化基本構想の推進等があげられ、今後この構想に

基づき関係者による協議会の設立や計画策定が課題です。」と取り組む姿勢が明確に

示されています。 

 私は、つねづね「商業・農業・工業の産業力は地域の活力、地域の活力は基本的に

は産業力。そして、その産業を担うのは、そこに住む町民の力である」という認識を

持ち、地域の産業の育成と振興、そしてそれらを可能にする人づくりを訴えてきた者

として、辰野町の商業の振興を図るとしたこの構想の実現に心から期待をしてきた 1
人であります。 

 本構想は、計画期間を平成 13 年度から平成 22 年度までの 10 年間とし、今年度は
その後半の 5 年、中期に入るとしています。しかしながら、どうでしょうか。辰野
町においてこの構想は進展しているでしょうか。 
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そこでおたずねしたいと思います。辰野町中心市街地商業等活性化基本構想に対し

て行政は何をどのように取り組んできたのか、その経過と進展状況、現時点での評価、

そして今後の展開の見込みについて町長の所見と担当課での認識をお話し頂きたい

と思います。 

 国の施策としてのまちづくり三法制定にもかかわらず、日本全国ほとんどの地域

で、閉店が相次ぎ「シャッター通り」と呼ばれるような地方都市における中心街の衰

退に歯止めをかけることができない、そのような状況から、国は、先月 5 月末の 31
日に参議院において「まちづくり 3 法」の見直しとして「改正中心市街地活性化法」
を成立させています。すでに成立している改正都市計画法と合わせて、国による「選

択と集中」の強化を目的として、①内閣に中心市街地活性化本部を設置、②市町村が

策定する基本計画を認定する仕組みを新設、③商工会または商工会議所等により組織

される中心市街地活性化協議会を法制化し、多様な関係者の参画による取組の実現を

図り、 

④中心市街地のにぎわい再生に意欲的に取り組む自治体への支援措置を拡充する。と

いうもので、特に①土地区画整理事業の換地特例の拡充、②中心市街地共同住宅供給

事業の創設、③大規模小売店舗立地法の特例の創設、④共通乗車船券の特例の創設等

を行うとしています。 

 実は、今回のまちづくり三法の改正により非常に困惑しているところが全国に幾つ

もあると聞きました。それは、従来のまちづくり三法により中心市街地の活性化を積

極的に進め、ＴＭＯ等によりある程度まちづくりに成功してきた所にとっては、この

度のまちづくり三法の改正により活動のよりどころとしていたはしごを突然外され

た形になってしまったからであります。このように積極的に取り組んで成功してきた

ところは困惑しているのですが、皮肉にも展開が遅れていた辰野町にとっては、この

改正まちづくり３法の成立は、この新たな制度を有効に活用し町を挙げて取り組む絶

好の機会を再度与えられたものではないかと考えます。もしかしたら、辰野町の商店

街再生の最後のチャンスかもしれません。 

私たちは現在を生きる辰野町町民として、私たちが先人から受け継いだこの地域の

繁栄を現在の行いを通して町の将来に受け渡す責任があります。町長の力強いリーダ

ーシップの下、行政そして担当課において、辰野町商工会や辰野町で商店を構えてい

る人々と一体となった取り組みが今望まれていると強く訴えたいと思います。町長、

担当課長の答弁をお願いしたいと思います。  
○ 町 長 

それでは引き続きまして質問順位第 4 番の福島英雄議員の質問にお答え申し上げ

たいと思います。辰野町の中心市街地の活性化という形でございまして、歴代多くこ

の様相を良しとせず頑張っていろんな計画を立ってやってきたことであります。私の

代になりましてもＴＭＯということで、タウン・マネージメント・オーガニゼイショ

ンということで商工会の皆さんや委員の皆さんや商店街の皆さん、また消費者の代表

の皆さん方と共に審議会を進めある一定の構想なども作ってきたわけであります。し
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かしこれ非常にあの構想的にはすばらしいもの出来まして今ある道路なども使いな

がら一部へプロムナードって言いまして遊歩道を作るとかですね、交差してるとこへ

はあのパティオって言うんですけども中庭、ちょっとした休憩できる中庭、小公園、

小遊園地のようなものもちょっと置いてみる。そういう中でお客さんが来て、そして

いろんな買い物したり、休憩したり、中にはそこでオブジェって言いますか、例えば

1 つの例としてはこの芸術的ななんかこう銅像でもですね、銅像でも何でもいいです

からちょっと置いてみたり、少しずつこう入れ替えたりと、こんなあの夢みたいな構

想は作られてきたわけであります。早速これを実施というような形でありますけど

も、非常にあの難しさがこれ全国的にあるのは、構想は構想でこういったものをやっ

てくという夢っていうな形、方向はいいんですけども、その商店街の皆さん方が住居

とま、その下がお店で上に住居ということですから、例えばもう後継ぎがいなくてこ

の商売しないというところであっても、そこを例えば空き店舗対策事業というのも展

開して町も国からの補助を得て応援をしますということも大分流したわけですが、ま

シャッター閉めてあるけども、そこへ来て必要な人が入る、他の人が入る、よりもま

あまあ閉めて息子たちもどっかへ勤めたから、ここで暮らしてというような形の中

で、結局私有財産、現在の止めてく商店街の中の私有財産と、ま、そん中で同居して

いるわけでありますので非常にこの難しさがあります。1 丁目で 1 店舗成功した例も

あって現在も続いているわけでありますし、ま、その中へミックステナントというこ

とで 1 店舗あってもそん中へ複合的に他の店も入ってきてもらってという構想も出

したこともあります。ま、非常にあのその辺が難しいわけでありましてチャレンジシ

ョップ等に対しても補助金出すから商工会を通して誰かやってみないかとか、募集も

かけてみたこともあります。また、一時的なフリーマーケットでもやってくれないか、

辰野高校の皆さん方が年に一遍やってくれるとかいろんなことはありますけども、や

っぱり継続的、にということはなかなか難しい。それから朝市場、あるいは昼市場、

夕市場でもいいんですけども、農作物の販売などもある店舗をお借りして、まその適

宜ですね、毎日じゃなくとも、ある時にこう展開できないかと。人が集まってくる。

集まってくるとこう相乗効果で他の店へも足を運んでくれるだろうと、いろんなこと

をやってみたんですけど、なかなかこれが乗ってこないというのが現状であります。

新しい広い所へポンと作るならいいですが、今ある規制の所へもってって、それぞれ

のお店の事情がある中へやはり 1 つの構想を入れて事業展開、非常にあのそこに温度

差が出てまいりまして、さりとて、これはあの 1 店舗 2 店舗だけで効果が出るもんじ

ゃありませんので、全体を一つのゾーンですね、ゾーンにしてくというような形の中

で、構想も立ってあります。これもあの、最初はまあ入る方はエントラスゾーンとい

うことでしょうけども、商住の融合ゾーン、さきほど言ったように商売と住居と融合

しているとことか、あるいは出会いの交流拠点とかですね、駅前あたりを、賑わいの

商業とかですね、複合居住ゾーンとかですね、複合ですからいろんな居住も入ってま

いりますし、工場なども入ってきますけども、まそんなようなこと。それから地域商

業ゾーンとか、交流の場、さきほど言ったようなことであります。こんな総合的なこ

う展開で、やはり宮木の湯舟の下ぐらいからずーと下辰野まで万歳橋をつないでいく
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方向、あるいはまた、警察署の前の所からずーと四丁目へつないでいく方法。それか

ら大橋通りを抜けて平出まで交差点からあの辺までも結んでいくゾーンなども様々

考えられております。これを捨てたわけじゃありませんけども、なかなかその、まあ

ちょっと叩けど踊らずという部分も太鼓叩けどという部分がありまして非常に至難

であります。さりとてあの、そこに居住してお店やってる人たちにとっては、これは

一生一代の大事業にもなりますし、また大影響を与えることになります。そこに自分

の資産も財産もお持ちのわけですから、そこをどう展開するかと、そういったことの

中でなかなかこれがうまくいかない。これは辰野だけじゃなくてあちらこちら全部そ

うでありますが、ま、それで駅前区画整理なども一つの導火線にして、という形の中

でありましたけども、これがまた県の方が外せるなんて言ってみたり、実際行ってみ

たら全然外れないとかですね、下水道もまだ入らん状況でありましたから、とりあえ

ず既存街路へ下水道を入れると二重投資にならないように。したがって、次に駅前区

画整理をやる場合に下水を入れ替える場合はオール自己負担でやってもらうように

なる。町が、町がですね。町と住民が要するに国県の補助はもう 1 回使ってしまうと

二重には取れないという意味でありますから、そういうふうなことも考えて進めなき

ゃならないということで、非常に町としても悩みの種であります。今後はですね更に

飽くなき構想の進展ということでありますし、たまたまあの今、議員ご指摘のとおり

国の方も何で日本の中心商店街が寂れたろう、あるいはまた、どうしてそういうとこ

ろから消費者の皆さんが離れてしまったんだろうかと、いうこと、いろいろ問題点が

あろうかと思います。しかし一番大きな点は大型店が郊外に出てしまったということ

であります。それに対しまして今度規制が入りまして、大型店は郊外に出来ない法律

を作ると。作るんであればやっぱり商店街の中に来て土地は高いだろうし場所もない

だろうけども、あるいは買ってもらうなりしてそこでやりなさいと。ある一定の間隔

以上離れてはだめだと。まさにモータリゼーションだけの中で自由にやらした結果が

まこりゃ自由の国ですからしょうがないんでしょうけども、商売の自由ですけども、

ただ結果的には商店街が寂れる結果になった。寂れっぱなしでいいのか、って言うと

いつも言ってますとおり、モータリゼーションって人間何歳なっても運転できるわけ

じゃありませんし、高齢社会を迎えた中でそこまで行けない人たちも出てくる。とい

うこと。そうすと、やはり懇切丁寧に説明商品は説明してくれたり、配達してくれた

り、あるいは新しい商品があったら説明に出前にそれこそ来てくれるようなところ、

あるいはまた、高齢者の皆さんと話し合いの一つの時間帯も作れるような商売、また

見直されてきているわけであります。そういう中で手遅れにならないうちにというこ

とでやっておりますが、大分空店舗も出て、辰野町も大変な心配を実はしているとこ

ろでありますが、また商工会の皆さんと手を組みながら、また専門的な必携指導員も

いますのでそこと話しながら頑張って空洞化対策空家対策事業、再活性化事業、など

の導入で推し進めてまいりたいとこんなふうにも思うわけであります。今の状態では

駐車場いくら無料化してみても来る人が来なければ駐車場がないから来ないってい

う部分も若干はあるんですけども、あっても来ないという現状もまた片やあのそうい

った原因も出てきております。早くしないとほんとに日本中の中心商店街が本当に困
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ってしまって結果的には国民が困る状況に追い込まれる。日頃の消費生活の中でとい

うふうにも考えられます。やはり歩いて行けれる範囲内にはやはり例えばあの、よう

するに辰野町の中心商店街ばかりでなくてもですね、例えば団地があってもああいう

所に商店が少しはあって歩いていける範囲内にも商店が必要だという意味でありま

す。ま、エーコープとかいろいろなとこで各地にもありますけどもそういった所も大

事に守りながら、ま大型店、大型店行くのは自由でありますので、していかないとあ

の消費動向だけに乗ってると結果的には消費者が不便になるという結果がもう如実

に現れている現状であります。えー、ま、同時にまた辰野の場合は交通の便が非常に

いいもんですから道路問題まで別としてあのー、結果的には非常に外へ出て行ってし

まう。というふうな現象もありまして、できるだけあの、テレビでも流しましたけど

も、「お買い物は辰野町で」というふうなこと。これだけ大型店が揃ってくればでき

るだけ買えるんじゃないかなと思いますけども、中にないものは別として例えば土日

は辰野の商店の大型店、中型店、小売店全部入れてですね、売上が落ちるっていうん

ですね。あるいはまた、連休にはほとんどお客さんが来ないとかですね、その逆のよ

うな町になっていかないと、これからはいけないだろうというふうに思っておりま

す。えー、なかなか決定打がないもんですから非常に難しいわけでありますけども、

あの、全部を網羅すれば一番いいんですが、1 軒ではだめですが、やっぱりこの部分、

ですね。一つのブロック毎に出来るような所があれば町もお手伝いして皆と一緒にま

た商店街活性化は更にまた進めていきたいと、またさきほど言いましたあの郊外に大

型店が出来ないような法律も出来た。に合わせて議員ご指摘のような新しい法律もま

た出来てくるわけでありますので、それらを加味し相乗効果を狙って、また商店街の

発展頑張ってまいりたいとこんなふうにも考えているとこであります。なお、空き店

舗等も有りますので、ま住んでるからやだというお店も多いんですが、いいよってと

いう所に対してはですね、やはりアイデアを住民の皆さんからも公募して「いいアイ

デアないでしょうかと」、いうようなことで、中に取り入れられるような素晴らしい

アイデアもあろうかもしれません。同時にまた、空き店舗に対して貸し出しを、こり

ゃあの町が仲介して斡旋するちゅうわけにもいきませんけども、紹介は出来ますの

で、商工会などといっしょになりましてチャレンジするような方、あるいは辰野へ出

たい店、全然ゼロとは思いませんので、どしどし紹介をしていく。後、そこに住んで

る商店の皆さんにどのように了解と理解をしていただくかということが多少問題に

なってまいりますけども、「いいよ」っていうところに対しては積極的にその辺も進

めていきたいと、こんなふうにも思っているとこであります。ただサイクルが非常に

短い場合も多いようですね。2、3 年やっても止めてしまう。また次の方が入ってく

る。これでも活性化はその間してるわけですから、中に定住的にずーと恒久的にやる

ような商店も現れてくるというデータも出ているようでありますから、その辺も含め

て頑張ってみたいと。以上であります。あ、課長の方からもう少しお答え申し上げま

す。 

○ まちづくり政策課長 

今回の中心市街地活性化法の三法の改正につきましては、今まで事業の中心を担っ
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てまいりましたＴＭＯから市町村の基での関係機関による協議会を設定し計画を策

定することとなっておりますし、今までは主に商業振興の立場から中心市街地の活性

化がうたわれていたところでございますが、今後商業振興の他に住宅ですとか、ある

いは医療機関、駐車場等総合的に含めた計画を策定することとなっておりますので、

そんなあの改正を受けながら町として取り組みを進めてまいりたいというように思

いますのでよろしくお願いいたします。  
○ 産業振興課長  
   基本構想につきましては町議さんの指摘のとおりでございまして、基本構想のみと

いうことで、あのそれについてはなかなか進捗ができなかったのが現状であります。

そん中で商工会との協力、係わり等の中で町長さきほど申しましたけれども、空き店

舗対策事業、それからチャレンジショップ等については実施を行ってきましたが、な

かなか長続きしなかったのが現状でございます。これにつきましては、賃借料等の問

題等々があると思いますが、そんな関係でなかなか進まなかったということです。以

上であります。  
○ １０番（福島） 

   えー、再質問をお願いいたします。えー、「自らやる気のない商店街については、

もうこれ以上いろいろ考えてやらなくてもいい」とかいう意見が町にあることも事実

であります。しかしながら、町長が唱える一大居住拠点構想にはそういう場所が必要

であると確信しておりますので、ちょっとしつこく質問させていただきます。また、

担当課長がこの春変わったので、過ぎたことについて現在の担当課長にちょっと問い

合わせるのは少々酷であるような気がしますけれど、この問題は非常に大事でありあ

の今の担当課長に認識を新たにしてもらいたいということであの質問させていただ

いております。  
ここにある新聞の切り抜きがあります。読ませていただきますと、「魅力あるまち

は人々を吸い寄せ、さらに成長する。賑わいのあるまちへといかに再生していくか、

そのための枠組みは」今回のこの改正まちづくり三法についてですけれど。「そのた

めの枠組はできた。あとは自治体や商店街、関係者の努力と工夫にかかっている。と

りわけ、まちづくりの視点からの、将来を見据えた自治体の強いリーダーシップが求

められている」こういうあの記事であります。えー、私はそのとおりではないかと思

うわけです。さきほど、まちづくり政策課の課長から改正まちづくり三法にのっとっ

て取り組んでいきたいという前向きの話がありましたのでそこを是非お願いしたい

と思いますけれど、もう一つ私がここで指摘したいのは、このような立派な構想があ

りながら、ＴＭＯもできていない、それから具体的な計画も出来てこなかった。それ

についてもう一度その経過を状況を、難しさはわかりますけれどどうしてそのような

状態で 5 年か、5 年ほっとかれてきたのか。そこをお聞きしたいと思います。  
○ 町 長  
   詳しくあるいは他のことは担当課長の方からお答え申し上げますが、一応総体的

に自治体のリーダーシップということもとても大事だと思っております。ましかし

あの、やはりさきほど言ったようにですね、ある程度の乗って来れるような具体案、
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財政、財源もやっぱりそんな中へ導入していかないと、ただあのリーダーシップと

いわれましても方向性だけ示すんではもう構想と同じだと思っていますので今後

の課題として財政も見ながら検討はいたしますが、ただあの今までほっといたんで

なくて、調査と少し入ってみたんですね。入ってみたけど、なかなか残念ながら非

常にさきほど言ったような難しさが先出てきちゃって乗ってくる方が商店街の中

にですねあの少なかった。例えば、空き店舗、空いてるんだけど貸せないとかです

ね、そういった先に閉鎖されるようなことがあって少し遅れたということもまだこ

れまた事実であります。その辺で更にまた検討をいたしますし、まちづくり三法に

対しては当然この積極的に導入、前にあの中心市街地活性化事業というのが国から

出てたんですよね。それでＴＭＯなどの構想を作り出したんですが、なかなかそれ

だけでは、ということで国も気が付いてまた次の手を打ってきたんだと、こんなふ

うに思いますが、日本中ほんとに商店街、中心商店街がひなびてしまうということ

は大変なことであるというふうにも政府の方も認識されてきたんじゃないかと、こ

んなふうに思います。なお、めげず頑張っている所に東京巣鴨の地蔵通りというの

がありまして、前にもお話したかと思いますが、とげ抜き地蔵さんがあるとこだそ

うです。ここはもう専門店化してどういう専門店かっていうとお年寄りの専門店、

全部がそういうふうにして、食べ物から始まって、しつこいものでなくてあっさり

したものとかですね、着る物にしてもなんにしても、もうモンペまでだす。お年寄

りが見やすいような値段は下げ札を、昔のように黄色い紙をもってって大きくはっ

きり書いとくとかですね、それぞれ商店街皆協力してその方向になり、店の中歩い

ても外歩いてもちょっと疲れたら腰掛があるとかですね、ちょっとしたあの雨しの

ぎの所があるとか、そんなことで大成功しているみたいですね。そこまでもって持

ち込めれば一番いいですが、もう一つはやはりあの、全体的に把握できなんでも各

商店街一軒一軒のその大型店と同じように全部揃えるって無理ですから、そのジャ

ンルですかね、ジャンルって言うんですかね。チャネルですかね。普通商業用語で

はチャネルって言ってますが、そのチャネルに関しては大型店以上に揃っている。

この専門化ですね。全部じゃなくても。というような考え方の中で商店の皆さんに

も投げかけてはいるんですけども、あのそのことを更に進んで頑張って欲しいと思

っております。同時にくどいようですが、さきほど言ったようにお店のある人が、

前にも言ったかと思います。出歩いて普通のただ何ですかね、行商サービスだけだ

って言うと今消費者が非常にさきほどの話じゃないんですが、不安に思ってあれで

すが、あすこのお店の方が売り歩いて来てくれたよ、とか、カタログ持って説明に

来てくれたよと。一番安心感があるわけですから、やはりお店を守る、奥さんが守

るなら、旦那さんがたまにはもうしょっちゅう出歩いている、配達もしてくれる。

電話で飛んできてくれる｡こんなこともやっぱり大事な商法の一つだと私は思って

いますけども、是非一つその辺も含めて頑張っていきたいと思っております｡経過

他、担当課長の方からもお答え申し上げます｡ 

○ 産業振興課長 

   町議さんの質問でありますけども、5 年間据え置かれたということでございます
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けども、これにつきましてはあの、さきほどあのー、町長の方からも話がありまし

たけども行政とすれば空き店舗対策事業等の中で誘導はしてきた状況でございま

すけれどもなかなか、乗ってもらえなかったというのが現状ということで、現況に

おいては今の現況どおりということでなってきてしまったということでございま

す。 

○１０番（福島） 

   そしたら付け加えてお願いしておきます｡えー、これはあの行政のある種あの得意、

不得意とするソフトの部分だと思います｡町民の力を結集してさきほど話があった

ように知恵と汗を出して、やるという典型の事業じゃないかと思います｡是非、担当

課、それから町長、ソフト事業の好例として強力に進めていって町民の知恵と汗を

まとめていただきたいと思います｡以上要望して終わります｡ 

○ 議 長 

   ただ今より昼食をとるため、暫時休憩といたします。ここで議会運営委員長より

議会運営委員会の開催をする旨の申し入れがありました。午後 1 時、午後 1 時より

委員会室にて開催いたしますので委員の皆さんは時間までにお集まりください。な

お、再会時間は 1 時 20 分といたしますので時間までに本会議場へ入場をお願いいた

します｡ 

 

休憩  12 時 12 分から 

再開  13 時 20 分まで 

 

○ 議 長 

   休憩前に引き続き再会をいたします。お諮りいたします。さきほどの一般質問 2

番小林議員から質問内容について一部不適切な部分がありこれを取り消したい旨の

発言がありましたのでこれを許可いたします｡ 

○ ４番（小林） 

   さきほどの私の一般質問の発言中一部不適切な部分について取り消しをいたしま

す｡大変ご迷惑をかけすみませんでした。 

○ 議 長 

   進行いたします｡質問順位 5 番、議席 14 番 飯澤將武議員。 

 

【質問順位 5 番、議席 14 番 飯澤將武議員】 
 

○ 1４番（飯澤） 

ただ今議長から発言の許可がありましたので、あらかじめ通告をしてあります病

院経営を取り巻く状況の変化と新病院経営の今後の展開について質問をさせていた

だきます。私は、辰野病院の建て替えについては、何度かご質問をさせて頂いてお

ります。今回、矢ヶ崎町長が建設場所についてのお考えを 6 月 1 日の病院運営委員

会において「組合飼料工場跡地」にしたいという明確な意思表示をされました。ま
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た、本議会への議案もその土地代として 3 億円が計上されており、最終日に議決を

されます。このことを踏まえて質問をさせていただきます。質問に先立ち、私は現

状の下では、建設立地としては飼料工場跡地が最適地であると考えていることを述

べておきます。 

私は、数年前より病院の運営委員会へも議員としてかかわる機会を頂いてきまし

た。この間感じたことは、ドクターをはじめ病院関係者がそれぞれの立場でこの病

院を良くしたいという強い思いをお持ちであることを実感してまいりました。歴代

の事務長さんも一般会計からの繰入が前提ではありますが、赤字解消に大変努力さ

れ成果も上げてまいりました。参考に平成 13 年の病院事業会計報告書の一部を紹介

したいと思います｡本年度の一般会計からの繰入金総額は前年度に比べ 2,000 万円

減額の 2 億 7 千万円になりました。建物設備の老朽化が進む中補修料、委託料も年

毎に増大してきており結果 1,812 万円の黒字になりました。このように述べており

ます｡また、病院経営は非常に難しくなっております。このような状況下で 8 年続け

ての黒字決算により１億円以上あった繰越欠損金は、154 万円まで減額されました。

経営改善は引き続き行いながら辰野総合病院マスタープランに基づいて地域の保健

医療、福祉の分野における活動の中心的な役割を果たしてまいりました。このよう

にその当時建物更新に向けて関係者が一丸となって努力してきた時代であります｡

現在もそうでありますけども。このようにして当時からこの問題は長い間、病院問

題は論議をされてきたのが実情であります。 

しかしながら、関係者の懸命な努力にもかかわらず、毎年 2 億円を越す繰出し金
と 17 年度の赤字が 1 億円を超えると予測される事態であります。さらに、厚生労
働省の医療政策は、病院経営を一層圧迫するものとなってきております。善意の努

力だけで大病院といえども経営が困難になってきております。中小自治体病院の経

営は、危機的状態になるであろうと大変心配をしております。自治体病院の経営に

ついて「病院を新しくしたから、お医者さんや看護師さんも集まり、患者さんも獲

得できる」などということは、もう夢にもないと今から気を引き締めて準備してか

からなきゃいけないと思うわけであります｡経営の体制を含めて、抜本的な改革をし

ないと、10 年、20 年後に大変な事態が来ることを危惧されます｡辰野病院建設の展

開に「療養型病床やリハビリの導入」がありました。その矢先、病床の大幅削減の

方針が国から出され、既存の病床さえ削減を余儀なくされるありさまであります。 

そこで、まず第 1 項の厚生労働省のこの度の「医療制度改革」と病院運営への影

響についてお尋ねいたします｡昨日の国会で、医療制度の改正案が、自民公明の賛成

で成立をいたしました｡この制度改革の概要とねらいを、どのように矢ヶ崎町長がご

認識をされておられるか、町長は様々なところでコメントをされておりますが、こ

の場でもご認識を、述べていただきたいと思います。また制度改正の影響が今後の

経営にどのように出るのか病院当局のご見解もお尋ねをいたします。後の質問者と

も重なりますので、概括的な答弁をお願いいたします｡ 

その前に、私の認識を述べさせていただきます。国の医療制度改革のフレームの

1 つのポイントは、現在の医療費の総額 32 兆円が 2025 年には 56 兆円になると計算
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されております｡政府は医療費の伸びを経済成長率の範囲に抑えたい｡その為に、診

療報酬の引下げ、患者の窓口負担の増額、診療抑制など、国民と医療機関に負担と

痛みを押し付けようとしているのが｢医療改革｣の中味であると思います｡単純な診

療報酬の切り下げだけでなく、報酬体系の転換に踏み込んできております｡ ｢出来

高払い制｣から｢定額払い制度｣であります｡同じ疾患なら効率良く、少ない材料で、

早く直して退院させれば、利益が出るという仕組みであります｡合理的な診療体系の

一層の推進が急がれます。例えばクリニカル・パスの導入と活用も考える時ではな

いでしょうか。 

もう 1 つ、｢社会的入院の解消｣であります。ここで打ち出されたのが介護保険適

用分の 13万床の全廃と健康保険適用の医療型 25万床を 15万床に削減するものあり

ます。行き場を失った「医療難民」が社会問題となります｡つまり診療報酬の体系を

体系変更と、医療としての受け皿を小さくするということで医療給付費を強引に減

らそうとしております｡この改革の是非はさて置いて、この事態に対応するため、診

療機関・自治体・地域が連携しながら対応する仕組みが一層急務となります｡特に、

病院経営には｢経営の概念｣を導入し、幹部の人材の配置も長期的で、且つ専門的に

経営方針に対応する必要があります｡院内の各組織が、方向性を持って日々改革に立

ち向かえる組織体となる必要があると私は考えるのであります。 

次に、近隣の医療機関の新展開と新病院への影響についてお尋ねをいたします。

病院の建て替えを検討してきた数年間、特にこの 1、2 年の間に、周囲の状況は著し

く変わってきております。私が思いつくだけでも、伊那中央病院の新築と収容能力

の大幅な拡大。箕輪に生活協同組合の病院の新設。春日街道には今民間の外科病院

が新設中であります。更に岡谷病院と塩嶺病院の経営統合と市街地域内への新築の

予測などであります。これらの専門分野や病床数などは新辰野病院の展開にも大き

く影響を与えるものであります｡近隣の医療機関の新展開の状況と新病院への影響

とこれへの対応についてのお考えをお尋ねをいたします。 

次に大きな 2 項目の病院立地の妥当性と飼料工場跡地について私見を述べ、矢ヶ

崎町長の見解をお尋ねいたします。ア．として、まず病院増改築の検討の経過を簡

単に振り返り、その内容を検討･確認してみたいと思います。平成 13 年には、現地

での建て替え方針で、マスタープランも委託されて、14 年には基本設計まで行いま

した｡5 千万円を計上し、相当緻密な設計プランが作られたわけであります｡その後、

市町村合併が最重要の政治課題となり、病院の問題は身動きが取れなくなりました。

市町村合併は、辰野町は当面自立と決まったわけであります。16 年中途より、再度

増改築問題の検討に入りました｡当局から改めて「移転」新築の提起があり、19 年 4

月のウォーターパークへの建設の答申となったと理解をしております｡答申後の経

過は、町民からのウォーターパーク再開の運動を惹起いたしました。7 月 11 日には

県庁都市計画課で荒神山都市公園の一部変更の可能性についての指導を受けており

ます｡これは大変重要な内容でありました。後ほど触れます｡秋には 10 月 23 日に町

長選挙があり、3 選された矢ヶ崎町長は、重要な案件はワークショップ等の手法を

取り入れて決めていくことを約束をされました｡12 月 16日にはＪＡ東日本組合飼料
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が長野県農協直販が所有する辰野中継基地、いわゆる飼料工場跡地の有効な活用に

ついて、町に協力を依頼をしてきております｡新しい展開でありました。さらに 11

月から 12 月にかけては、町民の意見を聞く会や出前講座が開催されております。そ

して 12 月 16 日から 1 月にかけて公約のワークショップが 4 回開催され約 40 人前後

の皆さんが熱心に参加されておりました｡さらに、さきほども福島議員から話があり

ましたようにこの国会中には「まちづくり三法の改正」等が国会ではあったわけで

あります。このように経過の展開には、目まぐるしいものがあったわけであります。

多くの町民の皆さんも戸惑いを感じられたことと思います。町民の理解と納得を頂

くためにも、これらの内、2 点の内容を確認しておきたいと思います。1 点は、昨年

の 7月 11日に県の都市計画課が示した見解を再確認しておきたいと思います。当日、

県へ町からは、病院と商工建設の両担当者が出向いております｡県の担当者が示した

概要は、都市公園の一部であるウォーターパークの廃止・変更について、病院改築

の必要性や緊急性の説明は不要であるということ｡そして、計画変更でクリアーしな

ければならない条件というのは 3 点。でその 1 点は、プール施設を取り壊すなら、

なぜ不要となったのか、いらなくなったのかの説明が必要であるということ｡2 点目

は、他に候補地がなく、ウォーターパークでなければならない理由は何なのか｡3 点

目は、このことによって起る起債等の返還、繰上げ償還などを町民に説明して、公

聴会等で了解を得られるかどうか、いう 3 点でありました。これらの 3 点について、

さらに県の担当職員の他に、田中知事・国の担当官・県の都市計画審議委員等の理

解を得る必要がある｡おおよそ、このような内容であったと理解をしております｡過

不足があれば補足をして頂きたいと思います。一言でいえば、不可能ではないんだ

けれども、きわめて高いハードルであったといえます｡これは、今回の病院立地を検

討する情報としては決定的ともいえる重要なものでありました｡この正確な内容が

早期に情報開示されなかったことは残念でありました。町からの説明を信頼して、

真剣に参加されたワークショップや運営委員会の皆さんには、率直に遺憾の意を示

すべきではあると私は考えます｡ 

しかし一方、これらの進行を担当された事務方の皆さんは、昨年 4 月にウォータ

ーパークへ移転新築の答申を受け、答申を尊重して努力をされた結果でもあります。

二律背反の事態に苦悩されたことを推察を申し上げます｡その後、初めてのワークシ

ョップに手探りで取組まれ、貴重な経験を行政組織に蓄積された努力を高く評価す

るとともに、今後の協働のまちづくりに活用されることを期待します｡何れにしろ、

住民参加・情報の開示・住民協働・議会改革という新しい自治体運営へ発展途上の

宿題が課せられたと私は考えます｡私は、拙速は避けるべき、が今後に活かすべき教

訓であったと考えるわけであります｡ 

え、2 点目であります。ほとんど議論されてこなかった、「元気なまちづくり」と
｢まちづくり三法改正｣との関連であります｡さきほど福島議員が取り上げた問題で

もあります。日本中が大型店舗の郊外進出で、中心市街地がズタズタになっており

ます｡大企業の意に添った規制緩和の結果、自治体の土地利用計画がまたズタズタに

なっております。辰野町の状況もいうまでもありません｡今国会でこの日本の状況を



 - 37 - 

転換すべく「まちづくり三法」の改正が行われました｡さきほどもありましたように、

三法とは 1 つが中心市街地活性化法、2 つ目が都市計画法、もう 1 つが大規模小売
店舗立地法であります｡「中心市街地活性化法」では、市街地へ商業施設を誘導しや

すくする為にも、病院やさきほど課長が言われました病院や文化施設の建設を支援

するような転換であります。都市計画法では、映画館や娯楽施設などを市街地に限

定し、人の流れを集中して賑わいを取り戻そうとするものであります｡少子化･高齢

化･人口の減少に直面する当町としても、まちづくり三法改正の考え方が適用される

状況に置かれております｡毎日約 200 人が出入りする施設、この病院を市街地に置
くことは、今日のまちづくりの常識であると私は考えます｡それは前回の一般質問で

も申したとおりであります｡蛇足でありますが、今回の病院問題に辰野町の商工会が

何のコメントもなかったことは、本当に残念でありました。以上申し上げたことか

らも、いろいろな経過はあったけれども、矢ヶ崎町長の決断は、答申後の状況の変

化も勘案して、落ち着くべき所に決まったというのが率直な私の気持ちであります｡

最大の課題はこれからの経営であると思います｡そこで、答申後の町側の検討の経過

と飼料工場跡へ決定した理由を再度端的にご説明いただきたいと思います。 

最後の質問ですが、私は「経営の改革は今後の重大な課題である」と素人ながら

も強く感じるところであります｡一旦建設すれば、30 年間位は大きな変更は出来ま

せん。特に病院経営は大変革期であります｡移転新築を決断された矢ヶ崎町長および

病院長かそれに代わる方の経営についてのお考えをお尋ねしておきたいと存じま

す｡ 

まず、経営の状況についてであります｡冒頭述べたように、繰越欠損金が平成 13
年に解消かというところまで縮まったものの、また膨らみだし、平成 16 年度末は 1
億 2 千万余となっております｡17 年度の繰入後の損益額及び次年度繰越損益額の予
定額など、経営状況の概要をお示しいただきたいと思います｡ 
次に、予定される新病院の今後の見通しについてであります｡このことについては、

少なからぬ町民が「造っても、健全にやっていけるのか」という素朴な疑問を感じ

ております｡確かにワークショップでは、「町に病院は欲しい」ということでありま

した｡一方「先々を考えれば町で病院を持ち続けるのは無理だろう」という声もあり

ます。ただ外に出ずらいことも確かであります。これらの心配に応えられるご答弁

を期待をいたします｡まず、新病院の開設に当たって、経営の理念を明確にされ、そ

れを医療関係者の血肉とし、地域・住民が共有しながら病院を信頼することが新病

院のスタートラインではないでしょうか。ここで私なりの新病院への願いを申し上

げ、矢ヶ崎町長及び病院当局の新病院が目指す辰野病院像をお尋ねをいたします｡ 

私はまず第 1 に、当たり前ですが「安心してかかれる病院」であります。地味で

すが１番難しい課題であります。 

2 番目は、地域の診療所など医療機関、あるいは介護、保健福祉との連携のセン

ターとなる病院であります。俗に病診連携等と言いますけれども、こういうような

病院であります。 

第 3 には、やはり経営が厳しい時代であります。合理的な経営体質とプロ集団の
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力量が活きる、十分活きる。そして職員が誇りをもてる組織集団の病院であります。

このような病院を目指してほしいと思っております。患者と正面から向き合い、地

道な努力を日々重ね、その中からこそ新辰野病院の特長が培われ、小粒でもピリッ

とした地域医療機関として、生き残れるのではないでしょうか。  
全国から注目されるような売りがほしいことは理解できますが、しかし、それが

診療単価に反映できて、採算に貢献するような特徴は一朝一夕には手に入りません。

基本的な設計も大幅な変更が必要であり、新病院の診療科目・ベッド数・経営戦略

などの見直しが必至であります。これについては、後の方の質問にお譲りをいたし

ます。タイムスケジュールも大変厳しいと思います。しかし、私は、この病院の建

て替えは、拙速な対応により、将来に禍根を残してはならないと考えます｡精力的に、

幅広く衆知を集め、特に経営主体の改革も視野に入れたコンサルなど専門的ノウハ

ウを吸収し、マスタープラン的な計画の再構築も必要だと考えます｡いかがでしょう

か。新病院が医療と経営を両立するためには、場合によっては妥協のない厳しい選

択が必要かと考えます｡開設責任者の矢ヶ崎町長から、不退転の決意をお聞かせをい

ただいて、質問を終わります｡ 

○ 町 長  
   それでは午前中に続きまして、午後も質問順位 5 番飯澤將武議員の一般質問に

答えてまいりたいと思います｡まずは、辰野総合病院、町立総合病院の移転新築に

ついての質問であります｡厚生労働省の医療制度改革と病院経営の影響について

というご質問でありますが、まずあの、厚生労働省がなぜ医療改革をしてきてい

るかということであります。ま、あのいろんな言い回しは表面にも沢山出ており

ますが、狙いは医療費削減であると。こんなふうに思います｡確かにこのままいけ

ば 32 兆から段々50 何兆ってなってくんですけども、高齢社会、人口は減るのに高

齢社会へ向けて医療費が上がっていくということであります｡それに対してどう

いう方法をとってきたかっていうと、簡単に言うとマスプロダクション、企業原

理を実は医療の世界にも入れてきたと｡一部私はそりゃ合っていると思うんです

が、多くは違っていると思います｡あ違っているいうか、やってはいけないことだ

と思います｡本来はですね。ということは、1 人でもって企業で 1 つの生産を 5 で

あったと、合理化を図って単価を安くして国際競争を勝つには 1 人が 20 も 30 も

作れるような機械導入と同時にまたその人の技術アップと切磋琢磨というのが合

理化であり、企業感覚であります。要するに効率を上げるということであります｡

それでは医療の世界でそれがあの充当できるかっていいますと、大まかに言うと

恐らく不可能であろう。本当は思います｡あの効率化できる部分もあるでしょう。

だけども、一人の先生が一日に 20 人診てた。効率化を図ってマスプロでもって 100

人を診なさいと言った時にそれが出来るかどうか｡いい診療ができるかどうか。う

んと細分化していって同じような病気の皆さん方をずーと 20 人位並べてって、端

からタッタッタッタッタッっと注射が打てるかどうか。そういう医療でいいのか

どうか。ということであります。ですから、マスプロダクションで国際化競争を

図るとか、財政建て直しを図るとか、政治的な大きな見地から見て出来るものと
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出来ないものと私はあるとみています｡例えば、農業経営もその 1 つであろう。中

国だとかアメリカみたいな広大な所へ、片側 30ｍもあるようなコンバインみたい

なのをガラガラガラガラっといくのと、日本のような中山間、こういった所で狭

い所で同じ人間が生産力を上げていくということで、だいたいもう既にもう戦わ

ずしてその分は無理であります。ではいつも言ってますように、遊休荒廃地でも

って、農廃地を国際競争に負けるからといって、あの止めてしまってもいいのか、

ということでありますが、そうすると、ま国内の要するに国力ですね、国力の中

の 1 つに食料の自給率ってやつがあるんです。これがドンドン下がってしまう｡今

だってもう 30％ぐらいですよね｡カロリーベース、あるいはまた数量ベースいろん

な見解がありますが、お金のだけの問題で安く出来ないからといって輸入品だけ

でいいのか｡そうすると、やはり地産池消というような考え方と全然離れちゃうわ

けですね。しかも外国は規制がいろいろ違ってますし特に輸出分に対しましても

また規制が違うようでありますから、どんな肥料、どんな消毒やってるか分から

ない｡日本人がＤＮＡの交換食品なんかの実験台になってるなんていう話もある

ぐらいであります。というふうにやはりその辺は政府の力で守っていかなきゃな

らない分野の 1 つであります。もう 1 つは教育問題どうでしょうか。1 人の先生が

30 人の生徒をみている｡今、20 人学級とか 30 人学級とかいっているからいいんで

すけども、たまたま効率を上げようとして 1 人の小学校の先生が 200 人の生徒を

相手に授業は出来ます｡単価も安く上がるでしょう。人件費という意味で。しかし、

それで本当の教育がこう目を通して出来るのかどうかと、いうことであって、そ

ういう部分は、だからマスプロダクションにしてはいけない部分、それが私は医

療だと思っています｡医療もそうであると思っています｡ただ、事務手続きだとか

ですね、電子カルテだとかいろんな方法、これはもう合理化していってもいいで

すよ。あの、それも一長一短みんなありますけどもね。そういうところもあるで

しょうが、やはり対面して医師が診断するしかなんですから。ま新しい機械導入

してＭＲＩだとかいろいろな方法、そりゃドンドンとっていきますけども、あの、

マスプロダクションが単純にできる分野でない、にもかかわらず政府はそれをや

ってきてるってのは、これはあの、交付金の配布の仕方も同じですね｡全て人口の

多い所優先型。これマスプロダクションの一つの表れなんです｡ですから大きくや

っていいところ、間違えてやっていけないところまで手を伸ばしてきているのが

今回の医療改革の一環であると思っております｡したがいまして、病院の大きな在

り方については、例えば小児科が一人二人のような総合病院があります｡そういう

ところが幾つもあったら全部それは止めて、廃科して大きな病院で小児科の例え

ば医師が７、8 人とかですね、そういうところへ集結しなさい、っていうのが政府

の方針、方針といいますか、そういう誘導型ですね。そうするとどうなるかって

いうと、やはりさきほどのマスプロみたいになって、大勢の外来の医師が小児科

だけがとってもいいのがいて夜昼無く対応してドンドンとこう患者数を増やして

ま、一人が 50 人という形にはならんでしょうけども、そのぐらい診ますかね｡そ

ういう所へ集まってらっしゃる。そうすると、患者さんたちとか一般の住民はど
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うなるかっというと、地図を国の皆さん方は平らに見ているようでありますので

デコボコあるのを平らに見ていますので、40 分 50 分位当たり前だろうと、通って

くるのが。というような考え方です。今まであった診療体系、この現在の辰野町

にもありますがない町も多くありますが、そういった既得権だとかそのような医

療体制で住民の皆さん方がどこへこうかかるっていうような一つの生活の体系に

なってるのを崩そうとしてるんですね。そういうことの表れの中で産婦人科の問

題、いろいろとありました。全国の 117 の病院から一斉に産婦人科の医師が引き

上げられちゃいました｡あちらこちらへ。というような体系なんです。だから政治

でもってこれをやろうとしているところに非常に無理がある。そういうことも実

は含めて住民の皆さん方にも話をしてきたつもりです。辰野病院どうすべきと。

まず必要ありやないや。結果論はあまりくどくここで申し上げませんけども、何

をおいても辰野病院は死守しろという住民の強い意向だったと思います｡そうい

う形の中であの、場所につきましてもですね、現在の即戦力、即効性も狙わない

と駄目な時代に入ってきました｡今のものを一応継続していってそして将来に向

かって大きなあのメリット、あるいは特性をつけてこうと、こういう考えを私も

持ったんですが、もうそれすらできないような状態にこの病院改革が具現化して

きたんです。この 4 月 1 日からまさかまさかと思いましたが、本気になって本当

になってきました。そうすると建物はできたけども 1、2 年遅れたがために医師が

居なくなってしまったと。だからま即戦っていいますか、即行ができないですね。

やはり即行っていうのは現在のものを少なからず維持しながら将来に向かうとい

うこと。が非常にあの難しくなっていますから、やはりそのしっかりした、あれ

ですね、あの医師を確保しながら早くやってかないと、もっともっとこれ医療改

革に当たって相当難しくなってくるんじゃないかと、こういうふうにも見えてき

ました｡そういうことの中で、現在の場所の方を提案申し上げたわけであります｡

確かにお金がかかったりするわけであります。しかし、昨年のもう既に町の方で

今回、あ元へ、あのウォーターパークの件、あすこが外れるかどうかという質問

に対しては県の方はそのように確かに言っております｡ただ、あのどのようにおと

りになるかですけども、可能性はそれはなき、全くないってわけじゃありません。

今言ったようなことの中で、住民がこぞってそこを望むならば｡あるいはそこしか

ないというならば。あるいは病院経営に当たって、そこでの特徴の中で辰野病院

はこういうふうになっていくんだということになれば、それは県の職員がそう言

おうがですね、いろんなあの政治的なそれこそ手法がありますので、ただ時間が

恐らく相当早くとも 1、2 年かかるだろう。審議会をまず県を通さなければ国へも

上がりませんし、ということであります。えー、ということの中で、それやって

る間がもう具現化してきた改革の中では、もう箱物できたら中身がないような、3

分の 2 はどっかへ行っちゃったようなこんな病院ではいけないというふうなこと

で即行性が出てきたということであります。詳しくいろいろ申し上げると時間か

かりますので、今の中でご理解をいただきたいと思います｡政府自体は現在あるこ

の改革の中ではですね、70 歳以上の高齢者負担率を 2 割から 3 割に上げようとし
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ています｡それから療養病床型の高齢者 70 歳以上の食費、居住費ということを自

己負担率で自己の負担をまたこれを上げるようにしています｡高額療養費の個人

負担限度の引き上げということで、これ以上は保険の方から医療保険の方から出

ますよって言ったのをもうちょっと本人に出してください、それ以上は出しまし

ょうということで負担率結局上げてきている、ものすごく上げてきているという

ことであります。このようなことがありますし、保険者の再統合等も考えられま

すし、さきほど言ったように大きい所、人口多数決の議論だけでそういうふうに

推し測って今現在進んでいるとこであります。したがいまして、リハビリ型とか

療養病床型これも大変難しくなってきたことは事実であります。しかし、あのど

のように難しくって言いますか向こうやってはいけないとは言わないんです｡自

由にやってくださいよ、ただし下げますよ、診療報酬下げますよ。下げてやって

けなければだれもやらないんですから。結局やるなと、やらせない。合計通算で

36 万床位あるもの 15 万床に減らすぞ。今までは療養型増やせ、増やせ、増やせ。

ある時行き過ぎた｡医療費が高くなっちゃった。これ 15 万床に減らせってからえ

らいことですね、これ。ほで、自由にやっていいですよって言いながら、ドンド

ン下げてきますから皆が止めざるを得ない｡一気に 15 万床へもってっちゃいます

ので、そのようなことになってまいります。したがいまして、辰野病院のこれか

らの在り方、特性、特徴というものは、いろいろ考えております。なお、もう一

つですね、大事なことはここで議論して真剣に練ってもいつまた制度が変わるか

わからないんです。まさに臨機応変に対応しないと、あの、なかなか民意だから

とか、民意は基本的には作るって意味でよくわかっていますけども。議論でこう

なったから、ああなったから、じゃそのことをずーと拘泥されちゃいますと、新

しいその制度、国で作っているものみんな法律になってますので、これあの、こ

れ変な改革だ、改悪だっていっても従わないと法律違反になっちゃいますので、

その中でやらざるを得ないんですけども、あと要望としては別に出してきますし、

不合理なところはドンドン出してはいきますけども、そん中で適宜こう適用しな

いとなりませんし、特性、特徴というものはその都度また変わる場合もあります。

あるいは持続できるものもあります。したがいまして、ここで今までの状況の医

療のこれからの特性を考える今までのいろんなソースがあります。判断基準。そ

れがまたガラっと変わる場合もありますので、適宜適応できるように病院スタッ

フや医師、他で今検討している最中でありますので、いい特性をもっていかなき

ゃならない。ただ上伊那の北部の基幹病院としてはですね、言えることは一応総

合病院でありますから総合的な科で進めなければならない。今ぐらいでいいと思

います｡もちろん、脳外だとか泌尿器だとか要望もありますけども、一応現在であ

って例えばこの入院患者さんがあの、その病気で入ったらその病気だけとは限り

ませんので、合併症とかいろんなのが出てまいりますから、結局そこにいる科の

中の大体適応が出来るくらいのものをもってないと、これからの病院というもの

はなかなか運営難しいというふうに思います。したがいまして、そういったこと

も一つの特徴になりますし、それから上伊那の伊北のあの基幹病院としてはまず、
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第 2 次医療までというふうに私どもは考えております。だけど第 3 次医療も既に

現在だって行ってますので肝臓の手術だとかそういうのもありますから、一部第 3

次医療も入ってますけども、大きな任務平均的には第 2 次医療。後は専門のです

ね、今も現在行ってやっておりますが、高度の処置をしてその後第 3 次医療の方

へ送ると。それは松本か、あるいは諏訪か、ややもっと遠くの大都市病院等へ第 3

次医療を移管する場合もあります。そういうような中で、今議員も言われてまし

たように安心して入れる病院であると。いうことは一応この科はこの辺までって

いうようにだいたいのこう目安がありますから、それをオーバーした場合にはち

ゃんとあの紹介で専門機関へ回してくれると、第 3 次医療までと。いうことも一

つの安心にもつながってくると思います｡なお、救急救命センターに対しましては

この度伊那中央病院に大体変更になる。昭和伊南病院からそちらになると言われ

ておりましたけども、蓋開けてみましたら約 30 床が 10 床ずつに分かれてやはり

上伊那は昭和伊南病院に 10 床、それから飯田へ 10 床、それから諏訪の日赤へ 10

床と 3 つに分かれました｡ま、しかし伊那であろうが辰野であろうが総合病院で今

ある以上はですね、救急を受け入れないわけじゃなくて受け入れております。Ｉ

ＣＵでなくてＣＣＵてのはいろんな方法があります。ＨＣＵとかいろんな方法も

ありますのでそいう名のもとに受けて、そしてさきほど言ったように高度処置で

すね、高度処置をちゃんとして、そして転送するべきは転送していくということ

をしないと、なんでもかんでも早くいきゃいいってことで、片道 20 分とか 30 分

運んでいるうちに今あの消防士も相当あれですね、技術も上がってはきましたも

のの高度処置というものはできませんので、ま普通の処置はできます。というこ

との中で、救急救命士のできる範囲を超えてまず処置をして例えば脳の関係だと

かですね、いろんな関係だったら血圧を下げてから運ばないと運んでいる最中に

再発する可能性があるということは十分あるんです。ですから辰野病院の在り方

なども、きちっとその辺までまあだからこういったことで特性というもの今考え

ておりますけども、あのいろんな面に特性が出てこなければならないだろうし、

大きくもまた考えなきゃならないということであります。そういうことの中であ

の進めてまいります｡そしてまた、今ご質問のところはなぜそのことを言わなかっ

たかどうかということでありますが、このように決断したのはつい最近でありま

すので、それ以前はま併用、あるいはまた温泉を使うというような意味でウォー

ターパーク等も十分に考えてましたので、この医療改正の具現化にともなってで

すね、早くやれるとこっていうふうに考えたとこであります。ま、その場所に関

しましてはまた後で話が出ようかと思いますが、駅が近いとかインフラ整備は一

応は出来てますし、あるいは一部の路線バスもそこへ入ってまいります。という

ようなことの中でそちらの方がいいだろうというふうに決定させていただいたわ

けですが、要するに早くしなきゃならない事態に追い込まれたということは事実

であります。なお、当初運営委員会の皆さん方からあの審議していただき、それ

でその時はもうその時点であらゆることを検討した結果いろいろ答申なされまし

た。大変に感謝してますし、あの適切な答申であったと私共感謝してます。しか
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しその後いろいろ土地が現れてくることだって世の中ありますよね。だったらそ

こも当然包含して考えていく。当初はあの近くでしたら今度の提案したとこだっ

たら営林署の跡地ぐらいが提案の対象になったと思います｡ま、しかし今度は具体

的に組合飼料の跡地というものが出てまいりました｡そういうことでまた包含し

てまた、この間の運営委員会ではそれを包含して今までのこの特に拘泥しないと

かですね、いうふうな形の中で新たにもう一回広く考え直していただいて了承を

いただいたと、こういうことであります。なおですね、了承いただいたとこにし

ましてもまだ契約したに至ったわけじゃありませんし、単価が決まったわけじゃ

ありません。で、相手と交渉してかなきゃならないんですが、これもやっぱり民

間感覚も行政というものは今当然使えるとこは使ってかなきゃなりません。町は

ここを買いますから安くしてくださいなんて交渉する人は誰もいませんよね。と

いう部分もあります。これ一般常識的に幾つの中からここはいかがですか、あち

らもありますがどうですか、とこういうふうなことが当然のことですよね｡そんな

ことも一応お考えをいただきたいと思います｡あと、あの病院の事務長の方からも

う少し詳しくお話いたしますが、コンサル等も入れてというご指摘もあります。

当然であると思いますので今後の中でやってまいります。ただ建て屋その他は大

きく変えたり何とか病院ですから、どっちみち何科やろうがですね、ベット数、

ベット数の総体的なあの数というものは当然こりゃ考えてまいりますし、あれで

すけども、少し建物にも余裕もってないといざっていう場合に増やすっていうこ

とも新たに建てるっていうのはえらいことになりますから、あるいは当初から増

築できるようなふうにもう設計しておいて作らなんでおくかですね、という方法

だって考えられますし、特徴づけとかそういうものは建物によってできるものも

一部あるでしょうけどもほとんどはそうじゃない、内容によってだと私は思って

ますから、兎に角早く着工してかないと今の現状維持が難しくなってきちゃうと

いうふうにお考えいただければありがたいと思います｡病院の事務長から引き続

きお答えいたします｡ 

○ 病院事務長 

   それではあの町長の答弁しなかった部分について私の方からさしていただきま

す。まずあの、今回の医療制度改革っていうことでありますけども、その前の診

療報酬改定によっての病院への経営の影響の部分ですけれども、やはり大きいの

はいわゆる食費等については今まで 1 日分ということでやってきましたけども、

それが一食ずつということでありますので退院される方はたいがいあの午前中と

か、退院したいちゅうことがありますので、その場合は今までは 1 日分食費はい

ただけていたんですけどもそれが 1食分ということで 3分の 1になってしまうと。

それが当院で計算してみますと、1 千 4、5 百万ぐらいになるんじゃないかってい

う予想もあります。それから、他にも看護管理加算ということで看護師、夜間当

直等の加算等についても少なくなる部分がありますし、診療報酬の改正の中では

更に看護師の数を増やして入院基本料をっていうふうになってきますけども、こ

の看護師数の不足の中では当院としてはできないということで従来どおりの 2 対
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1、新しい言い方で言いますと 10 対 1 の入院基本料で取りますとそれがさらに減

額になってくるということであります。その中でもあの、少しずつはあのなんと

かないかということで、当院としては入院患者さんの栄養管理加算、また医療安

全管理加算、それからあのリハビリもあの部門についての取れる分については加

算できるようなあの体系をとっていきたいというふうに考えています｡ 

   それからメディカルパストにつきましてはやはりあの、当院のえー、もちあの、

こう位置としましてはやはりあの医師の状況、えー、担当する診療科の状況から

言えばやはり、えーあの大きな手術をして次の段階の人ということで当院がその

辺に取り組むとなればその 2 段階目の手術終わった後のえー、安定した人をあの

少しえー診るっていうな体制になろうかと思います｡社会的入院につきましては

これはあの、国の方針の、排除の方針ですけども辰野病院としては町立病院であ

りますし辰野町の患者さんのニーズには答えていかなければならないということ

で医師は社会的入院はないというふうには言っていますけども、それでぎりぎり

のところの段階ではやはりえーま、社会的入院って言われるような場合もあろう

かと思いますけども、そういうぎりぎりのところは町民のために、あのこうカバ

ーしてきたいってふうに考えております｡で、えーと後 2 点でありますけども、7

月 11 日の時の県の行った説明の経過の中、何故もっと早くっということでありま

すけども、えー、お渡しました資料の中にもその飯澤議員の言わなんだ部分、法

律的には以上の作業がクリアーできれば可能ですよと。ただ変更理由に公立病院

の建設ということは可能であるし、都市施設としては病院は認められると。でき

ないことはないんだけども、高いハードルだということは頭に置いて場所を選定

していただきたいっていうふうに書いてあると思いますけども、当時病院の運営

委員会の答申を受けて 8 月 9 月 10 月頃までについては町としてもそのプールの所

の土地がベストの土地ということでそこでなんとかしなければいけないという気

持ちで取り組む中でそういったことをしてきたということで、まああの、私共は

あの難しいですよというながらも、それをあんまり難しい難しいって強調してど

うのこうのちゅうことには出来ないかなというふうに考えて、こんな、会の中で

はあま極端な難しいという説明はしてきてありません。それから経営の方で累積

の赤字でありますけども一応 16 年度決算の時点で累積が 1 億 2 千 200 万というこ

とになりまして、えー今議員ご指摘のとおり 17 年度の決算はえー、1 億 1 千 300

万程の赤字で、の見込みでありますので合計としましては 2 億 3 千 600 万位のあ

の累積の決算の見込みであります。これにつきましては、この取り組みはやはり

医療部分での合理化とかそういうことではなくて経費部門、それから人件費部門

のあの合理化を考え、もう考えていかざるを得ない状況であるということで病院

職員もその辺を認識してもらいながら現在取り組んでおるところでありますので

お願いします｡以上です。 

○ 議長 

   えー、質問答弁が長くなっておりますので簡潔にお願いします｡飯澤議員。 

○1４番（飯澤） 
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再質問をさせていただきます。今の県の方の 7 月の件なんですが、私は何で言

わなかったって言ったんじゃなくて、ま言えなかった理由は分かりますので、ま

ああのね、関係者の皆さんに言えなかったのでまあ、ということをね、やはり言

ってほしいなと思っただけであります｡ 

   それであの今町長の方で医療制度の改革についてですね、非常にあのー患者の

ためにならない改革だということはあー、言われたわけなんですが、あのー、ま

どういうふうにこの改革をこう見ようと現実にこういう状態になってきますと、

もうあの中小病院そのものを悪く言えばもう潰されそうになってきているという、

制度的に。いうことでありますので、これはあのー、実際問題今でもこう、事務

局から話があったように昨年度 2300 万の赤字の予定がもう 1 億 1 千万になってい

ると、いうような状況で、ますますこれ厳しくなるという状況でありますので、

やはりあの理想論だけ言っていてもどうしょうもないわけなんですから、経営に

ついてもシビアなことをやってかないと大変になるということで、やはり新病院

になっても不退転の決意でもってその経営体制についてもこう切り込んでくとい

うことは、確かにあの不本意な部分もあるかもしれないけども、病院を存続する

ためには必要じゃないかなと、いうように思います。それとあのー、もう 1 つは

在院日数についてもですね、もう制度的にもう短縮させようということ、これは

もう、これもあのー、社会的入院云々って今ありましたけども、ここも非常にシ

ビアにもうしてくるだろうということを考えるとそれを詰めてくような、それは

何も悪い意味で合理化するということじゃなくて、あのいい意味で合理的にでき

るものがあったらやっぱし合理的にそれは例えばクリニカルパスなんかはまだや

ってないですよね。とかいうようなですね、ことを含めて取り入れるべきものは

取り入れながら、やってくというようなことを含めてですね、努力してもらうべ

きじゃないかなと思っております。 

   それともう 1 つあの、いわゆる今度医療から締め出されてしまう医療難民って

いいましたけども、これはあの療養も含めてなんですが、非常にこれから大変に

なってくるんだろうと、そうすると包括支援センターも出来ましたけどもやはり

地域でその支えあうという体制も作っていかなきゃいけないと、いうことになる

と思います。それであの町長たまたま､あの社協の会長でもあるわけなんですけど

も、あのー、全社協でもですね地域福祉活動計画の作成ということももう 10 年以

上前から言っていると思うわけであります｡またあのー、地区社協、地域社協とい

うことも毎年言われているわけなんですけどなかなかこれあのー、進んでかない

と思うわけなんですが、やはりこれをいよいよ本気でやってかないとこういった

地域の地域福祉、そして医療そういういろんなものが全体として支えあえるよう

な体制を作っていかなきゃいけないという点でもですね、病院の役割も今まで以

上に大きいと思いますのでそういう点も含めたですね、あの病院をひとつあの目

指して欲しいということで思っております｡それについてのお考えありましたら

触れていただければ結構です｡ 

○ 町 長  
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   議員ご指摘の時にこれから病院運営はあの遅くなればなるほど建てることもで

すね、あるいは建った後も今よりまた更に厳しくなるだろうというふうには思い

ますが､ただそん中であの、医師の臨床医研修医制度が既に 2 年経ったわけであり

ます。15 年から始まったわけでそれでほとんどが大都会へ行っちゃって、あるい

は大病院へ行っちゃってまた毎年出てるわけですから、2 年間ですから、それがあ

の高知あたりは 25％位がまた地元大学へ戻ってきているという話もありますが、

長野県の信州大学はどういうわけだかあんまり戻っていないようでありますが、

ましかし、いずれはそんなに大都会も雇いきれっこありませんので、というふう

に思っています｡何れ医師は 8 千人から 8 千 5 百人毎年生まれているわけでありま

すので、そういうことの中でまた特徴付けもまた当然産婦人科もですね、町の住

民要望にある以上はお願いをして導入してかなきゃならないと、いうことで総合

的な病院という形の中で特徴をまた他の面で出して、ご指摘のように保健福祉医

療というものは一体のものですから政府が切り離してきても合体できるところは

合体しながら連携を取りながらまた進めてまいりたいと、こんなふうに思います｡

ただあのこれだけは議論してって結論が出ると思ったら比較的それができない分

野だというふうには思っててもらいたいと思います｡ちゅうことは国がガランガ

ランと制度を変えてくるんですが､もう臨機応変に替えてかなきゃいけないんで

すから、いつまでもあのーこないだの運営委員会の皆さん方にもお詫び申し上げ

てまたご理解いただいたんですが、一つのことを結論出したからっていっていつ

までもそれを固執することでは解決しない部分も出てくるということであります

から非常にまあ、あえて言えば流動的なものであります。そん中で我々は民意だ

けはしっかり汲んで方向性だけは汲んで、そして方法は変えてもやはり辰野病院

としての歴史と伝統をですね、守り抜いて立派なまた特性をつけて苦しくてもな

んとか住民の要望でありますので守ってやっていきたいとこんなふうにも考えて

いるところであります｡そんなところであります。 

○ 議 長 

   進行いたします｡質問順位 6 番、議席 9 番 向山正一議員。 

 

【質問順位 6 番、議席 9 番 向山正一議員】 
 

○９番（向山） 

   通告をいたしたとおり 2 項目につきまして質問をさせていただきます。まず１

番目でございますが、平出の下井筋取入れ口付近の改修計画についてご質問した

いと思います｡こみの下井筋という井筋は現在中央東線の鉄橋のとこから水路を

天竜川の中へ造りまして 100ｍ下流のとこから暗渠に入って辰野中学校の南側ま

で約 15町歩ぐらいでございますが、その関係者が利用している水路でございます。

この水路は、当時昔、今から 40 年前ですけども清水橋上流 50ｍの所に堰堤がござ

いまして、そこから取り入れたのを現在の位置に移したわけで約 39 年経つ中の歳

月が流れております｡その間特に大雨時台風等天竜川の増水と共にあそこの堰堤
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は材木を使った石積み堰堤でございまして 40 年近い年月が流れてる中それぞれ老

朽と水害によりまして徐々に崩れ始め現在では天竜川の中にある水路がえぐれて

宙に浮いてるような状態でございます。まして、釜口水門の 400ｔ放流に伴いまし

て下流につきましては約 1．5ｍの水床を下げまして流れが非常にきつくなる中で

400ｔの放流のできる状態まできてるんです。たまたまその下井筋取入れ口につき

ましては、そこで終わっておりましてその取入れ口の材木で造った石積みの堰堤

の下ももうえぐれております。昨年の 8 月 14 日でございましたけれども大雨の時

に天竜川も増水しまして一部下辰野側のその堰が崩壊いたしまして流失しており

ます。全て現在下辰野線、下辰野側から平出側につきましては今堰堤から水が落

っている状態でなく全て下辰野側の方に流れが動いちゃってそこから天竜川の中

の水路も非常に変わっております｡この状態がまあ今後これから水の多い梅雨時、

または台風等による天竜川の増水によりまして、非常に流出する恐れがあるでは

ないかと特に利用関係者が心配しているところでございます。この、これから迎

える水の災害時に備える中あそこが流れてしまいますと非常に下流使っている皆

様方が非常に不安になるということで現在は東天竜の水とそれから上野川の水を

その下井筋に入れましてなんとかカバーしてもらいました。またあの、今年は沢

入りにも非常に渇水期がなくて現在の取り入れ口からも若干水が入っているんで

すが、迷惑なく今日まできております。しかしあの堰堤が流出されますと非常に

一変してしまいます。この改修、周辺の改修につきまして町ではどんなお考えか

をご質問をしていきたいと思います｡ 

   それから 2 番目でございますけれども、辰野美術館の有効利用についてという

ことですが、まあ閉鎖期間もありまして季節的な開館をやっているわけでござい

ますが、この中各地域、特に区、学校等またその中の特に学校等には非常に優れ

た辰野町出身のその地域出身の芸術家の皆様方が残された、贈っていった作品が

多々あるのではないかと思われます｡学校の先生にしてもまた、区の役員にしても

任期がくれば 2 年または 3 年で転出なら役員は交代してまいります。通常蒸し干

しというものもやるであろうが、それでは折角の大作が人目を見ずに眠っている

状態が現在は続いていると思います｡そこで辰野美術館をいかに有効に使うか、と

いうことにつきまして各地域に眠っている区・学校等の優れた作品をシリーズ化

でもって、ま辰野美術館に披露して各町民からまた楽しんでいただくと同時に、

プロというのかプロ的職員の皆さん方が管理しておりますので、そこに展示する

ことによりまして一つのこれから長く保存する、保存のできることを学びそれを

また後世まで続けていくことによってその優れた作品がまた次の世界にも繋がっ

ていくのではなかろうかというような考えをもっています。過去にもこういう美

術館の今私の申したとおりの催しはしたかもしれませんけれども、また改めてあ

すこのいかに有効利用して数少ない割と芸術家というか、私は芸術というものは

全く分かりませんけども芸術の好きな人口的には少ないかもしれませんけども、

そういう地元に眠っている作品を末永く保存するためにもそのようなことを企画

したらどうかということを町長また町の関係者に質問したいと思います。以上壇
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上からの質問を終わります｡ 

○ 町 長  
   それでは質問順位第 6 番の向山正一議員の質問にお答え申し上げたいと思いま

す｡まず、平出の天竜川の中に川床にあります下井筋の取り入れ口の改修計画につ

いてであります。ご存知のとおり平出区からそのあれですね、要望を受けて町も

いろいろと研究をしたわけであります。いずれにしましてもあの、どういった予

算、約 1 億円以上かかるようなものでありますので、町の単独事業ではとてもで

きません。ということでそれ以外のことを今考えているとこであります。ただ木

工沈床でありまして大分あの特にあの水がですね、ずーとあの満杯に入っていれ

ばいいんでしょうが、ああいった堰でありますのでかかる所にかからん所、たま

にかかったりかからなんだり、というの腐りが早いということでありまして、一

時あの特に右岸側の方がえぐれて大分もう水もうまくそちらの方へ余計流れてい

っちゃってますので、十字ブロックを入れたり応急はしていきたいということで、

やってはいるんですが、そんなどころじゃないです。それであのいろいろと今現

在、伊那建設事務所や他の関係機関とも相談したり研究してるとこでありますが、

まず 600ｔ放流今河川改修、天竜川やっておますし、今の城前橋もその一環であり

ますけれどもそれに適用はできないかということになりますが、これは改修計画

はま長野県の方でありますので無理と､適用は無理ということであります。災害復

旧はどうかというと、災害の方じゃしっかりこの間の台風 22 号 23 号は平成 16 年

の頃のようなことを今後望んでたらどうだと言いますけど本当に来るかどうか分

かりませんし、来ると本当に困っちゃう部分もありますし、もう一つは上に水門

があるということです。釜口水門。であそこで調整してますから、あのそれだけ

の降水量になっても実際にそれだけの雨量が災害に匹敵するような激甚災害、激

甚災害位だと一番いいんですが、匹敵するような雨量があそこ通るかどうかも問

題である。ということでかえって壊されて、適用されなんだということも出てき

ますのでこれもまあ無理だろうと。後は、農業用水でありますから農業農村整備

事業ということでありますけども、受益地が全て農振農用地から現在外れている

状態でありますのでその適用も受けない。したがいまして今現在お願いしてやっ

ていきたいなって思ってますのは、農業用の農業用あくまで農業用ですが、河川

工作物の応急対策事業というものがありまして、これが比較的災害適用よりもち

ょっと有利な町にとって有利な事業でありますので、この適用ができるようにこ

の進めております｡ですから早期に早くこれを直したいなというふうに思ってお

ります。ましかし、これもすぐはいポッとできるわけじゃありませんので現在の

水量も確保しなきゃならないということで、ついこの間はあのー旧ハナマルキ、

あ現在もハナマルキですが、ハナマルキの平出工場の所から天竜川へ落ちてる水、

あれをこん中へ導入まずしましたり上野川からも水を入れたりまた井出の清水の

分も一部地元の皆さんに埋まっている堤外水路、堤外水路の中を少し掻き出して

もらってそこへ流し込んだりして一応の水、水量だけは確保しております。この

内に早くそういった事業ができればというふうなことで進めてまいりますので、
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また町議さん方もあのご指導いただいたり、またご示唆いただければありがたい

とこんなふうにも考えてるとこであります。 

   次の問題につきましては、ちょっと説明不足がもしあるようでしたら担当課長

の方からもお答え申し上げます｡辰野美術館の有効利用ということで区や学校等

に眠っている地元出身者の芸術家等の作品等も展示できないかということであり

ますが、確かにこれは非常にあの今まで我々も気がつかなかった部分もありまし

て、非常に大事なことだなと、あるいは非常にこういったことはできれば関心の

ある皆さん大勢出かけて見てくれるじゃないかなと思います｡と申しますのも、学

校へ行って見る機会のある人っていうのは非常に限られた年齢、限られた時、に

なっちゃいますので特に東小等は学校の中に美術館をもってるようでありますし、

ま特に芸術の薫り高い辰野町のことでありますのでそういったことを一度集めさ

せていただいて、あるいは順次でもいいですから区にも公民館の中にもね、すご

いものあるなんて見せてもらったこともありますが、そういったものの展示小中

学校合わせてまた進めていければありがたいと思います｡なお、持ち運び他で非常

に傷めてもいけませんし、相当なまた手配も必要になってまいりますが、学芸員

を中心にその企画なども早く打ち立てればというふうに期待をしているところで

あります。教育長の方からもこの件につきましてはお答えを申し上げます｡ 

○ 教育長 

   えーと向山議員の 2 番目の質問にお答えします｡えー、私も正直いいますとこの

ことは前々からあのー、やりたいなーとか考えていたことで全く同感でありがた

い提案であります。いままであの美術館は町の負担による企画展を毎年実施して

きたわけですが、ここ 2、3 年あ 1、2 年ですかね、こういう財政難でなかなか大

きな企画展が困難になっております。まそういうわけで、非常にあの現在は小規

模な企画展をやってるわけですが、小規模だとなかなか人が入ってこないってい

うジレンマがあるわけでありますが、それと同時にあの常設展ですね、この活性

化があの、非常にあの私達課題かなと思ってました｡実はあのー、常設展も中川紀

元等若干の入れ替えはあの毎年しておりますが、どうしても手持ちが僅かですの

でどうしても限られてるってことでま、議員のおっしゃったようなことを前向き

に検討したいと思っております｡で、ところで美術館にある著名、町内のですね、

著名芸術家の作品の内、館内の町の、いわゆる町内ですね、それから近隣町村で

所有している作品数これ今言いました学校や区や個人ですね､これを合せますと

次のとおりであります。中川紀元の油絵と水彩画は 110 点、まこれはあの県外も

ちょっと入ってますが。それから水墨画が 60 点。それから大森光彦の陶磁器水墨

画が 185 点、それから中村七十の、ま主として木彫りですね、木彫が 70 点その他

数人の作品が 90 点と、調べてみるとかなりあります。たくさんあるのですぐ実施

可能と考えたいわけですが、課題が 2 つありまして、著名芸術家の作品だからど

れでもいいっていうわけにもいかない。これが本物かどうか、見分けることがま

ず 1 つ。ほれから著名芸術家だから全ていい、駄作、あまりそれほど素晴らしく

ない作品も鑑賞して皆が来るかちょっと心配になる作品ももちろん沢山あるわけ
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ですので、それをこう見出してくことは結構あの厄介な作業かなと。それからも

う 1 つ貸し出しについては、美術館同士はあの案外簡単にあのできるんですが、

個人の場合なかなか難しいというところがありますが、さきほど申した学校とか

区の場合は比較的容易にしやすいと思いますので、なんとか若干の問題はありま

すけれども非常にいい、あの意義のあることでありますので、工夫して実施に向

ける検討をしていきたいと思います｡以上です｡ 

○９番（向山） 

   大変前向きなお答えいただきましてありがとうございました。あのー、特に私

らシモイスジって言うのが町長下井筋
し た い す じ

ちゅうんですが、まどっちが本当かどうか

わからないが下井筋
し も い す じ

が本当だと思いますが。えーあそこも取り入れ口も 40 年なん

ですが、それから下流の水路につきましてはもっと古いということで非常にあの、

ホテルフキハラ、馬渕商店あたりの所は非常に漏水をしております。あのー取り

入れ口はもちろんですが、そこの水路につきましても今後前向きにご検討をして

いただきたいというように思います｡ 

   えー、ま次の美術館の関係ですけどもこれも前向きということでございまして、

非常にありがとうごさいます。えー、先日平出の 23 日でしたか、皆さんでもって

竜東地区の要するに彫刻の展示したったのを見に行きました｡その時にま、いろい

ろ考えたわけではございませんけれども、まああのたまたまあの日は竜東という

ようなことございましたので､次は宮木、次には小野とかそういうような区切った

中でワンルームあたりを設けてやっていけばと思います｡非常にあの難しさはあ

ると思いますけども、是非そういうことによって折角今ある美術館をしっかり利

用していただくということでお願いし質問を終わります｡ 

○ 議 長 

   進行いたします｡質問順位 7 番、議席 16 番 成瀬恵津子議員。 

 

【質問順位 7 番、議席 16 番 成瀬恵津子議員】 
 

○１６番（成瀬） 

   通告に従いまして 1 項目について質問いたします。少子化対策、子育て支援の

対応としまして、乳幼児医療費無料化について質問いたします｡厚生労働省がまと

めた 2005 年の人口動態統計で、日本人女性 1 人が一生に産む子どもの平均数に当

たる合計特殊出生率が、過去最低だった前年の 1．29 をさらに 0．4 ポイント下回

る 1．25 であり、過去最低を更新するのは 2001 年以降 5 年連続であり低下傾向に

歯止めがかからない状態であります。なぜ出生率の低下が続いているのでしょう

か。それは、子どもの養育にお金がかかる。子どもを育てることのコストが上が

り続けているのに対しての漠然とした不安を持つ人が増えているからではないで

しょうか｡今､最重要課題であります少子化対策、子育て支援、国では乳幼児期の

支援強化等新しい発想で取り組む必要があると指摘しております。 

   辰野町におかれましては、少子化対策、子育て支援には相当手厚い支援をして
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くださっておりますが、経済的な問題、子育て支援の不備、更に子どもを取り巻

く環境の悪化、産まない理由だけが増えていく中､辰野町としては今後更に子育て

支援のツボをどこに当てていくのか、予算は限られています｡その限られた予算を

最重要にするのは子育て支援ではないでしょうか。私は一般質問で何回か子育て

支援に対する質問、要望をやってきました。それに対して、町は数々の実現をし

てくださり親御さん方から大変喜ばれております。しかし、まだまだ子育て支援

をしていくべき課題は山積みにあります。その中の乳幼児医療費給付制度につい

て質問いたします。現在辰野町では乳幼児医療費給付制度を就学前まで所得制限

なし、食事助成ありとなっております。小さな子どもは病気になりやすく急な熱

を出したり、病院へ行かないと病状がよく分からないことも多く、そのためその

都度かかる医療費も大変なものがありますので、現在の就学前まで医療費無料は

とても嬉しいことであります。しかし、子どもは小学校の 6 年間が最も医療費が

かかる年代であります。是非乳幼児医療費無料化を就学前までから中学就学前ま

でに引き上げるべきと考えます｡子どもを産める町、こどもを育てたい町を目指す

ためにも町としての考えをお聞かせください。以上で終わります｡ 

○ 町長 

   それでは引き続き質問順位 7 番の成瀬恵津子議員の質問にお答え申し上げたい

と思います｡乳幼児医療給付制度を現在の就学前から中学就学前まですなわち 6年

生までということですね。助成制度を大幅に拡大することを要望とこういうご質

問であります｡昨年の 8 月ですか、辰野町も思い切って改革をしたわけです。あの

時は別に競争しているわけでもないんですが、たまたまですね、郡下の中では一

番このことにだけについてみれば進んだ町だったんですが、その後県が外来の 1

回止めたんですが､また外来を差し戻してやってくれることになりましたので、そ

うしましたら他の市町村はその分を辰野町は助かったと思いますし、他の市町村

はお金があるせいか、県がもってくれるからその分をまた上乗せして 3 年とか 6

年とか 4 年とかいろいろにやった所があるようです。現在でも最下位では決して

ないわけですが、別に競争はしておりませんけどもこれをどうすべきかと。所得

制限つけるべきかどうするのか。何歳ぐらいまではいいのかと、いうようなこと

は模索を現在しております。あくまでも財源が一番今議員もおっしゃるとおり問

題でありまして、やることは構わないんですけども、ましかし県がやってくれて

助かった部分もあるわけですから辰野町も。それも少し加味して検討しなきゃな

らないのかなと思います｡乳幼児から小学生 6年生まで取ってきますと医療費って

のは、医療ってますか医者へかかる率というものは急激にグーと減ってくんです

ね。乳幼児期が一番、あこういうグラフですから乳幼児期が一番多いです｡小学校

2、3 年位までもうやっぱりこのぐらいあります。5 年 6 年になるとスーとこう減

ってくように判断もつくでしょうし、そんなになんですか訳のわからん病気に罹

ったりというのは率は減ってくのかな、とこんなふうに思っていますが、まいず

れにしましても辰野町の場合は入院の食費まで出せるようなふうに今考えて現在

も就学前までやってるところであります。えー、子ども少子化ってことで 1．29
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からまた更に減ってきているようでありますけども、ただこれやれば子どもをた

くさん産んでくれるのかなと、やらんよりはいいだろうかなと思いますけども、

なかなかこのさきほどの商店の問題と同じでこれやればいいっていう 1 つの複合

的な原因によって少子化になってますので打開策がなぜか決定打というのがなか

なかなくて、あの手この手で頑張ってるとこでありますが、まあ何れにしまして

もあの大勢お子さん産んでもらわないと困るなと思っています｡お蔭様で子育て

支援センタースタートしましてたくさん加盟いただいて、そしていい意味で利用

をされているようであります。結局今核家族化の中でお年寄りと一緒に暮らして

る率が低いんでそういうところへどちらかというと行かないと不安になってしま

う、ということで利用度が上がるのか、あるいはまた情報過多、ま過多って言い

方失礼ですが､情報がいろいろ飛びかっててお互いに必要以上にこう不安がって

しまうとか、いろんなあの若いお母さん方の悩みっというのはそういうとこに本

当に如実にあるのかなと、こんなふうにも考えております｡そのことは今回の問題

ではないといたしますが、このことも乳幼児を少し上げろって言いますけども、6

年まで一気に上げるちゅうこともとてもあの県が負担してくれる分があっても難

しいわけですからとりあえず 3 年生位までを、来年度と言いますのはまだ 8 月で 1

年改正して経ってませんので、今ここですぐに 1 年も経たない経過措置もみなん

でいくら行政早いことは早いといってもですね、あまりにも一旦変えたら一年ぐ

らいは様子見る必要もありますので、来年の 4 月位を目処にですね、3 年生位まで

という方向で、方向で精査しそしてまた検証してまいりたいと、こんなふうにも

考えるとこであります。是非ひとつそういうふうになって財政厳しい折でこうい

った少子化に対しても一生懸命手を打っているわけでありますので、議員の各位

もまたあの手この手、お金のかかる方法じゃないさきほど遠藤議員の方からご指

摘があったようにゼロ予算事業だってあるわけですので、なんとかお子さんを沢

山産んでくれるような辰野町になってもらえるようにまたいい案をお出しいただ

きたいとこんなふうにも願って止まないとこであります。以上であります｡ 

○１６番（成瀬） 

   えーとあの、少子化対策の件でありますけど、一度にあれもこれもということ

は本当に大変でありますけど､一つ一つ何が最優先かってことを考えていただき

ながら、また町の方でも考えていっていただきたいと思います｡以上です｡ 

○ 議 長 

   ただ今より暫時休憩といたします。なお、再会時間は 3 時、3 時 00 分といたしま

す。 

 

休憩  14 時 42 分から 

再開  15 時 00 分まで 

 

○ 議 長 

   休憩前に引き続き再開いたします。質問順位 8 番、議席 5 番 矢ケ崎紀男議員。 
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【質問順位 8 番、議席 5 番 矢ケ崎紀男議員】 
 

○５番（矢ケ崎） 

   今日産業社会構造の変化の急速な進展や、住民の価値観の多様化等に適切に対

応して､町をゆとりと豊かさを真に実感できる私たちの住む場を整備し、個性的で

快適なまちづくりを進めるためには望ましい町の姿を整備の目標として明確化し、

諸々の施策を総合的かつ体系的に展開していくことが、今日ますます重要となっ

ております。 

   このような施策の展開に当たっては、広域的観点からの土地利用の調整、都市

活動を支える広域的な都市基盤の整備等を着実に進めることと併せて地域社会共

有の身近な都市空間を重視した施策を推進していくことが肝要であります。 

   また、都市整備に関わる総合的な施策の体系を住民に分かりやすいものとして

提示することが住民の理解と参加のもとにこれらの施策を進めていくためにも、

とても重要であると思います｡これからのまちづくりは今まで以上に創意工夫を

施し、住民の意見を反映させて具体性ある将来ビジョンを確立し地域別のあるべ

き市街地域像、地域別の整備課題に応じた整備を示していかなければなりません｡ 

   また、国の三位一体改革 3 年目を迎える各自治体は行財政改革への取り組みや

自主財源の確保に懸命の努力をしています。辰野町においても第 4 次行財政改革

大綱等の推進と企業誘致による自主財源確保に努めており、今後の取り組みに大

きな期待をするものであります｡ 

   また、平成 17 年度策定の辰野町第 4 次総合計画後期基本計画の着実な推進も図

らなければなりません。そのことが町民の期待にこたえることであると考えます｡

とりわけ第 3 章「夢のある地域の形成」の中の「町の基盤を整備する」中の 4 つ

の施策コードは大変重要だと思います｡ 

   私は限られた辰野町の土地の有効利用や効率的な土地利用が重要であり都市計

画区域、とりわけ用途地域の指定を受けている地域の基盤整備が求められている

と思います｡具体的には用途地域内における都市計画街路を始めとする道路網、上

水道や下水道の整備を促進し、快適なまちづくりに向けた施策を計画的に行うべ

きだと考えます｡町の基盤整備は町民生活の利便性の向上に大きく貢献し町民の

満足度を向上させるものです。 

   町長は､企業誘致がもたらす総合的なかつ相乗的な効果と町の活性化に触れて

います｡その一例として企業誘致による昼間の人口の増加から夜間人口あるいは

その先に定住人口の増加をあげております。私はここで良質な住宅地の造成と用

途地域の指定に従った適正な宅地化の取り組みが求められていると考えるもので

あります｡ 

   そこで道路整備計画について、城南通り町道 75 号線についてでありますが、旧

南信パルプ跡地内の赤線青線をまとめて町道 75 号線の道路用地に付け替えたこと
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によって城前町内また南町の一部の住民の方々にとっては利便性が向上し生活が

しやすくなったことは誠に喜ばしいことであります。財政事情が今後ますます厳

しいものがありますが、その先には辰野水処理センターがあり、また街路の新町

赤羽線が計画されているわけであります｡また、今後は水処理センターでの処理能

力の向上、それに伴い汚泥搬出のため大型車両の通行も必要となってくるわけで

あります。それと同時に 75 号線を水処理センターまで延長することによって特に

宮木、宮木南町、また新町の住民の方々の利便性が今以上に図られるわけであり

ます。そのためにも一日も早く計画を進めるべきであると思いますが､町長のお考

えを伺うものであります｡ 

   次に宮木林の下の開発計画についてであります。上水道の整備計画、下水道の

整備計画、道路整備計画について若干質問をいたします。林の下の地域は第二種

中高層住居専用地域となっているわけであります。しかし、上下水道もなくまた、

道路も十分ではありません。町の人口増を目指すためにも今以上にこの地域の社

会資本整備を強力に推し進めるべきであると考えます｡また、町土地開発公社が所

有している土地も一日も早く処分するためにも上下水道、あるいは道路整備を行

うべきであると思いますが､町長のお考えを伺うものであります｡以上で質問を終

わります｡ 

○ 町長 

   それでは引き続きまして質問順位第 8 番の矢ケ崎紀男議員の質問にお答え申し

上げたいと思います｡道路整備計画及び現在新たに作りました道路のまた先線の

延長とか、また、用途地域に分類されてる所の有効活用というご質問でありまし

て、一々ごもっともだと思っております｡財源の問題その他いろいろありますけれ

ども、どれを優先してやはり手を付けていくべきかというふうなことの中でまた

精査をさせていきたいと思いますし特にまた優良宅地に関しましては、快適な住

空間あるいは住居地域、住居地等の町の提供ということもとても大事であります。

今これ同じことでありますので下の方の宮木の林の下の方から申し上げますと、

上水道・下水道が現在入ってない状態であります。若干の細い、細いって言いま

すか都市計画道ではありませんが、道路も線路に向かって病院の城前通りから真

っ直ぐ入ってるわけで曲がってますけど入ってますが、そこへ上水道あるいは下

水道等を整備していく必要があるだろうかということでありますが、確かに住民

の皆さんからもそういった希望もありますし、あそこは住宅地としては非常にい

い適地であると、日当たりもあるいはまた暮らす便利もいろいろから考えて上辰

野のあれですね、今度道路の整備をいたしました中道線の両脇と同じような、ち

ょっと意味は違いますけどもあの、過ごしやすいとこかなと思います｡それに対し

まして、現在はここが第二種中高層住居専用地域という形になってますから、そ

ういうふうに指定した町の責任もございますので早めにですね、下水道、今これ

から下辰野駅前区画の方をやってくわけでありますが、それに次いであるいは平

行してまず、下水っていいますか、下水入れれば上水道も必要でありますので、

なんとかしていきたいと思います｡仮にそういうとこへポンと家が一軒建てたい



 - 55 - 

ので上水道を引いてくれという場合は、現在は個人持ちになっております。敷設、

あの自分の宅内外もそれで次にドンドンとまた家が 2、3 軒出てくるとその負担金

を新たな家からその家へ払うような形になってきます。ま、一番問題点は、あそ

こはずーと入れてくなら最低でも 75mm 位のものを入れていかなきゃならない。消

火栓適用それからまた、住居地としても相当の家が建つという考え方です｡最低で

も 75、へたすると 100mm 以上が必要になってくるかと思います｡しかし最初にポコ

っとそこへ入る､近くって言いますかまあ、比較的入り口の方へ建った家は 100mm

も 75mm もいらないわけですね。せいぜい 23mm ぐらいで十分だと思います｡で、水

道の方の水道課って言いますか、あのあれですね、一応の法律的な法律的なまっ

て言いますか、条例的な見解はその家が一軒であっても将来のずーとその構想を

やっていく中でいくらお金をもってくれるとはいえ、二重手間になるので 23mm で

は困りますと｡100mm を入れてください、75mm を入れてください｡それを負担して

くださいと。こういうふうになってきます。ま、しかしそれも不合理なことで一

軒もいらないわけでありますので、将来こう、いずれあの最初に払っていただけ

れば後建つ家の方から段々その家へお金が入ってくるような形もあるわけですが、

ま、その辺は町の方も 23mm 分はご本人負担でそれでそれ以上増やす分に関しまし

ての差額は町の支払いでというような形をとるべきか、というふうにも考えてい

ます。ましかし、実際にそこへ建てたいという家が 1、2 軒出てきておりますが、

早くこちらの方ですね、決定すれば町でずーと入れちゃってそっから取り出して

お願いしますっていう形も取ってあげた方があの親切かなと、こんなふうにも考

えているところであります｡できるだけ町も期待してこの場所は辰野町の土地開

発公社の土地も線路際にもあるわけでありますので、まあだからという意味じゃ

ありませんが、全部含めて、ただ都市計画道路が西小のあの西側のとこですかね、

あそこの交差点のとこからこう入り込むようには計画路線は入りますけども、そ

れを待ってたんでもとても大変でありますから、それは将来の一つの計画路線と

して現在ある道路を活かしながらそれで家が建たってくれば必然的にまた都市計

画道路の方の必要性も更に上がってくるのかなと、こんなふうにも思えますので

考えてみたいと、こんなふうにも思っています｡なお、ちょっと入り口っていいま

すか、そこの部分のその一帯へ入り込む入り口のとこがちょっと変則で変則十字

路ですか、十字路っていうんでもない川もあったりしてますのであそこは町の方

で地主さんにもお話しをして、あのきれいに入れるような、入れるようなふうに

手直しをしなきゃならんかなと、こんなふうにも考えてます｡いずれ要望も強い所

でありますので適宜いろんなあの、予算などを導入、あの補助金の多いですね、

今町が全部やるとえらいですから補助金のあるものを優先しながらまた国県とも

関わりながら考えていきたいとこんなふうにも思っています｡起債事業もありま

すけども起債事業は当面楽ですけども後返さなきゃいけない。補助金利用はあの

補助金の率は高いんですけどもそうかって当面補助金以外の分は町のお金が出る

っていう、まあ非常にこう厳しい中でありますけども検討してみたいとこんなふ

うに思っています｡なお、今度来た大きな企業のコニカミノルタの横へ作りました
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75 号線城南通りでありますが、何で途中まで作って放ってあるんだとよく言われ

ますけども、別に路線を決定してやったんじゃなくて企業誘致のためのものでも

あったりいろいろしますので、あとあそこへ止まってるわけですが、出来てしま

いますと非常に道路だけでも相当有効利用､活用されておりまして近所の皆さん

方からも喜ばれているのが現状であります。まあ、であるならば議員のご指摘の

ようにもう少しあれ延ばしてですね､建物補償までいくととても大変ですけども、

できるだけそうでないようなルートを考えてご指摘のように下水道の方へも今度

大型の汚泥排出トラックとかそんなものがどんどん入り込むことにもなると思い

ますので先線を少し段々に延ばしていきたいとこんなふうにも考えてるところで

あります。これとてやはり有利な事業を考えていかないと、町にとって有利って

いうのはなんとかいい補助金を探し込んで当て込んで、まいろんな作文もしてで

すねあまり嘘じゃない、そうかって知恵のある作文じゃないとこれも駄目ですの

でそんなことでまた進めていきたいとこんなふうに考えております。えー以上で

あります｡ 

○５番（矢ケ崎） 

   えーと大変ありがとうございました。今林の下、住宅地としてはとてもいい場

所であると、えー、町の責任もありますので下辰野に続いてまた同等にその下水

ですか、上水ですか進めていきたいということでよろしいでしょうか。それと将

来計画に基づいて、あの今言われたように将来のことを考えると 75 あるいは 100

てものが、パイプが当然必要であると思いますけれども計画に基づいて是非将来

を見越した形でお願いを申し上げたいと。それから 75 号線の先線の水処理センタ

ーまでのこともまあ、前向きに考えていただいているということでご理解するわ

けでございますが、それでよろしいでしょうか。 

○ 町長 

   えー、そのように言ったつもりですがどのようにとられましたか｡あんまり短兵

急にすぐ明日云々というふうには言わなんでいただきたいと思います｡まだ事業

も決定した訳じゃありませんので、これから国県と相談してお願いをして、また

陳情をしていい予算を取りながらと、こういうふうなことでありますのでご了承

をいただきたいと思います｡ 

○議長 

   進行いたします｡質問順位 9 番、議席 7 番 下田則巳議員。 

 

【質問順位 9 番、議席 7 番 下田則巳議員】 
 

○ ７番（下田） 

   えー、あらかじめ通告してあります 2 点について質問いたします｡地方交付税に

代わる地方共有税についてということで、最近話題になっている交付税の見直し

検討について、今後地方歳出は社会保障費等当然増加も予想されますが、こうし

た事情を全く考慮せず、移転支出である地方交付税の総額を今後 5 年間、現在の
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水準以下におさえると国は言っております。地方 6 団体が今まで共通問題の協議

とならんで国の予算編成や、国の政策立案、更にその決定や運営に対しても意見

や要望を提出し、6 団体が共同で行動を起こすこともみられました。 

   国は今、財政再建に絡み合わせて地方交付税を削減する、少なくても地方には

もろにその負担がのしかかってくると思われます｡国の台所事情は大変だからと

いうことだけで、その負担を地方に押し付けることはあっていいものでしょうか。

地方交付税はもともと地方自治体の財政力の豊かな所、またその反対に非常に厳

しい所との差を少しでもなくするために設けられたものであり、日本国民がどこ

にいても公平であるように財源を配分してもらうというのは地方交付税の基かな

と思っております｡日本国内で暮らす私たちにとってはどこで暮らしても同じ生

活ができるというのが、平等であり平和に暮らせる一番元かと思います｡私は常々

この町で暮らせて良かったと思えるまちづくりについて町長の考えを一つお尋ね

したいと思います｡今年度地方交付税は町では 22 億 2 千万円の歳入で、予算総額

の 31．3％を占めていました｡しかしこれが 5 年後に今より少なくなっていくとい

うことになりますと、税収をどのように求めたらいけばいいか、その辺について

町長のお考えをお聞きしたいと思います｡国の削減ありき論議を押し返して地方

における行政サービスが他の市町村と比較して差が発生しないように首長として

どのようなリーダーシップをとっていくのかそれを併せてお聞きしたいと思いま

す｡実は先日地方交付税について国からのその通達が、通達といいますか資料をち

ょっといただきましたので見てみますと、名称を変更し国民から国の特別会計に

入るまでを地方共有税、国の特別会計を出て自治体に入るまでを地方共有税調整

金というようになるそうです。国の一般会計を通さず地方共有税及び譲与税特別

会計に直接繰り入れるということも書かれております。現在の財源不足は解消す

るために地方共有税の法定率の引き上げを行うと共に必要に応じて地方税法を定

める税率も変更するというように書かれております。3 年から 5 年に 1 度地方共有

税（地方交付税）の法定率の変更を行うと共に必要に応じて地方税の定める税率

の変更も見直すというようにも言われています｡もしこれがそのまま実施されま

すと町にとっては非常に予算編成の中に大変な時を迎えるのではないかなという

ことを感じます｡ 

   次の質問に移ります｡さきほど飯澤議員からも質問がありました辰野病院の新

築計画についてでありますが、私は委員会の中でちょうどまとめ役を仰せつかっ

ておりましたので非常にあの、町民の皆さんから辰野病院の在り方について非常

に多くの意見を頂戴いたしました。今求められている辰野病院の心の安心と安全

の医療についてということで、町長に質問させていただきます｡今 6 月議会に提出

されました議案第 34 号辰野病院の会計補正予算が提出されています｡最終日採決

で方向が決まるわけでございますが、今年 1 月に町住民議論経過報告としてワー

クショップを進める中で町民は病院改築は必要であるとの結論を出しております｡

町民が必要とした辰野病院の在り方、地域にはなくてはならない存在の病院であ

りいつでもだれでもが安心して診療を受けることが出来る病院であって欲しいも
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のです。今回補正予算については有形固定資産購入まで建設、まで、までして建

設することをワークショップの中でメンバーにはどのように伝えられて話が進ん

できたのでしょうか。また、場所についてはさきほど飯澤議員から話がありまし

たように、非常に町民に知らされていなくて不信に思っている部分もあろうかと

思います｡昨年の 4 月 22 日に出された病院運営委員会からの答申書が皆さんがニ

ュースとして一番、あああそこへ建たるんだな、というそういう感覚の中で捉え

られてたために今回町長の発言の中で内心飼料の、信州飼料の跡地へ移るという

のは非常にある意味ではびっくりした、何故あそこへ移ったんだというような、

そういう言葉もありました。事情につきましてはさきほど飯澤議員がるる質問し

お答えいただきましたのでその辺は重複しますのでよろしいですけれども、私た

ちのこの町で暮らしている中で病院があるということで非常に安心感、あるいは

日々暮らす中で良かったなーという部分もあろうかと思います｡私たちの暮らし

ている長野県は地域医療では非常に進んでいる部分があろうかと思います｡組織

母体が異なっておりますけども、医療機関が競い合って作り上げている部分、例

えば国保、厚生連、自治体病院及び県立だとか国立だとかあるいは信州大学の病

院、また私立の病院等も沢山ございます。恵まれた環境の中に私たちが暮らして

いるのかなと思いますが、医療が整っておってもそれだけで満足することはでき

ません。非常に全国的にも私たちの長野県は長寿県として知られておりますけど

も、それにはここに暮らす人々の努力もあります。また、病院の非常に親切なア

ドバイスもあります。これからも新しい病院がもしできるとするならば、辰野モ

デルとしてその活かし方について是非健康やあるいは健康で高齢になっても十分

にこの町で暮らしていけるそういう病院作りにあの、考えを集中していただけれ

ばありがたいなと思います｡若い人の働く場所が増えてきました｡町に活気が出て

きました｡そんな中で病院建設には膨大な費用を要すると思います｡是非その膨大

な費用が無駄にならないように町民に大事にされるいい病院作りに是非関係者の

皆さん、町長含めてお願いしたいと思います｡以上で壇上での質問を終わります｡ 

○ 町長 

   質問順位 9番の下田則巳議員の質問にお答え申し上げたいと思います｡まずあの

地方共有税、地方交付税というものがあるんですが、それはどんどん削減されて

きてるんですが、一旦あれはあの、国民の税金が町、あるいはまた法人等は税務

署等を通して県を通してあの町を通ったものは県を通って国へ集結します｡えー、

もちろんそうですが、国が国の中に入ってから地方交付金をあ、交付税をここん

とこは交付金っていう形で出すんですが、それをまた官僚の皆さん頭いいもんで

すから地方交付税という同じ名前にして、各地方へ今減らしてますけども再分配

をしているわけであります。で、こりゃどんな効果があるなと思ったらなかなか

すごいなと思ったのは地方交付税が下がっちゃって、と国民の皆さん方住民の皆

さんに話をしますと「いいじゃん税金が下がるもんで」とこう、この効果を狙っ

てわけのわからなくしてるのかどうか知りませんが、地方交付税という形の中で

入ってったものが入りましたもの、それを本当は交付金でフィードバックされて
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るもんですが、地方交付税という名前を使ってまた再交付されてます。この原理

原則は第二次大戦終わった後のあの、日本の在り方マッカーサー等が来ていろい

ろとまた組み直したわけですが、地方交付まあ要するに国税を国民が納めるわけ

ですが、国税は集める。もうちょっと余分に集めなさい｡ちょっと余分に集めなさ

い。何パーセントか、そして今下田議員が言われてましたように前にも言ったか

と思いますけども、日本のどこの国に、あ、どの場所にいても、人口が多いとこ

が少なからず、一定の水準の行政サービスが受けれるように学校とかですね、す

るためにその余分に集めたのを再分配してきなさいと、これがあのシャープ勧告

っていいましてアメリカの経済学者のシャープさんがそれを考えて、他の国でも

やっているんでしょう。それに基づいてやってるんですが、今お金がないという

ことで政府の方は自分達の倹約でなくてそれを減らそうとしてるんですね。です

からそれもあのー、大都会のやはり多数の、多数決の原理を地域まで当てはめち

ゃってますから、地域間格差ってのは多数が、多数のあの、人口の多いとこが、

のことを聞けば当然そっちの方に決まっちゃうに決まってますよね｡そういうふ

うに比べ物にならないどっちか選択できない時の大都会の人口の応援を得るよう

に報道を使ってやって、地方の道は獣道だなんてことまで言わせるようにしなが

ら削ってるのが現状です｡それに対して地方 6 団体、県の日本の県知事会、まつわ

る県議会前に言いましたですね。市町村議会、市町村議長さん、全部で 6 団体あ

りますが、それが武道館でこりゃたまったもんじゃないっちゅって、もう 3 回、4

回に亘って会合やっております。そんときに出されたのが、今度は地方共有税と

いう案であります。まだ決定しません。この地方共有税、という形になってきま

すといったんは集めますが国の会計へ入れないっちゅうやつです。これはとって

もいいことですね。国の会計へ入れちゃうと、なんかどっかで使われちゃう、削

られる｡他の方へもっていかれる。道路特定財源だって一般会計入れろってしてま

すからね。今｡入れちゃうとだめなんですね。入れずにそん中に集まったものを地

方のその必要に応じてのあの、ありますから、なんですかね、基本財政需要額っ

てのありますよね、各地域にちょっと説明すると長くなっちゃいますけど、需要

額、必要な需要額が各地にあるわけです。長谷村あ、小さい町も大きい町も大き

い市も、それと自主財源との差額を埋めるものが地方交付税であったはずですか

ら。それが下げられてですから。そちらの方に充てましょうということで国の一

般会計入れずにそれを分け合っちゃう。これは非常にいい案だと思います｡これが

成立すれば一番いいんですが、恐らく国の方はこれを認めてこないでしょう。認

めても僅かなことだと思います｡こういうふうにしてかないと実際にはあの、えら

い目にあっちゃうきりですね。その時の官僚の考え方一つでドンドンドンドンあ

の地方が現在は犠牲になってます。大多数が賛成だからいいじゃないか、そうじ

ゃないですね。地域間格差、100 人の人口と 1,000 人の人口これをじゃ、両方を

1,100 人の合計の中で賛成、賛否両論やるんですか。こりゃもういくら民主主義で

もその多数決は間違った多数決です｡同じ一票一票位に考えないとね｡地域間格差

の場合ですから｡格差ってのは確かに現在ものすごく広がっております。今言った
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ように地域間格差、それから一般企業を見てまいりますと、業種間格差、もう一

つは企業間格差。同じ業種やってても、企業間格差。これがドンドンドンドンこ

の 3 つが大きく広がってるのが日本の現状であります。こういう中で我々はこの

地域間格差に歯止めを打っていかないと大変な目にあいますので是非一つ都会指

導型、大人口賛成型だけでいったら大変でございますので、これに対して町長の

感想ということでございますので、早く地方共有税等を進めてくべきであろうと

こんなふうに思います｡ただ、政府の方はこれをですね、人口と面積、やっと面積

が入っただけほっとするんです｡我々も。人口だけでやられたらえらい目にあいま

す｡だけど、その地方をよく見ると非常に広い面積をもってるところがあります。

そこを管理しなきゃいけないですね。山であろうがなんであろうが。ですから、

面積按分も入れて東京みたいにですね、ある団地なんかは車で周り 20 分経ちゃぐ

るぐると全部回っちゃうところを、何十万人と人がいる。その論理はうんと優先

しちゃって、でも実際に管理するところは少ないっていうことはありますよね。

というふうなこともありますので、面積も加味してもらう、ということもとても

大事なことだと思います｡しかし、国の言ってるのはじゃ人口と地方が言うから面

積も加味して、これだけで地方交付金を割ってっちゃおうと、これもまた恐ろし

いことになるんです。あの事情が組み込まれません｡ただ面積と人口だけっていっ

たら、辰野の場合はどっちでも行って来い位でしょうかね｡もしあえて、また総務

課長が分かればそのへん答えてもらいますが、だと思いますけども大変なことに

なる所も出てきます。要するに基本は兎に角政府が地方へ出すお金を減らしたい

わけですから。そうじゃない、皆お金がないんだから政府だってもっと小さい政

府になりなさいと。自らあの、もう少しね見本を示して今行革、改革やれなんと

かしろって全部地方へ押し付けて、国家公務員もようやく減らそうと思って、ど

んな案ですかって聞いてみたら、地方へ出ている国家公務員、出先だけ切ってる

だけですよ。そうじゃなくて元にいる、霞ヶ関にいるあの官僚たちが多すぎるん

です｡仕事は国税を集めて再分配するだけのことでしょう。一番大きい仕事は。あ

と国防と、金融とですね、それから法律を作る｡これだけであんなに何十万人って

いらないですね｡それで、日本はやはり官僚国家であるっていうことを言われるの

はそこにある、と思ってます｡例えば情報公開、こういった市町村の方へドンドン

迫ってきて我々もドンドンやってます。国が一番情報公開してないでしょ。いろ

いろ都合がある｡外国の相手先がある。まその場合にはしょうがないでしょうけど

も。実際にあの必要なものは全部出てないということであまりその、そこんとこ

へ早く我々国民が気が付いて報道の皆さん方等お願いをして大騒ぎをしてそれで

もっと熟成した民主主義にもっていく必要がある。そうすれば、こんな交付金、

交付税なども一応のパターンが決まってるわけですから、それで出していただい

て日本の、議員がおっしゃるようにどこにいても一定のレベルの水準の行政サー

ビスが受けれるようなふうになってくのが一番理想だと｡しかしお金がないから

って国も県も町も市町村も一緒に我慢するのはこれは国民も皆納得するはずです｡

というふうに考えております｡このように思っておりますが、次の問題としてあの、
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辰野町はじゃどのようにいずれにしても下がってくるんだろうからどのようにこ

れ対処するかってことですが、対処の仕方ってことになってまいりますと、より

減ってくれば減らすよりしょうがないですね。事業選別、選択に入るよりしょう

がない。で町などの今もドンドン進めてますように行政規模も減らすよりしょう

がない。統括もしてかなきゃいけない。それから、片や一方で自主財源確保、あ

の手この手、それこそ知恵を使って、あれですね、行政能力フルに活動してそし

てどんなあの一番自主財源確保がいいのか、ということで検討しながら進めてい

くということであると思います｡後はその地方六団体の中で、あるいは単独にもで

すね、国に対して意外と国家官僚の皆さん自分たちがそんふうだと思ってなくて

やってる人が多いようですから、そんなふうなことも気がつくように交渉もして

かなきゃいけない。まこれしか今んとこしょうがないと思っておりますが、そん

なことの中でリーダーシップをとってやらしていきたいと思っております。たま

たま上伊那のあの町村会はなくなりましたけども、今度上伊那町村連絡協議会と

いうものができまして、たまたま辰野が一番古いということでその長にもなって

ますので、やたらあちらこちらじゃいけないですが、こういう大事なことは大き

くリーダーシップをとって進めていきたいとこんなふうにも考えております。 

   次は辰野病院、求められてる、求められる辰野病院の心の安心と安全の医療に

ついてというご質問であります。これは、病院運営委員会のあの下田議員も会長

さんやっていますので運営委員会の中でもご説明したるとおりでありますが、そ

ちらの方の質問でなくて運営委員会の長として今までの流れ、そうはいっても紆

余曲折したことは事実ですので、その責任上ご質問になってるものかなというふ

うに思ってお答えを申し上げたいと、こんなふうに思ってます。前にもお話申し

上げましたとおり、ま簡単に申し上げますと上辰野地区のあそこに決めたという

ことに対しますのは、ほぼ交渉が地主さんとのですね、大詰めの範囲に入ってき

てますのでこれが公表できるわけですが、さりとて今言われている値段じゃとて

も町も大変かなと思っておりますけども、そんなふうなことになってきてると。

あれより高かったら、手が出なかったのかもしれません。またアクセスがよく当

面さきほど言ったように当面の即刻稼動ということに対しましては対応ができや

すい、というようなこと等であります。ただ、温泉とかそういった将来について

のこのプラスアルファー、売りがそこはなくなりますので、それと匹敵する以上

のこともまた特徴として、複合的あるいは単独的にまた考えていきたいと思いま

すし、皆さん方からもまたお知恵もお借りしたいとこんなふうにも思っておりま

す。現実にはあの、さきほども飯澤議員の時申し上げましたけども、この医療法

の改正によって診療報酬が下がるということです。そしてまた、医師不足に追い

込んできているということであります。この医師不足の一番原因はさきほども言

いましたが、臨床医の研修医制度を 2 年間医者になった人は国家試験とったら訓

練をしなさい。今までは実はあったんですね。インターンだとか、研修医だとか

いろんなことありました。しかし大体我が母校でやってたんです。今度は平成 15

年から始まったものは、自分の母校じゃなくていいですよと。指導医のいるとこ
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ならどこへでも行きなさいと。いうことになっちゃったんで、多くは大都会へ行

っちゃった。よく調べてみたら大体受かってる学生、来ている学生の故郷って大

都会らしいんですね。多くがですね。これも偏差値だけで採ってるとそういうふ

うになってきますね。ということで本当の能力かどうかは別ですよ。別として、

そういうことの悪い波及効果が現在出てきてます。特にそん中で一番は小児科、

産婦人科、次は整形とこういった状態の中で医者が不足しています。産婦人科、

小児科等は、さきほどからお話がありますように結局医師不足というよりも少子

化ですから、仕事量が減ってくるだろうと、いうことでなり手が少ないというこ

とです。それでいてあの医師の労働時間は非常に長くなってきている。特にさき

ほども言いましたけども乳幼児から中学生にかけて夜間診療で飛び込むお母さん

が非常に増えてきているようです。昔より。まこれは不安だとか家庭的な年寄り

と一緒にいないとか知識が少ないとか、同時にまた権利の主張が強くなってきて

いる時代、同時に 24 時間体制でコンビニがある、この平気な状態、「なに、なん

でそこやってないんだよ」とこんな感じの中で全国的に非常に飛び込まれてきて

います。ということで 2 人や 1 人でやってれば毎日宿直やってなきゃいけないと、

こういうとこに小児科のお医者さんたちも追い込まれてくというふうなこと。産

婦人科も同じであります。仕事量が減ってくる。同時にまた、事故では医療事故

は少ないんでしょうけども、医療訴訟が非常に多いとこだということで問題があ

るようです。さきほどの小児科の方は医療報酬が小さい子どもだから小さい注射

だからって点数が少なかったと。採算ベースにも合わなかった。不採算医療だっ

たと、この辺は大分直してきているようです。まだ一定のとこまできていません。

次は整形ですが、整形は意外と開業しやすい科のようであります。したがって信

州大学も他の大学も日本中調べてみても整形の医局がだんだん困り始めてきてい

る。したがって各大学も結局開業しちゃったり研修医は皆我が母校で、我が母校

じゃなくて我が故郷で大都会へ行っちゃいますので、今まで出しているとこ引き

揚げに入ってきている。引き揚げないと自分の付属病院の患者さんもいるし研究

もいなきゃいけない。学生も教えなきゃいけない。同時に大学院の学生も教えな

きゃいけないと、こういうふうな教授の中で医局に兎に角医師が少ないと。こう

いうふうなことの中で大きな医師不足に今あってる状態ですから早くやってかな

いと建物が出来ても医師がいなくなっちゃう。将来的にはもう少し潤沢には、潤

沢とは言えますかどうか分かりませんが、戻ってきてくれるとこんなふうには思

っているとこであります。県の方へもお願いしたいと思います。信州大学の医学

部、国立大学ですからああいうところは長野県人の合格率を 4 割から 5 割位まで

入れないと地元へ残らなくなってきますね。今までようやく長野県枠を 5 人入れ

て 100 名の学生中 1 年間、1 年の入学学生、約、約ですよ、約 100、あ 100 名です

よね。定員が。それで長野県枠が 5 名あると。それで 15 人しか長野県の人は受か

ってないんですから、85 名は全部他所から来てます。調べてみると大都会が多い

と、こういうふうな現象ですからそのへんも直してかないと、この医師不足って

のは解消してかないのかな。しかし片や 8,000 人から 8,500 人が国家試験受かっ
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てるわけですから、その人達がどっかへ勤めてるわけですから、人口は若干下が

ってきてますし、高齢社会ですから需要は多いにしてもそんなにですね、余る、

余るまでいかなくてもそんなに足りないはずはないという、どっかへ偏ってるな

というふうに思います。一方政府の方の政策は大きい病院へ統括してって、小さ

い病院はもう段々段々やめてもらうか、廃科してってもらう。こういう方針をと

っていますので、それに相まって辰野病院の今後が模索されて、模索って言いま

すか大事に考えて死守をしていかなきゃならない、こんなところでありますから

ご理解をいただきたいと思います。ま、あのご質問以外のこともちょっとお答え

いたしましたが非常に大事なことでありますし、運営委員会の運営委員長さんと

しての責任あるご質問だと思ってそこまで述べさせていただいたとこであります。

もし落ちがあるようでしたら、またお聞きすればお答えをしたいと思います。以

上であります。 

○７番（下田） 

   えー、再質問ですけれども、行政規模私たちの町ですと今年度 70 億 4,000 万位

の予算規模でございましたけども、今後その予算編成の中でこの予算をずーと維

持できるかどうか、非常にあの町民税とかそういうものの伸びも鈍化していると

思います。その中で今後の見通し、非常に厳しいかと思いますけども、どんなよ

うな進め方をしてくのか、もし分かる範囲でお答えいただけたらと思います。町

長のリーダーシップに多くの人が期待してると思いますし、また税金ということ

につきましては、皆ができるだけ平等に支払いをし、それから滞納のないように

ということ、日々考えておると思いますので是非そのへんも含めてお答えいただ

ければと思います。 

○ 町長 

   えーと、推移につきましてはじゃ詳しくはあの、まちづくり政策課長からお答

えいたしますが、一応私は交付金、交付金と言ってますけども交付金だけで下が

っただけを言っているわけじゃなくて、一部なんですかね、税源譲与になってる

部分があります。と差し引きがやっぱり下がってるちゅうことを言ってますので、

まあそのへんを、そのへんのとおり少しずつはまた下がる割合は減ってくでしょ

うけども、少しはまだまだ若干減ってくだろうと。辰野町の財政適正規模という

ことになると私は 60 億円位だろうというふうにも踏んでます。ま、しかしそこま

でいったら大変なことですし、それこそ今までやってるサービスほとんど半分以

下に全部カットしないと成り立ちませんし、役場の職員も 3 分の 1 位にしないと

成り立っていかないのかもしれませんが、しかし最悪そこぐらいまでいく位、一

気にいきませんけど、見ながらいきながら覚悟をしてもってかないと立ち行かな

くなるだろう。じゃ合併したらどうかというと、少しあの合併の特例債があるだ

けでやっぱり同じ水準で下がっていきますから、あの日本どこにいてもそうなっ

てくと。そのへんになる前にどこに原因ありやと、早く気がついてやっぱり大騒

ぎして、そして国の方も国は 80 兆の予算ですけど、特別会計は 200 兆もあるんで

すけどね。その 200 兆なんてもの対して国会でもって審議するようになってない
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んだそうですね。おかしなことですね。辰野町の場合は報告してますし特別会計

だってここで審議もしてもらってます。それが 70 億円の一般会計で別個に 90 億

円ぐらい、90 から 100 億円位の特別会計もってますが全部審議してますがおかし

いですよやっぱりね。というようなことここで論議してもしょうがないですけど、

そんなことも推移もみたいと思いますが担当課長からもお答えいたしますし、ま

た病院の事務長もワークショップの進め方などもちょっとあの答えていただきた

いと思います。 

○ まちづくり政策課長 

   地方交付税をめぐる情勢の中で辰野町の予算を含めた財政運営がどんな見通し

であるのかということでございます。あの、地方交付税につきましては平成 12 年

から 18 年のこの 7 年の間に 25.7%の減額を国はしてまいりました。今後政府の中

では今後 5 年間平成 18 年度の水準を下回る地方交付税を考えていくという方針っ

ていいますか、考え方が示されております。それに反論する形で地方あの共有税

という形を地方六団体が提案をし、一定の水準の行政サービスを担保する形での

セーフティーネットもうたいこんで提案が出されたのが今回の地方共有税という

形での提案でございます。ただ、あのいずれにいたしましてもこの 7 月位になろ

うかと思いますけれども、政府が歳出歳入一体改革ということで今後の具体的な

方針を、交付税も含めまして骨太の方針という形で示すことになっております。

これにつきましては、辰野町もそれに拘束をされてあの、今後の財政運営をして

いかなければならないということでございますので、極めて注目をしているとこ

ろでございます。ただあの、今年も 70 億の 70 憶を切りたいということで予算を

作らさせていただきましたけれども、最終的には 70 憶を越してしまいました。今

後交付税の動向ばかりでなくて企業誘致を含めた自主財源の確保ですとか、それ

から行財政改革の一層の推進、合わせまして協働のまちづくりを標榜しながら住

民とともに力を合わせて予算を作り、共に執行していくというふうな形でのまち

づくりを今後進めさせていただきたいというふうに思います。町長あの適正財政

規模 60 憶というふうに申しましたけれども、極めて 60 憶ってのは厳しい数字で

ございますけれども、そこらへんのところも覚悟しながら今後行財政運営に努め

させていただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

○ 病院事務長 

   えっと、病院の事務長の方からワークショップの進め方、あり方についてとい

うことでありますのでお答えさせていただきます。本来のワークショップにつき

ましてはいろいろ方法があったり、えー、することは重々承知しておりますけれ

ども、町長の方針のワークショップ導入につきまして、病院としましては今回に

ついてはワークショップそのものではなくてワークショップの辰野病院版という

ことでご理解願って進めてきたつもりでありまして、ワークショップの中では病

院が本当に必要かどうか、必要ならば場所がどこがいいかということを重点に議

論をしていただいて報告をさせていただいた経過があります。そん中でもやはり

恒常的な医師、看護師不足やさらに、これからもさらに医師が減るというような
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予想のある中病院経営は本当に大変な時期だけども、この時期に本当に改築事業

に手をつけていいのかどうかも含めて検討し、しかし辰野病院の施設の現状をみ

ると早期に改築が必要であるっちゅうことで確認をしていただきまして場所につ

いてはそれぞれ幾つかの候補地の中から利点、欠点等を取り入れながら議論して

いただいてきてこんな結果になってきております。ワークショップの中でも自分

たちで決めれるのかという意見の中では、最終決定はあくまでも予算を議会で議

決していただいて決定してくんですよってことで議論を進めてきていただいた経

過があり、予算の見込み決算の状況についても今まで出してきた資料については、

当時産婦人科等もあった中での予想の資料であるからさらにこれより相当厳しい

結果になってくるということは承知の中で議論していただきたいということでや

ってきた内容でありますのでよろしくお願いします。 

○議長 

   進行いたします｡質問順位 10 番、議席 15 番 北條常信議員。 

 

【質問順位 10 番、議席 15 番 北條常信議員】 
 

○ 15 番（北條） 

   えー、お許しを頂きましたので、質問をさせて頂きます。辰野町の第四次総合計

画、後期基本計画、第１項、学校教育の充実、この「現状と課題」書き出しに「子

どもたちの健やかな成長のためには、学校教育と共に家庭や地域における様々な教

育機能の充実が必要で，子どもたちが日常生活での体験を積み重ね、他人を思いや

る心や、社会性・道徳性を育てることが必要である」また、「学校・家庭・地域と

町の協働による教育活動を通して、豊かな感性とたくましい子どもの育成が求めら

れている」といたしまして、基本方針は「子どもたちの豊かな心を育て、のびのび

と夢をもって学び育てる環境を作る」こういう具合に書かれております。素晴らし

い教育の方針であろうかと思うわけでございます。 さて、時あたかも教育基本法

論議、愛国心評価問題・現代教育の問題点論議などの中で「今日の社会・政治・国

民の価値観。行動様式等に関わりをもった現代教育の病理現象」であるとして、「い

じめ・家庭内暴力・登校拒否、これらをあげ、さらに父親の心理的不在や暴力、あ

るいは家庭での一貫教育と基本的躾の欠如、不和・別居・過剰期待・道徳軽視・母

親の過保護、また過干渉、進学のみにこだわる知的偏重教育」などをあげています。

今、大人に求められている教育の姿勢は、豊かな人間性、人格形成、情緒安定など

の指導、これは勿論でございますが、欲求不満や心の葛藤に打ち勝つための「超自

我」の形成の指導、さらには親子の信頼関係に基づく人格形成などが基本的生活習

慣体得の面で極めて大切なこととされております。総合計画後期基本計画に謳われ

ているとおりだと思います。この後期基本計画達成のために特に幼児・児童、生徒

の教育に関係して質問をさせていただきます。幼保・義務教育をめぐる問題点とし

て指摘されているものは、母子・父子家庭への支援、それから母子分離困難家庭へ

の支援、父親の不在希薄な家庭への父親指導・支援、家庭教育への指導・支援、PTA
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活動への参加困難な家庭への指導・支援等でございます。教育の基礎、特に小さな

子どもの教育は家庭に依存しているわけです。いわゆる教育活動率の高い家庭にこ

そ、これらの支援等が大切でございます。町の基本計画は、学校・家庭そして地域

と町の協働による教育活動といっております。1 番目の質問は以上でございます。  
次に今までと関係が大変深いと思いますが、えー、この問題も実は大変幅が広く

奥の深い問題でございますが、お聞きいただきたいと思います。町の少子化の現況

と、その対応について質問をさせて頂きます。総理府の発表によりますと、2005
年の出生率が 1.25 で、将来は、1.10 まで下がるとこんな具合にいっております。
厚生労働省は 2002 年にその取り組み、対応について示しています。さらに 2006
年、次世代育成支援の取り組みにつき、その方策についても述べております。基本

的には男性を含めた働き方の見直し。また地域における子育て支援。それから社会

保障における次世代支援。それから子どもの社会性の向上や自立促進、等でありま

す。また、今後の推進の方策として、次世代育成支援対策促進法あるいはまた児童

福祉法改正・児童手当制度や育児休業制度等の見直しなど、進められて来ているよ

うでございます。そして 17 年度からは市町村・県・事業主などの実施への支援を
行っている段階が現在かと思うわけでございます。少子化社会対策基本法などに述

べられていることの概略は、出産後も育児をしながら働ける職場づくり、父親の育

児等のための休暇、多様就労型のワークシエアリングの普及、保育サービスの充実、

保育園等も含めた学童クラブの充実、育児相互援助活動を行うファミリーサポート

センターの設置、子育て支援総合コーディネート事業の位置付け、子育てサポータ

ーの養成・配置、児童虐待の防止、母子家庭の自立支援、子育て支援の生活環境整

備、教育費負担軽減、親になるための出会い・ふれあい、若者の安定就労、不妊治

療対策等でございますけども、結論的には、結婚・出産について、家庭や子育てに

夢を持ち次代社会を担う子どもを安心して生み、育てる環境を整備して、誇りと喜

びをもち育児などに専念できる社会の実現、こういうことであろうかと思うわけで

ございます。そこで次の点についてお願いいたします。結婚・出産の奨励あるいは

またその支援について、次、充実した子育て支援への対応・経済的支援、出産見舞

いあるいは一時金など、パート支援、その他町として行っている少子化防止の施策

また行おうとしていること等をお聞かせいただきたいと思います。質問の内容によ

るか、どうも焦点的でなくて総花的で申し訳ございませんが、よろしくお願いしま

す。以上で質問を終わります。  
○ 町長 

   それでは質問順位 10 番の北條常信議員の質問にお答えを申し上げます。まず、

幼保あるいは義務教育をめぐる教育の困難点について、ということであります。確

かに辰野でも母子家庭、父子家庭等が平成 17 年で 170 軒位はあるようです。そん
中で児童扶養手当てを出させていただいているお宅が 124 軒位、ですからあの非常
に増えてきている。前よりは増えてきている。ということでありまして、一応二十

歳になればこういったのは子どもさんがですね、二十歳になるまでは、ずーとなれ

ばずーとそのままいっちゃうんでしょうけど、新たになれば加算されてきますが解
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除という形にはなってまいりますけども、あまりいい兆候ではないと思います。あ

まりといいますか、なんとか問題憂いている問題でありなんとかあの対処してかな

いと、結局子どもが教育的な犠牲になってしまうということでまたその子がまた大

人になるということであります。今の現在お子さんをお持ちの親も前は小中学生で

あったはずですし、またその頃の社会的な教育はどんなふうなことであったか、そ

の結果がまたここへ表れている。この繰り返しが良い方向を出していかないとなか

なか日本中全体のことでありますけども、うまくいかないだろうというふうに思い

ます。昔いじめっ子、いじめられっ子というふうな分析をした方がありまして、過

保護の家庭のお子さんはいじめられっ子の方だろう。逆に過干渉、親がまあでもこ

うでもガンガンガンガン言う、過干渉過ぎてるっていうことですね。あるいはまた

過放任、放りっぱなしで何もしない。こういうところのお子さんが、いじめっ子の

方に回る。というようなデータが出ております。しかしこれはいじめっ子、いじめ

られっ子の問題だけであって、今ご指摘のようにそれらがずーと波及的にいろんな

あの教育上よろしくない問題を起こしてきているというふうにも思います。これに

対しましてまた教育委員会の方へお願いをして早くこの PTA や社会教育の先生も
いらっしゃいますし、教育長中心に頑張ってもらいたいと思いますので、教育長の

見解をここで答弁でお願いをしたいというふうに思っております。どうもいずれに

しても忍耐力、我慢というのをこないだなんか統計が出てまして、今の 6 年生位の
まあ物が豊富だってこともあるでしょうし、教育の仕方いろいろもありますし、兎

に角物を与えるっていうようなことも、与えすぎるのかよく分かりませんし、ある

いはまた兄弟大勢の中で切磋琢磨がないとか、外で遊んでですね、ガキ大将的な指

導もないとか、あるいは外で遊ぶ機会も少ないとか、お互いに譲り合っての我慢と

かあまりないということの中で、小学校 6 年生の我慢度は昔の小学生の 2 年生程度
だと、いうふうなことをいうあの学者もありましたですね。ということで、非常に

すぐ切れやすいというのはそこらへんに問題も出てきているようです。それをお父

さん、お母さんが交互に一緒になって怒っちゃうと駄目ですから、一人が怒り一人

が撫でる。今度お父さん怒ったら、お母さん撫でる。この繰り返しが 1 番の教育の
原則であるというふうなことを教育論吐いてる人もありますが、それは片っぽだけ

だと一人で二役なかなかできませんので、非常にここが難しいことかなと憂いてい

るとこであります。  
   あと少子化の傾向でありますし、本当にそのとおりでありますが、どのようにこ

れを捉えていくかということでありまして、まずは結婚しない人が増えてきてます

ので、これに対しましては、見合い等もしたり、また結婚相談員も町も置いたり JA
あたりも一緒になってやってくれたりしているわけでありますが、たくさん当たっ

てはいるようですがどうも成功率がゼロというようなことでありまして、非常に情

けない限りですがまたそのへんももっと良い方法がないか検討してみたいと思いま

す。出産費用につきましては前にもお話がありましたように今貸し出しを 30 万先
やって 10 月から 35 万に上げたいということでありますので、この費用につきまし
てはそのこと自体の費用はもう問題点はないんだろうと思いますが、この問題に関
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しては。後は充実した子育ての支援だとかですね。経済的支援はなかなか今のよう

にあの母子だとかそういう規定に基づいてはドンドンやっております。あと、働く

場所の問題もありますけども、なかなか今若いお母さんたちの合うような勤め方の

スタイルが会社側がなかなか手厳しい場合にはうまくいかないこともあったりして、

うまく合えばいいんですけども 10 時から 3 時までとかですね、そういうふうなパ
ート的な方も受け入れられるとこは非常に少ないですがないわけではありませんが、

そういった非常にあの難しい勤め方を希望する若いお母さん方が増えてきていると

いうふうな傾向にあるようであります。いずれにしましても、国を挙げてこの対策

を打たないと、どうしても辰野だけで少子化対策やってみてもあるいはどっかの部

分だけでやってみても、地方の部分ですね。とってもこれはうまくいくことじゃあ

りませんので、これもまた国の方へも要望したり我々も一緒に考えたり提案したり

して解決に当たっていきたいと思います。教育長の方からお答えを申し上げます。  
○ 教育長  
   それでは北条議員の 1 番 2 番目の質問についてお答えしますが、大変大きな問題

ですので若干時間をいただいて答えさせていただきます。えーまずあの、母子父子

家庭ですが、まちょっと小学校の名前言えませんがある小学校では本年度 16%であ
ります。これが特に低学年に目立つということで今後増加していくことは間違ない

という心配があります。これはあの辰野っきりじゃなくてどこも似たような状況で

あります。それから次の母子分離困難な家庭っていうのは、いわゆるあの母親と子

どもがべったりというこれがかなり乳児の時は当然ですが、小学生の高学年辺りま

でこういう親が結構いるわけでありますが、最近のここ数年ですね、中学の不登校

の状況を見ていますと不登校の要因はいろいろあるんですが、やはりこの母子分離

不安、母子癒着といってもいいわけですが、これがかなりあります。それからあの

父親の存在の希薄な家庭っていうのはもうはっきりいって圧倒的といってもいいわ

けで、学年が進むにつれてその傾向が大きくなってるわけでありますが、これ普段

はあんまり苦にならないんですが、子どもが問題起こしたときに非常に困るわけで

あります。本来ならこの処理の時に父親が出てきていろいろブレーキかけたりして

もらうべき父親が出てこない。したがって母親のペースで突っ走ってしまって問題

が余計こじれてしまうっていう例が幾つかあります。それから家庭教育困難な家庭

ですが、警察のやっかいになった子どもそれから犯罪をおこさなんでも児相とか民

生委員の世話になった子どものほとんどは家庭教育に大きな問題を抱えているお家

であります。最後に PTA 活動ですが、これはあの参加困難というよりももっと大変
な問題があるわけですが、これもずーと学校で困っていることですが、小中とも参

観日は授業だけみて帰っていってしまうという親が非常に多くて最後の学級懇談な

んていうのは、クラスで 5、6 人しかいないなんてことは珍しくないと。これはあ
の辰野だけではありません。どこの市町村でも非常に困っていることであります。

それであの、これについてどういう対応をしてくかってのはものすごく大きい問題

で簡単に言えないんですが、それでも大事なことですのでちょっと述べさせていた

だきますが、非常にたくさんありますので 4 点位に絞って話をさせていただきます
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が、1 つはやはり参観日など保護者の参加する行事の思い切った改善。ま従来あの、
どうも踏襲的に行事化しているところもあるわけでありますが、もう参加者数の目

標をへえ学校で設定してもらうと。でそれに合わせて本当に親が参観したくなるよ

うな企画これを是非してもらいたいってことと、PTA に参加をもう強力に呼びかけ
てもらう。それからもう参加しなかった親には家庭訪問する。その位にやってかな

いと困るかなーと。だいたい参加しないのは、ほとんどあのしてもらいたい人が出

席しないっていうのが一般的な傾向であります。特に新入生向きに家庭教育学級っ

てのがあるんですが、これはもう全家庭に参加してもらう、そういう前提で取り組

むってことと、まあ、非常におこがましいわけですが、はっきり言って今親の子ど

もへの支援の仕方も大事ですが、親の在り方そのものを援助してかないとどうにも

ならないというそういう意味のプログラムも必要かなと思います。それから次です

が、現在保育園では働く親のために通常の保育の他に未満児保育、乳児保育、延長

保育、土曜日保育、えー緊急保育、さらに一次保育、ちょっと一つ一つ説明すると

長くなりますのでちょっと省略させてください。実にもう多様なメニューが今用意

されていて、それから小学生では学童クラブ、放課後教室、もう本当にあの多くの

母親に本当に利用されててまあ少子化対策にまあ直接参考になっているか分かりま

せんが、まそういう対応としては機能してると思うんですが、一方ではやはりあの

今の保育、通常保育に比べるとそれだけ母親の子どもへの関わりが少なくなる。こ

りゃまあ当然でありますが、そういう訳ですので保育士とこれらの母親との接触の

機会をより多くとって意図的に子育て支援を行うことがどうしても必要かなと。で

あの、まああの、保育園の場合にはその他、あの、あすみませんちょっと言い間違

えました。それがもう 1 つです。それから 3 つ目ですが、教育相談を受ける状況づ
くりということです。辰野町では教育相談、就学相談、保育相談等の体制が他の市

町村に比べて非常にあの、整っております。相談を受けやすい状況になっているわ

けでありますが、課題は危機感に乏しくて問題があっても相談を受けない親がかな

りいるってことであります。それから相談したくてもどうやってすればいいか分か

らない親もいるわけであります。これについては教育委員会や学校、保育園が日頃

から相談の必要性や相談間の紹介、個々の親への積極的な働きかけを進めていくべ

きかなーと思ってます。保育園の場合にはこれに加えて、保健師、民生委員にも関

わってあのもらっておりますので、この相談体制をさらに充実することかなと思い

ます。最後に家庭訪問のことですが、従来の学校の家庭訪問っていうのは非常に慌

ただしい日程でやっていたために短時間の家庭訪問になってしまったので、どうし

ても深い話し合いができなかったわけであります。それで現在各学校に働きかけて

家庭訪問を夏休みにやろうと、いうふうに変わってきております。このやり方だと

あの、時間もじっくりできますし土曜日・日曜日も使えますし、するのでそういう

方法をとっている学校がもう増えてきております。この町内でですが。内容も従来

はどっちかちゅうとお子さんの家庭の状況はどうですか、位で終わったんですが、

ま親の子育てに対する考えをお聞きしたり家庭の状況、まこりゃプライバシーは配

慮するわけ、しながらです。するっていうようなことも大事にしております。それ
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からちょっとあの、もう 1 つ前々から教育委員会で進めている地域子育て支援です
ね。支援マスターを中心とした地域子育て支援もまあ順調に動いてますので、これ

をさらに進めたいと思ってます。まだいろいろありますがちょっと時間の関係で、

それにちょっと絞らせていただきました。以上です。  
   それから後の少子化対策については、さきほど子育て支援のお話しましたので割

愛させていただきます。以上です。  
○ 15 番（北條） 

   えー、お答えをいただきまして大変ありがとうございました。義務教育をめぐ

る教育の問題点について、あるいは小さい子どもたちの教育の問題点について、

これ大変難しい問題でございまけどもやはり小さいうちからと、こういうことが

大事なことでありましてそれから教育の根源的な問題でもございます。今後もひ

とつ大切に見守りご支援を願いたいと思います。一般的な価値観の中では親は子

どもも育てられて当たり前と、こんなような感じでございます。ところがいろん

な理由でそれが出来ないとそのことによって親は苛立ち、不満、ストレスが鬱積

して子どもへの暴力になったりあるいは放置したり、こんなようなことで特異な

事件なども大変みられておるわけでございます。それから、子育て支援センター

これ大変素晴らしい、良かったなーとそういうことを思っているわけでございま

す。内容をさらに充実させて、親どうしの力で親がより良く育つように、つまり

親が育ち子どもが育つとこんなことでございますので是非またご支援をお願いし

たいと思います。それから結婚などについて、結婚の出来にくい方々のためにこ

れ一泊旅行等音頭をとってもらって年に 2、3 回いわゆる未婚者の交流の場作り、

こんなようなものが出来たら大変いいかなと、そんなことをひとつ思っておりま

す。またお考えいただきたいと思います。それから不妊相談センター等を設けて

これ産婦人科がないということでございますので余計に相談にのって欲しい、不

妊治療に対しても経済的なんか支援が出来たら大変ありがたいなーと、そんなこ

とを思うわけでございます。出産に対しては今お話ございましたように 35 万円と

いうことでこれ大変ありがたいことだと、こんなことを思っております。お答え

はいりません。ありがとうございました。 

○議長 

   ここでお諮りいたします。本日の会議はこれにて延会といたしたいと思います

が、ご異議ありませんか。異議なしと認めます。よって本日はこれにて延会とい

たします。長時間大変ご苦労様でございました。  
 

  延会 午後 4 時 18 分 
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【一般質問 2 日目】  
 
８．会議の顛末  
○ 局 長  
   ご起立願います。礼。（一同礼）  
○  議 長  

皆さんおはようございます。定足数に達しておりますので、第 2 回定例会第 11
日目の会議が成立いたしました。  

   ただちに本日の会議を開きます。本日の議事日程は一般質問であります。15 日に
引き続き一般質問を許可してまいります。  

   質問順位 1１番、議席６番 山岸忠幸議員。  
 
【質問順位 1１番、議席６番 山岸忠幸議員】  
 
○ ６番（山岸）  
   それでは通告に従いまして、辰野病院建設に関し質問いたします。その前に、町

から提案される案件については、上位の法律等により町として条例等を定めなけれ

ばならないもの、また交付金等の確定による補正予算案など粛々と議決されるべき

ものと、町独自の判断で計画され提案される予算案であるとか､条例案等があると思

います。こうした後者のような案件が出されてくるについては、経験豊かな行政の

プロの職員が相当な研究や検討を重ね、またきちっとした将来予想もされ適当であ

ると判断し、更に優れた洞察力と先見性を持った町長が良しと判断されて、この議

会に提案されているのだと思います。私は今までこうした案件に対し、提案にいた

るまでの努力と決断に敬意を表しつつ、多くの案件に賛同してきたつもりです。し

かし、今回の病院の建設地決定に関しては、余りにも将来展望がなく、また従来町

長が一般質問の答弁や、様々な場で発言されていた、新たな用地を取得してまでは

考えられない、特長ある病院を考えなければならない、これからは企業立町を目指

す。等々の発言からもかけ離れた決断であることに驚きと失望を禁じ得ません。同

様に感じている議員も何人かいると思います。  
   今議会での冒頭の町長あいさつ、また昨日の答弁の中でも決定理由として、町の

中心部である､駅に近い、バス路線の利用も可能だ、アクセスが良いなど利便性のこ

とばかりで、病院そのものについての説明、病院建設にかける夢といったような話

しはありませんでした。さらに信州飼料跡地でなければならない理由はただ一点、

すぐに建設できるからでした。なぜすぐ建設しなければならないか、それは医師確

保ができなくなる、2 年先になれば建物はできても医者のいない病院になってしま
う。この一つのことだけで理解してほしいと訴えています。これだけ大きな事業な

のに夢を、展望を持てない、このような提案を私は受け入れることができない状況

にあります。前回 3 月議会で私は、建設地が決まらない中で病院建設の予算を出し
てくるのはおかしいと言いました。そして、今回 3 億円で信州飼料跡地を購入した
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いとして補正予算が出されました。しかも工事請負費を減額しての補正です。3 月
時点では本年度 7億 8千 750万円を必要とされた工事請負費を 5分の２減らしての
用地購入費です。この減額された分はどういった内容のものなのでしょうか。こう

した予算の使い方は柔軟性のある予算運用というのでしょうか。私には計画性のな

いずさんな予算立てと思われますがいかがでしょうか。この 3 ヶ月の間にどういっ
た経緯で今回の決定に至ったのか説明願います。  

   次に、今議会最終日には、先ほどの３億円の補正予算を認めるか、さらに言えば

信州飼料跡地での病院建設を認めるのか、の決断を各議員が迫られています。ここ

で私は町長を始め議員の皆さんにもう一度このことに関し、考えて頂きたく意見を

述べ、町長の考えをお聞きするものです。まず、ウォーターパークの所に病院建設

ということでは、一つに温泉利用が可能である、二つに利用されていない施設敷地

の町有地を有効利用できるということが大きな要素でありました。温泉利用という

ことでは、当初より直接診療報酬等に反映されることはないということも言われて

いました。それよりは入院した時にお風呂は温泉に入れる、近くに入浴の施設もあ

り利用することができる、そうしたことを一つの売りにできるのではないかと考え

ました。先日のほたる祭りでの懇談会の席でも、塩尻の市長がうちには温泉がなく、

温泉があるということだけで辰野町の荒神山に来るのだと、また腰が痛くて温泉に

入りにきたうちの助役とも偶然に一緒になったこともあると、そんな話もされまし

た。このように日本人には温泉に対して思い入れがあります。また湯治という言葉

があるように医学的には分らずとも、身体に良いということは大昔より知恵として

もっています。そんな温泉としてのピーアール効果は十分あるのではないでしょう

か。また温泉利用ということでは、足湯などの施設を作り利用してもらうことも可

能ではないでしょうか。診察の待ち時間に、また終わった後に家族が迎えに来るま

での間のんびりしてもらえることもできます。また冬場の寒い時に温まって帰って

いただくこともできます。現在診療報酬としては認められない、温泉療法、温泉治

療ということも将来反映されることがくることも考えられます。そうしたときすぐ

に対応できる場所にあることも重要ではないでしょうか。  
   次にウォーターパークでの建設では、自然環境の良さがあります。入院患者にと

っては入院期間が 2 週間であれ、3 ヶ月であれ、その間は 24 時間病院が生活の場と
なります。そうしたとき緑豊かな自然環境に包まれている、というのは、いろんな

面でリラックスできるのではないでしょうか。朝の新鮮な空気、眼下に天竜の流れ

があり、王城山から駒ケ岳までの広々としたロケーション、ゆったりとした気持ち

になれるのではないでしょうか。また野良で働く人たちの姿、近くのマレット場や

体育館、テニスコートでスポーツに興ずる人たちの歓声、そうしたもので健常な社

会生活の場への、復帰の気持ちも沸き起こってくるのではないでしょうか。さらに

近くの林間を利用して遊歩道などを整備し、回復期の患者の方には散策をして頂い

たり、また家族の人に車椅子を押してもらいながら散策するといったことも想像で

きます。ウォーターパークの所で一番問題となったのはアクセス、道路問題でした。

道が狭い、踏切が狭い、カーブが多いといったことでした。しかし、今までもプー
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ルに来たり、マレットに来たりしているわけで余りそうした声は聞きませんでした。

確かに遊びに来るのと、急病の子どもを乗せてくるときではかなり気持ちの違いは

想像できますが、それは道の広さやカーブの多さとは関係ないことと思われます。

道路に関しては病院建設後利用者からの要望の声が高まれば順次整備していけば良

いことだと考えます。確かに道路の開設、改良、拡幅等は莫大な費用がかかります。

しかし、そうしてできたものは後々町の財産宝となっていくものです。病院建設に

より新たに都市計画道路の計画が着工されたとなれば、それこそ将来の辰野町の大

きな財産となるのではないでしょうか。  
   次に病院の経営、運営の面に関してであります。昨日の質問や答弁で言われてい

るように、これからの自治体病院の運営は厳しいものがあります。しかし多くの町

民が必要とするものであれば、赤字覚悟で止むを得ないと考えています。しかしで

きるだけ赤字を少なくしたいのは当然です。そうした時どういったことが考えられ

るのか。私は、病院の運営委員をさせて頂きました。また国民健康保険の運営委員

も現在させていただいています。病院の立場から見れば収入を上げるには、とにか

く患者数を増やすことです。これは診療報酬がどのようになろうとも大原則です。

病院は入院にしろ外来にしろ患者数が増えれば収入も増えていきます。一方国民健

康保険、これは町の一般会計になりますが、こちらから見ると町民の皆さんにはで

きるだけ医者にかかってほしくないと考えます。これは医者に掛かればかかるほど

医療費としての町の出費が増えていくからです。同じ町の中で、片方は患者数を増

やしたい、もう一方は辰野町民の患者数を減らしたいという関係にあります。こう

したことを考えた時、辰野病院ではあるけれど他市町村の方にも来易い場所にある、

他にはない魅力のある病院ということが重要になってくると思います。  
   辰野病院は２次医療までといっており、高度医療や特化した専門科目といったよ

うな医療的特徴を持たせるには難しいものがあると思います。それならば医師や看

護師職員の応対や接遇のサービスによる特徴づけ、これはどこに病院が建設されよ

うとも可能です。それと今までるる述べてきたように立地による特長を持たせるし

かないと考えます。以上、私の思いつくウォーターパークでの病院建設の夢や可能

性を申しあげました。私は今日、あえて信州飼料跡地での病院建設のメリット、デ

メリットということには一言も触れませんでした。それは今現在、今回決定地での

病院建設ということに対し自分の頭の中に馬鹿な壁を作ってしまい、良いところを

見ようとしていないのではないかと感じているからです。  
   どうぞ答弁の中で現在死に地となっているウォーターパークの今後の有効活用に

関し、また今回決定地での病院の特長や運営方法等をお答えいただく中で、病院建

設に関しての町長や事務長がお持ちの夢や可能性、またそれに賭ける情熱を熱く語

っていただき、私の中の馬鹿の壁を打ち砕き、なるほどと感じられるものを与えら

れんことを願い質問を終わります。  
○ 町長  
   おはようございます。昨日に続きまして一般質問２日目でございます。本日は質

問順位第 11 番の山岸忠幸議員からの質問であります。お答えを申し上げたいと思
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います。今辰野町が議会に提案をいたしております、辰野病院新築ということで、

移転新築、場所の問題を巡ってのお話かと思います。るるお話がございまして、い

ちいちごもっともな点も、私どもも同意あるいは同感するわけでございます。ただ

あの一つこの辰野の論理、我々の希望、あるいは、また委員会、それら専門委員会

等の話し合いによって決めてやっていくということが非常に理想でありますけれど

も、正に町会、町というものは末端行政にありまして、全て法律下で行わなければ

ならないわけでありまして、したがいましてできるだけこの住民辰野の論理は優先

させて、できるだけほかのものは排除しながら持って行くわけでありますが、この

山岸議員の自分自身の厚い壁はともかくとして、辰野にも絶対にそれを破れない壁

というものもあるわけでありますので、ぜひ一つその辺もご理解を頂きたいと思い

ます。昨日あるいは、またいろんな機会に今度の提案にあたりまして、早くしない

と医師確保ができなくなってくる可能性があると。それが具現化してきているとい

う話も申し上げたことも事実であります。しかし、それだけではない、この前から

言っていますようにどこを中心的に捉えたか、私が主にたくさんしゃべったかによ

るのかも知れませんけれども、一番大きな意味は医師確保以前に、この政府の医療

制度改革がどんどんと進んできちゃっている。これが正に具現化してきているとい

うことであります。したがいまして辰野病院、継続まずするなら今のところよりも、

住民の希望の皆さんとしては移転新築ということでありました。それでそれが早期

にしていかないと、今の医師の問題だけでなくて、いろんな改革にあって、下手す

ると出来なくなってくる可能性だって十二分にあるということです。同時にまた遅

きに失したことによりまして、まあそういうことはある程度は１、２年前から想像

はできたわけでありますが、まさか、まさかという話でありますが、もうすでに総

体的な話のなで、皆さん方もいろんな報道でご存知のとおり、下手すると作らせな

い時代も出てくるじゃないか。例えばもう 600 床 800 床以上の病院でないと建築さ
せる厚生労働の認可もさえ出来ない時代に入るんじゃないかと、こんなことも非常

にあの大きな危惧としては、私どもは持っています。それで住民の切実なる要望、

皆さん方もご存知のとおりであります。住民説明会議を昨年あちらこちら進めさせ

ていただきました。正にこれは辰野町の町立辰野総合病院の運営委員会の答申に基

づいて行ったものであります。それによって住民のコンセンサス、理解、そしてま

たご希望、またどの辺に住民の皆さん方の希望があり、いうふうな形でやってきた

わけであります。そういう中で一言でいうと住民の皆さんは、とにかく病院だけは、

例えば大変苦労であっても、どんな状態であってもとにかく続けてほしい。まあお

っしゃるとおり、簡単に言いますと運営は赤字でもやむなきというふうな表現もあ

ったわけでありますが、事実上公立病院でありますから、不採算医療十分あります。

透析だとか、小児科などもこの部類に入っています。最近はあの段々段々その政府

の方も分ってきまして、診療報酬等も少しずつ上げてきて、そうしないとお医者さ

んもなり手がないとか、少子高齢化に対する政策の中でなってはきておりますけれ

ども、今までの方式の中では不採算医療であります。こういったものも総合病院の

あり方として、住民の皆さん方の強い要望がありますし、またそうしなければ公立
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病院のまた意味もないということで、当然赤字等も出てくる。それに加えて今のよ

うな不採算医療もやらざるを得ない、こういった任務もあるわけであります。そう

いったことを総合的に判断をしていくわけであります。まあそういう中で辰野病院

のあるべき道うんぬんでありますが、今言いましたように明るい希望でとても素晴

らしい構想の基に夢を語ってということもしたいわけですけれども、できるだけそ

れも今作っているわけでありますし、これ私ばかりが作るんじゃなくて、担当する

医師だって医院長だっていますので、皆でもって考えているところでありますが、

しかしそれだけだからできるちゅうこんな簡単なものじゃないですね。あの今の取

り巻く環境、しかし住民はどうしてもほしいですねえ。この中で遅きに失しないよ

うに早く適地へ建てるということが必要になってきたということ。したがいまして、

例えば医師確保を持っていくことで、それが一つの例になるわけでありますが、大

きな医療改革ということを頭に入れていただきたい。こんなふうに思います。えー

なおですね、ウォーターパークについての温泉ということも私も同感であります。

確かに非常にあった方がいいに決まっているし、非常にまたそういったことが、患

者さんに対してもいろんないい意味の潤いもなるし、またこれからもそういった温

泉利用に対する医療ということももっと進んでいくんじゃないのかな。ただし即行

性の問題はないということであります。しかしそれを論理している。論理といいま

すか、どうだああだとこう、お互いに解明しあっている以前にですね、前もお話し

ましたと同じように、これはあの都市公園の中の場所でありますので、その枠から

外さないとこれができないという国の法律があります。それで県の都市計画審議会

の方へ町の審議会をとおして決定した後、ウォーターパークにする場合にはかけて、

そしてその委員会で OK になれば、県の方が OK になれば、国に上げて国の許可を
取ると、こういうことでありますから、まあいろんな見かたがありますが、普通は

窓口としては、これははねつけられるでしょう。しかしいろんなやはり政治的な手

法もありますので、まるっきり不可能だというふうには思っていません。今でも。

しかし少し時間がかかるということはもう昨年から私は言っているはずです。外す

には少し時間がかかる。したがいまして、それでもという状態であるのならば、医

師も住民も多少の若干の遅れは、そういったプラスαがあるのならば、というふう

な考え方があったんですが、それがさきほどのように、医療制度の変化でそれを待

たない時代になっちゃった。待たないことが具現化してきちゃいました。というこ

とで温泉に対しましては非常に残念ではありますけれども、それに変わる特徴づけ

を今考えているとこでありますので、構想はいろいろありますけれどもまだ発表で

きるという、そういうことでありませんから、とにかく住民の希望によっていいと

こへ、出来るだけいいとこへ、そしてこれからのまた、伊北の北部の基幹病院とし

てなれるような、総合病院という形の中で場所を選定させていただいた訳でありま

す。そういうことで、とにかく辰野町の論理だけではなかなかこういったものはど

うにもならないというふうな、このへんを一つお含みをいただきたいと思います。  
   二次医療までというふうにおっしゃいましたが、確かにそのとおりでありますが、

平均二次医療、中には三次医療まですでに行っているものもあります。ですけど大
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体は二次医療ぐらいまでを限界とするんでなくて、もちろん出来るものは三次医療

も入りますが、そういうことで主はそういうことでありますからご承知おきいただ

きたいと思います。  
   道路、あるいはインフラ等は段々やればいい、当然ウォーターパークになった場

合にはそういうふうになっていくと思いますが、まあそれを待たない状況が押し寄

せてきてしまったということで、先日の病院の運営委員会にもご了承いただいたと

ころであります。そっちよりもこっちがいい、もっとあの素晴らしいものがある。

明るい希望がある。行き先はバラ色だ。こういうことで場所を決めたわけではあり

ません。その他いろいろとご質問がありますけれども､今後実は今の時点でさえまた

まだ不確定要素がたくさんあります。医療改革、とにかく政府、厚生労働、その前

に財務省ですかね、昔の大蔵省はお金を出したくない。だから各省庁指令出して、

これで切っちまえ切っちまえの指令に基づいて､各省庁がやむを得ずいろんなこと

をやっているわけです。したがいましてまだまだ変革が進む可能性が十二分に我々

の調査でありますので、辰野病院、住民の皆さんこれをどうしてもほしいというな

ら早く着工に入っていかないと、認可取ってしまわないと、医者うんぬんの問題ば

かりでなくて、病院そのものもできなくなるんではないかということであります。

ご理解を頂きたいと思います。  
   しかし、出来てしまえばさきほど言いましたように、伊北の基幹病院と私が言っ

た以上は辰野町だけじゃなくて、やはりいろんな所から、周りからも来ていただけ

れるような病院づくりにも励んでいきたいと思いますし、まず取りあえずは即行性

といって現状なものがずーと進むような状態からスタートしないと、先の明るい兆

しを求めて進んでいくという余裕がなくなってしまって、であるならば即戦力のあ

るところにもってきて、そしてその中で将来の希望を求めやっていく、こういうこ

との中で苦渋の選択といったほうがいいのかも知れませんが一つご理解をいただき

たい、お願いします。減額の理由につきましては、病院の事務長からお答えいたし

ます。  
   特長のある病院というふうなことで具体策は、具体像はでていますが、これは当

然求めて今いるわけで、またはっきりすれば公表する時もあろうかと思いますし、

あるいはまたそんなこと全部言ってやっていく必要もあるのかどうか､まず住民要

望は作ってくれ、いい病院にしてくれ。現状は最低でも確保せよ。若干赤字でもと

にかく住民の為の、命の、生命の大事な病院ではないか､同時に辰野にあったという

既得権もある。こういうことの中でやっているわけですから、あのそのようなこと

も進めてやってまいりますが、いい温泉に代わるようないい明るい見通しも早くつ

けたいとこんなふうにも思っております。現状では 3、4 の構想は持っております。
今後の病院の運営の考えはということですから、まあ今複合的に話をしていますの

で、１個々々あちらこちらになりますけれども、ご理解いただければと思っており

ます。まとにかく病院自体の問題というものは非常に大変なことで、日本中が今大

あらわになっております。そういう中でどうやってまずいき抜くか、そしてまた住

民要望に応えれるか､またいかに不採算医療も入れながら、採算医療も導入しながら
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ということであります。病院側の特徴といたしますと、あの組織があって長がいて、

もちろんいます医院長とかそういう意味です。医療のほうです。運営の医業でなく

て医療の方です。そうすれば大勢くるかというものでなくて、それもそうなんです

けれども、一定の大学と同じようなもんで､組織は全体にありましても、各教室の教

授によって人があつまったりあつまらなんだりということがあります。したがいま

して病院も医院長とかそういうことばかりでなくて、組織体制ばかりでなくて連携

も大事でありますが、そのお医者さんお医者さんごとによって、今までもそうでし

た。どこの病院でもそうです。大勢患者さんが来る場合とそうでない場合もあるし、

まあまあの時もあるということで、まああくまで医師によっての活動というものが、

そのときの医師によってまた変わってくる部分もあります。しかし全体把握は医院

長指令によって方向的、それから連携ということも大事ですから、ぜひ一つただ何

科一つ二つぐらい一つか三つぐらいですね、ある一定の専門病院ということではあ

りません。ただ私ども一応今回ウォーターパークにしても今度の場所にしてもです

ね、大変困っているのは長期療養型病床群医療法が昨日も言いましたように、政府

がどんどん作れということで、これ確かにいいぞということでやってきたんですが、

今度減らせということでまあやるなら自由ですよといいながら、どんどんと診療報

酬下げてきますから、要するに事実上強制的にやれない方向になってきている。こ

れに対しましてじゃあ辰野病院としてはどういう病床、あるいは病床数等というこ

とで大きくは変わりませんが多少の修正がでてくる。現状と大きくは変わりません

が１、2 割の増あるいは減、同じぐらい。あるいはどのような科を組み込んでいく
かと。このようなことは一つまだまだこの変わりつつある医療変革をさらに的確に

とらえながら、情報取りながら、この建築中などにも変革､あるいはまた方向なども

若干の修正を軌道修正しながらいかなければならない。住民の皆さんがこうだから、

我々がこう決めたから、この議会でこう言ったから、そのとおりやらなきゃいけな

いということはとても無理です。それこそフレキシブルにやらないと今の病院運営

は出来ない。しかし住民要望に応えると。できるだけあの素晴らしい病院として、

また地域環境につきましても確かにウォーターパークの良さというものは私も十二

分に分ってますし､私も最初は推奨していたわけでありますし､つい最近になって万

やむを得ずいろんな状況を把握して総合的にそこをまああれですね、後ろ髪を引か

れるようなつもりであきらめて、そして即刻建築の出来るところへと決断したわけ

であります。山岸議員のおっしゃるとおりのことよーく分ります。しかしそれに負

けないようないい病院､総体的にそう言われるような病院にして、また環境作りもま

た周辺整備も今度の所にあたってもですね、インフラばかりでなくてしていきたい。

こんなふうにも考えているところであります。病院の事務長からあの経緯ほかなど

で、細かい点などもお話し申しあげたいと思っておりますが、今までこうなってき

た経緯はいいですね、特に何月に答申をもらって､その後どうでということはいいと

思います。お分りのことと思いますので、もしご質問あるようでしたらお答えいた

しますが、えーこんなような状況で、ばん方向転換せざを得なかったということで

あります。これからはとにかく企画の中で考えていきますと､訪問リハも当然しなけ
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ればならないでしょうし、それから訪問看護などにも力を入れなきゃならないでし

ょうし、また病院とて往診に出かけていけない理由はないと勿論思って思います。

まあそんなようなこといろんな含めてですね、まだ決定したわけでありませんが､

いろんなことを積み上げる中でいくらでもいい特長ある病院作りができますので､

その中でお願い申し上げたい、こんなふうに思います。ある一定の規模にもたない

と医者がこないことも事実です。医師不足ばかりではありません。同時にまたここ

でどうしても建替えなければならない大きな理由の一つの中には、もう分っている

からゆったわけでありませんけれども、もう一度再確認いたしますと、今の病院だ

っていいじゃないかという話もありますけれども、高度医療を進めるにあたりまし

ては、やはり昔の規定、部屋の面積、廊下の広さ、いろんなことが違っています。

そして平成 14年度から東海地震防災強化地域に指定された中で､耐震構造にしてい
く義務があるということで私ども取り組んでいることも事実であります。これも住

民の皆さん方の中から特に言わなくても希望として出てきたことも事実であります。

まあそんなことも捉えながらいい病院にしていく、こういうことでありますからお

分かりをいただきたいと思います。病院事務長から引き続きお答えいたします。  
○ 病院事務長  
   それでは私の方からの、最初に工事費の変更の理由でありますけれども､当初予算

に８億 8,700 万ということで設計等の費用も含めて計上してありまして、内起債額
を 8 億円という予定で進めてきておりました。起債申請につきましては、その予算
額を基に概算のヒヤリング等が行われる中で、本年度分は当面変更がない限り､当初

の 8 億ということでやっておりますので､今回土地代に 3 億円が振り替わったこと
でその分を減額したという内容であります。しかし全体の継続費の内訳にあります

ように 34 億 3,900 万、これは工事関係でありますけれど、それについて具体的に
どこをどういふうにいじるということではありません。具体的にその工事費につい

てまったく減額できなければこの土地代が増額してくるということになりますけれ

ども、今言った事情で土地代がそれだけ増えるならやはりそれなりに我慢するとこ

ろはして、患者さんに我慢じゃなくて、スタッフが我慢できるところはするという

ようなことで工事費の圧縮等をこれから町民の皆さんと議論しながら進めていくと

いうことでありますので、どこの分がどういうふうに減ったという内容ではありま

せんので宜しくお願いしたいと思います。また用地代の 3 億円につきましては、当
初営林署の跡地が狭いながらも土地開発公社の帳簿価格については 4億円近い数字
ということでありましたけれども､いろいろ話をするなか農協直販の方も一括で町

で利用していただけるならということで歩み寄り等の話しあいもありましたので、

見込みが出来たということで計上させていただきました。それからあの町長の説明

しておるように､医療制度の改革も含めて医師不足の問題も非常に急を要してきた

という内容でありますけれども、具体的には本年病院の前には張り出してあります

けれども、この 7 月から整形外科の常勤医師が 1 人になります。また小児科､内科
につきましても信大の医局で医師不足対策会議ということで、それぞれ 6 月末をも
ってどうしたらいいかという、信大の中に関連病院を集めて医局会議を開いて対策
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を練るというような事態になっておりますので､いつまた辰野病院へということ、減

員ということがあるかも知れません。しかしそれぞれの医長、先生方はこの建替え

の大事な時期に私が動くわけにはいかないというようなことで頑張っていただいて

おりますので、そういった意味で現在いる医師も確保する為にも早期に着工が必要

ということで、さきほど町長が言ったようないろいろの悩んだ末の結論で早くでき

る場所についてもまあそれなりのところということで、上辰野地区の用地を提案さ

せていただいておりますのでご理解をお願いしたいと思います。以上です。あすみ

ません、それであのえー病院の新しい病院に関する理想。事務長もということであ

りましたけれども、私はあの 4 月転任した際に、あの確かにあのその当時運営審議
会の出されたウォーターパーク跡地、非常にあのいいとこだし、当時辰野町として

はここ２，３年のうちで着工するならそこしかないということも含めて、いま山岸

議員が申されたような魅力を町民に説明してきたつもりできました。しかし事情が

違ってこういうふうになったということで、非常にあの最後の結論出すについては

3 月 4 月 5 月については、私自身も悩みながらも新しい場所でそれなりの魅力をだ
していくようにこれからしっかり考えていきたい。そんなふうに考えております。  

○ 議長  
   （２）のウォーターパーク跡地の有効利用の計画はということについて。  
○ 町長  
   ウォーターパーク跡地の有効利用の計画はということでありますが、この提案が

とおり、ここが病院の用地としてなくなればですね、私としてはあそこは健康福祉

などに活用できるゾーンとしてもっていきたいとこんなふうに思っています。ただ

今まで言っていますように、都市公園区域内ですからそれを外してまで何かしなけ

ればいけないというようなことに対しては、もしなんかあるとすれば皆さんに相談

いたしますが、外すのに時間がかかる。出来れば外さない状況の中でこういったこ

とが出来れば、こんなことを今考えているところでありますが、まだ決定したわけ

でありません。以上であります。  
○ 6 番（山岸）  
   今、町長と事務長に答弁いただいたわけなんですけれども、お二人とも苦渋のや

むを得ない決断だということであります。ただこの病院 35 億近くかかるわけなん
ですけれども、一般予算年間 70 億、その半分の費用をかけてやる大きな事業だと
思います。そういうものに対して何か情熱とゆうか、こういうものという引っ張ら

れる。私らを引っ張られるものというのが伝わってこないですよね。もうやむを得

ないから作るんだと、もうここしか致し方ないからやるんだと、それだけじゃこう

私ら他にも町民のウォーターパークの所がいいと思っている人、ほかの場所がいい

と思っている人いるわけなんですけれども、そうした人達をほんとに強く引っ張れ

るんでしょうかね、私はこの 10 年先位の信州飼料の病院、ああ信州飼料というこ
と出てきて、そこでの病院というのをこう想像してみるんですけれど、なかなかこ

う繁栄するちゅうか、そういう姿が想像できないんですね。いま時点でこう建設し

ようという時に、町のトップの町長がこんなこんなちゅう物が示されない、そうい
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うなかでこうやっていくということに不安をうんとおぼえるんですよ。だからまあ

つい最近の、つい最近というか、医療制度はどんどん変わってくるというなかであ

ると、いうなかでどうなんですかね。2 年 3 年待ってみても駄目なんですか。医療
改革いま刻々と変わっているという状況ですよねえ、いま造ってしまってまたどん

な改革があるか分らないと。だけどいま造らないと出来ないんだと、それ明らかな

んですか。何か熱いものを期待するんですけれども一言ありませんか。  
○ 町長  
   医療制度改革その他で熱いもの語ってもですね、それがまた変わってしまったん

じゃ何に言ったかということになりますから、それ思いはあります。あるからいま

作っている、作ろうとしているわけです。ただ場所の選定からいろいろでもって２、

３年待てずにそこへ万やむなき苦渋の選択でやったと、場所の選定だけのことです。

私どもの言っているのはですね、さきほど言った苦渋というのはですね。ただ２、

３年待った時にどうだろうというと、あのいろんな方向があって今度は一つの政府

の改革というんですかね、そういったものが固まってくるでしょう。しかしその方

がやりいいですよね、変更変更しなくてその中で泳ぐといいますか、新たなまた理

想求めて、方向性求めれば、しかしさきほど言ったように出来なくなっちゃうかも

しれないということが明らかかどうか、こう責められるとですね、これ話にも何も

ならないですよね、直感的にこう見ていままでの流れを見てそう見えませんか。医

療制度の改革からみて、結局あの 4､50 分変えるのは当たり前だという考え方なん
ですね、政府の皆さん方､政府といいますかね、今日本の医療制度改革を提案してい

る､官僚の提案ですけれど、あの前にもテレビなんかに出ていました。例えば二人く

らいずつでやっている、大事なことですからお話しますけれども、あのワイド信州、

ズームアップ信州でやっていました。これはあの母子医療保険課長とかいう厚生労

働省のお役人です。これあのいろんなこうフォーラムの中で堂々と語っていました。

図まで書いて、で２，３人あるいは１人２人でやっている産婦人科がある。こうい

うところは廃業するか休診にしていただいて産婦人科は７、８人から１０人ぐらい

の規模でやる病院の方へ集中しましょうということ。５０分やそこぐらいのことは、

どこでも日本中通うのはあたりまえでしょうという考え方です。ですからこれがも

し通っていくとですね、通るかどうか分りませんが結局ほかの科にも波及して､産婦

人科の問題でそれでてきた。要するに小さいとこ皆止めなさいということ。それで

昨日言ったようにマスプロでやっていけということです。大勢の医師が組んで、で

同じような患者並べといて､左からたったったっと注射する、ほんなことはしないで

しょうが、極端にゆうとそんなような状況の企業の合理化を病院にあてはめようと

している、しかしそんなことは全部は進まないと私は見ていますが、相当の改革な

どが来る。それ嫌だと言えば自由ですからやらなんでいいですが､政府の方はやらな

ければ成り立たないように診療報酬で進めてきちゃうということです。強制ですよ

これは。しかしそういう中でも辰野町はこれにめげずいろんな方法を考えて住民の

皆さん方の付託、住民希望に応えるような病院を造っていこうとこういう決断をし

ているわけですから、このぐらいでひとつ許していただかないと、ただ場所の選択
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に対しては苦渋である。余裕を持って余裕もばんやむをなきを得ず、もうここで選

定して着工に入っていくことが建てるなら必要になります。必要なことになってま

す。特にこの 4 月 1 日以降のいろんな医療制度改革の具現化ですね､まさかまさか
がほんとになってきている。ということでそのようになってきた、こういうことで

あります。しかし、辰野町の今まで歴史あるほれで上伊那でも北部の基幹病院であ

りますから出来るだけ総合型を守って、一時的に休診した所も何とかいろいろな手

づるで医師を確保またして、そしてさきほど言いましたように救急救命センターは

そのもの自体は第三次医療になりますが、そうでなくても HCU とか CCU とかいろ
んなこと言い出せば切がないんですが、今検討中でありますが、そういう体制で夜

間救急も受けて､そして高度処置をして転送するなら転送する。そのまま預かるなら

預かる。こういうようなことで住民がほんとにあの安心できる､安心して行ける病院。

したがって、このぐらいの規模の町でも病院がある非常に住みいい町だ。こんなよ

うなことを進めるための構想、希望を持って進めているわけですから、その部分は

あまり触れずに今までの事情を説明していますのでお分りにくかったと思いますが、

いい町のいい病院、あちらこちらからも来てくれるように､といいますのはやはり医

師、医師で医師ごとに､やはり単位の活動がありますので、いい医師にまた来ていた

だく。同時に大変ありがたいことに辰野町ではいま医局の医長、各科の医長、医長

が一生懸命やってくれています｡どんなあの信大あるいは他の病院の方からも来て

くれなんだかんだとあっても、や僕は絶対行かないよと言ってくれているから助か

っている。この医長の気持ちを総合的に医院長が集約しています。ただ医長の基で

派遣されてくる医師がどこの病院でもあります一人二人、ここの入れ替わりは今は

もうどの病院でもやむを得ない、一番おっかないのはその医長まで辞めてしまう。

医長が辞めた場合に今度医者が 2、３年後にですね。その科をまた作り直すという
ことは不可能です｡今の時代には。科を医長を先頭に一人の時はあっても、また他か

らもあのその医局へ入る、医局といいますか医長の基の指導医して指導できる医者

を確保しながらいく、いま辰野町はその段階でありますから医長がしっかりしてい

ますので､これを即戦として維持し、そして地域から信頼される立派な病院造りをし

ていくと、こういうことであります｡あの場所についてのいいわりい、特長とかです

ね、それも検討してありますけれども、それから専門的検証もするっていいまして、

部会にはならん部分もありましたが事実上専門的な検証もいたしておりますので、

そういったことの気持ちの質問じゃないと思いますので、えーワークショップの提

案をいただいた後の専門的検証も項目別、また全協の時にこの話しはしたいと思い

ます｡今日の山岸議員の質問の骨子でないような気がしますのでそれは外させてい

ただきます｡えーぜひ一つ皆が望む大事な病院、継続的に素晴らしい病院として建物

だけじゃなくて、そして立派な医療が出来るような病院に応援をいただきたいと思

います｡以上であります｡ 
○ 議長  

進行いたします。質問順位 12 番、議席１番 根橋俊夫議員。  
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【質問順位 12 番、議席１番 根橋俊夫議員】  

 
○ 1 番（根橋）  
   私は、医療に関する二点について質問をしたいと思います｡14 日の参議院本会議

では、自民党公明党の賛成多数によって医療制度改革関連法案が成立いたしました。

衆議院と同様議論がまだ尽くされていないのにもかかわらず数に物をいわせての採

決であります｡この法律の中身については町長答弁でも一部が紹介をされておりま

したが、70 歳から 74 歳の患者負担を 1 割から 2 割に引き上げる。70 歳以上の療養
病床入院患者の食費居住費を自己負担とし、75 歳以上対象とした後期高齢者医療制
度の創設、さらには療養病床の 6 割を削減し混合診療を拡大するなど、高齢者重症
患者への情け容赦ない負担増をしうると共に、医療制度を変質させ国民皆保険の基

盤を取り崩す内容が目白押しとなっております。こうした今回の改悪の本質は､公的

保健からの医療給付費を抑制することによって企業の社会保険料負担を軽減し、保

険外診療の拡大で民間保険の市場を拡大したいという日米、財界、大企業の要求を

色濃く反映したものであります。さらに追い打ちをかけているのは、この 7 月から
の診療報酬の改訂であります｡すなわち、療養病床における軽度入院者の診療報酬を

重度の半分にするなど、療養病床からの追い出しを先行実施しようとしており、今

回の一連の医療制度改革の名の基に行われようとしている改悪は正に血も涙もない

やり方であり、到底許すことは出来ません。慢心の怒りを込めて表明するものであ

ります｡現在病院に入院中の高齢者患者とその家族にとって、これから予想される事

態は極めて深刻であり切迫をしてきております｡退院を迫られたらどうしたらいい

のか、在宅といわれてもその条件はないし、他の施設といわれても特養や老健施設

はどこも順番待ちで、いっぱいでいつ入所できるか分らない。もし病院に残れたと

しても新たに月 3 万円もの負担増で毎月の支払いが 10 万円を越えることになり、
いつまで払えるかほんとうに不安になってしまう。そうした声が寄せられているわ

けであります。一方昨年の診療報酬の改定により､両小野国保病院のような療養病床

と一般病床が混在する病床、すなわち混合病床が認められなくなったことから両小

野病院の療養病床は 9月いっぱいで廃止せざるを得ないとの方針が過日の病院組合
議会に示されました｡現在両小野病院には 35 ベッド中 10 ベッドの療養病床があり
常に満床の状態であります｡上伊那医療圏でも療養病床が不足していることから、そ

の存在は患者にとって大きなよりどころであります｡今回の方針は寝耳に水の話で

あり入院患者やその家族にとって正に死活問題であります｡同時に両小野病院が今

後どうなっていくのか、これは小野地区だけではなく全町民にとっても重大な関心

ごとであります｡具体的に伺います｡現在両小野病院の療養病床に入院している患者

は 10 月以降はどうなるのか。また今後の両小野病院の経営はどうなっていくのか
お答えを下さい。さて、辰野病院については今もいろいろ議論がありましたが組合

飼料跡地への移転新築案が今議会で示されました。当初ウォーターパークへの移転

が計画されていただけに今回の町長の決断についてはよく決断をしてくれたと、こ
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れでいよいよ本格的に病院建設が進むと歓迎する声が多数寄せられております。私

は今まで一貫して辰野病院の経営改善に向けた取り組みと移転新築については、最

終的には組合飼料跡地への建設を求めてきました。今回の決定は町民世論に沿った

ものであり強く支持するものであります｡いよいよ建設に着手するわけであります

が、今まで議論されてきた幾つかの課題を病院の建設までにやりきって町民の信頼

を取り戻し、安心してかかれる病院、建物も医療内容も町民の健康を守る砦として

の病院として発展するよう心から願うものであります｡問題は先に町長が述べてお

りましたが、医療制度の改悪の流れの中でどのように対応していくのかであります。

今回の医療制度改革のなかでは、小児科や産婦人科など深刻になっている地方の医

師不足対策については、特に対策は見当たりません｡こうした極めて厳しい状況の中

で今まで検討されてきております基本計画について、特にベッド数や診療科目につ

いて何らかの変更があるのかどうかお伺いをいたします｡とりわけ町民の要望が強

い療養病床のベッド数、これも医療制度改悪のなかで非常に厳しいものが予測され

るわけですが、当初計画の 45 床、これを確保していけるのかどうかお伺いをしま
す｡また、産婦人科や小児科の入院外来については施設的にはどのような対応を現在

考えておられるのかお伺いをいたします｡ 
   次に、訪問看護体制の充実について伺います｡さきほど申しあげましたように 6

年間に 6 割もの療養病床がなくなることによって、病院から追い出されてしまう患
者について厚労省は老人保健施設や有料老人ホームがあるからそこに行けば良いと

言っています｡しかし、介護保険制度については昨年度において 06 年度から 08 年
度にかけての今後 3 年間の見直しを行い、老人保健施設などのベッド数などについ
てもすでに計画が樹立をされております｡したがって今後すぐに新たなベッド数を

増やすことは困難な状況となっております。現に川崎厚労省は介護保険制度につい

て今期は途中で見直すつもりはない、3 年後の来期は転換の進む具合などを踏まえ
た上で判定するなどと無責任な説明をしております｡こうした状況であるだけに町

独自でも在宅での療養と看護の充実を急ぐ必要があります｡さて、この間さいさん申

しあげているとおり町民の命と健康を守って住民福祉の向上を図っていくことは、

自治体である町にかせられた最も基本的であり重要な仕事であります｡幸い当町に

は二つの病院にくわえて二つの診療所､町立の老健施設と訪問看護ステーションを

持っております｡これだけの施設を持っている町は県下でもトップクラスだと思い

ます｡また開業医の先生方も他の町に比べれば多くその面では恵まれております｡ま

た今回の診療報酬の改定のなかでは、往診や訪問看護の点数は高くなっていると聞

いております。こうした辰野町ならではの整った施設面での有利な条件と診療報酬

改訂での条件を生かして新たに在宅医療を担うシステムを構築していくこてが出来

れば在宅での療養を余儀なくされている患者に対し、温かい援助を差し伸べること

が出来るし､そのことによって国の医療制度改悪にも効して、町民の命と健康を守る

ことができるのではないかと考えるものであります｡よって現在町が行っている訪

問看護ステーションの事業を在宅療養部門に摘要できるように抜本的に拡充し、医

師会とも連携協議しながら訪問看護体制を拡充をして在宅療養に備える取り組みを
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していくつもりはないかどうかお伺いをして質問を終わります｡ 
○ 町長  
   それでは質問順位 12 番の根橋俊夫議員の質問にお答えを申し上げたいと思いま
す｡ 
  やはり引き続き辰野病院についての、特に制度改革に対する町の対応のしかたとい

うふうな考え方のなかのご質問だと思いますので、お答え申し上げます｡えーまず療

養型病床群の規定のなかで、両小野国保病院 10 床いま平成 12 年 2 月から、そこへ
設置させていただきました。もう当初から満床ということで､今も満床。まあ多少の

入れ替えの時の一日か一週間は別として常に満床状況にあります｡それだけニーズ

が高いということであります｡同時にまた慢性期されたあの高齢者、急性期でありま

せんので､しかし家庭では治療もまだ要する。見れない。いろんな状況があります｡

そしてまた家庭でも女性の社会進出などで介護、昔のように介護するような女性も

少なくなってきている状況。ということで非常に喜ばれたものであります｡これが合

計 36 万床ぐらいになってきまして､ほんとうはまだ足りない状況だと思いますが､
それを 15 万床ぐらいに政府は減らしてしまいたい。ま理由は何か、それは不合理
でいいものでないから、そうじゃない。やはりそれに対するこの政府からの出給を

減らすためであります｡結果的にどうするかといったら結局閉めて追い出して在宅

でやりなさいということで、昔のように自分の責任で自己責任で自分でやっていけ

という方へ追いやっている。なぜか。そんなこと理想でないですが、政府がお金が

ないから､お金を出したくないから、非常に厳しくなってきているから。そのへんは

ある程度わからないわけでもないですが、であるなら政府はどのように倹約してい

るのか、それがないんですね。相変わらず同じ人数､出先機関だけこう切って、国家

公務員の数を減らした、国の国立大学を独立行政法人と名前を変えて、はいこれで

官僚といいますか､国家公務員を減らしました｡実際やっていることは同じですから

減っていません。で政府官僚自体が減っていない､倹約をしない、自らそういう姿勢

を見せない。そういうなかで出す方だけきってきているからこういう現象が起きて

いる、私はそう思っています｡えー日本に全体にお金がなくて、国も県も町も国民も

皆で我慢しましょうで、これは皆が理解できるけれどもそうでないからだと私は思

っております｡そういうなかで辰野町の病院の問題、両小野国保病院の今後につきま

しては、今医院長を中心に検討中でありますので、今後どういう対応をするのか、

それは住民の皆さん方どうされるのか、あるいはそこの持っていき方について若干

まだ決定じゃありませんけれど、両小野国保病院の事務長も来ておりますのでそち

らの方からも答弁をさせていただきたいと思います｡ただ医療変革ありますから今

日いってもさきほどの話じゃないですが、また来月変わるということもありますの

で、これ変わるといえばはっきり証明しますけど、国の方の改革が来たのでそれが

出来ないとか、もっといい方法があったのでこっちに変えたとか、いくらでもあり

ますので、今日言ったから、ずーとそれをあの昨日も言いましたように、固執され

てしまうと固定的に固執されると困りますので、その辺だけは皆さんご理解いただ

きたいと思いますが、まあ変革しているところがあっているわけでありますけれど
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も、段々と手を打ってきている部分もありますので多少の変更も含めてあのご理解

をいただきたいと思いますが、そんななかでお話申し上げたいと思います｡ 
   病床数の変更について辰野病院についてどうなるかということでありますが、当

然この病床数も大きくは変わりませんが、今の療養型、当時４0 床ぐらいという考
え方もありましたので、それが出来なくなってくるということになれば、こんな案

もある、あんな案もあるということで、今医院長を中心に検討中でありますから、

これも病院の事務長の方から一案としては今日できるかなあと、こんなふうにも思

っております｡ 
   次に、訪問看護体制についてということでありますが、その前に産婦人科などの

対応をどうするのかというようなご質問もありましたのでありますが、なんとして

もこれはある時期には産婦人科は再開したいというふうに思ってます｡辰野町は産

婦人科の医師 2 名でずっと続けておりました。それが平成 15 年 4 月から正になく
なってしまった、こういう形になってしまったわけでありますが、それ前の実績が

辰野町では 300 を超えるあの新生児、出生率、出生率じゃないですね。出生があっ
たわけであります｡ちなみに岡谷病院はその半分ぐらいであったはずです。で、そう

いった実績でなくて、ただ小さいから医師が何人だから、ということで政府の方向

が各大学のほうへ、まあ大学も反発はしておりましたけれど、結局それやらざを得

ない、それやらないとうまくお金の再配も苦しいけれどもっと苦しくなってしまう

ということになってしまうということで、信大の産婦人科の教授が辰野病院の医院

長のところに来て、前にここで医院長がここで皆さんにお答えしたとおりでありま

す｡実績じゃないんですね、地域性とから地図を真平らに見ているようでして、山あ

り谷ありというのを余りみなくて、どうして頭のいい官僚がそういうこと見れない

のか分りませんが、50 分くらい近いところ、ここは 30 分だからいいだろう、こっ
ちをあっちへ持っていく。こんなようなことを指示しているようであります｡まあし

かしさきほど言いましたように、常にあの医師不足ではありますけれども、一極集

中型の今医師不足というのがでておりますので、そんなに一極集中でどんどんどん

どんと医師も雇える大病院もないと思いますので、真先に辰野病院、医院長とも約

束したことも小西教授もあるわけでありますが、ただそれが約束したからって必ず

それが実現、それが病院化するかどうだか分りませんけれども、その方向でそれが

駄目なら他の手で、というようなことで産婦人科も持ってきたい、こんなふうにも

思っております｡ですからそういったこともふまえての病床というものが、このフレ

キシブルに弾力的にしないと難しいです｡ゆったからこれだけ造った、ないからここ

空けとく、こんなこととても辰野町の体力では難しいですから、こう入れ替えがで

きるようなあのもの、特別あの科を変えたから部屋の造りは若干は違う部分ははあ

るでしょうけれど、大きく変える必要がないわけでありますので、そんなことで柔

軟的な対応をもっていきたい。こんなように思います｡ 
   訪問看護センターにつきましては、よく事情を調査して現在も拡大してやってい

くつもりでおります｡結局在宅に追いやられれば、結局訪問看護ということで、行政

の方ではそういったことで、お伺いをしていくことが必要になると思いますので今
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よりも充実をさせていきたい。現在辰野町の訪問看護ステーションが 14 名利用者
がいるわけであります｡なおまた、辰野病院内にも訪問看護ステーションなどもでき

れば作って、そして町のキーステーションとして各地へ派遣できるようなふうにも

っていきたい、いうふうにも考えております｡あと事務長それぞれがお答えいたしま

す｡ 
○ 両小野病院事務長  
   それでは私のほうから、あの複合病棟の関係につきましてご説明申し上げます｡

さきほどの話のように複合病棟につきましては、まあ病院小さい両小野病院 35 床
の病院は一病棟のなかでヘッドを分けられるという複合病棟で大変便利でありまし

たけれども、えー9 月 30 日をもって廃止となります｡そうなりますと 1 病棟単位で
診療報酬を計算しますので、まあこれからのうちはまあ 10 月以降どういう形でい
くかということを現在病院の中でも検討中でございます｡まあ方法としましては、全

体を一般病棟にしていくか、あるいは療養病棟にしていくかという選択肢は二つぐ

らいしかないんでありますけれども、現在のところまあ方向としては決定していま

せん｡えー非常にあの便利でありましたけれども、まあ医療制度の改革ということで

それに準じていかなければならないという宿命は背負っております｡それからあの

まあもしさきほども質問ございました、まあ一般病棟になった場合につきましては、

利用患者は 10 月以降どうなるかということでありますけれども、えーまあ一般病
棟になった場合につきましては、当然療養患者につきましては、転院あるいは在宅

療養という形のみちを選んでいかざるを得ない部分がありますけれども、まあ 10
月からなるからすぐというわけにいきませんので、鋭意一般病棟とした場合につき

ましては､療養患者につきまし  
は､相談のなかで転院、あるいは在宅医療を、方向を持っていきたいと思っておりま

す｡以上であります｡ 
○ 辰野病院事務長  
   それではあのベッド数等についてでありますけれども、意見を聞く会におきまし

ては、たたき台として 45 床の療養病床、あと一般病床を 45、45 の３看護単位でと
いうことで提案してきておりました。しかしあの今の両小野病院の療養型の病床の

取り扱い、また岡谷病院等でも今議会で病院病床どうするかというような議論され

ている中で､周辺の療養病床もかなり減ってくるという予想がされますので､移転新

築等できる場合につきましては、最低限で維持できる範囲のまあ療養病床はやらざ

を得ないじゃないかということで現在数等は決まっておませんけれども検討してお

ります｡また産科､小児科についてはいずれにしても現時点での状況は非常に産婦人

科のドクターの確保については、えー長時間かかるかと思いますけれども辰野病院

としては産婦人科を諦めたわけではありませんので、対応できるべく皆さんと意見

をきくなかでは､その部分についてはぜひ病院としては残す方向で一緒な議論をし

ていただいて、そういった設計にもっていくようにやっていきたいと、こんなふう

に考えております｡ 
○ １番（根橋）  
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   それでは再質問をさせていただきます｡まず両小野病院の療養病床の廃止という

ことで、まあ検討中ということでございます。であの 10 月からは転院というかね、
在宅ないしは転院という方向もありうるということなんですけれども、昨日も議論

ありましたが､社会的入院というのはドクターの見解ではありえない。医療が必要だ

から入院するのであって、病院は特養ではありませんし、そういった意味ではまた

療養病床実際に見てみてもほんとにこのまま在宅で果たしてできるのかなっていう、

非常な危惧をもっております｡そういう意味ではこの対策もあと数ヶ月しかないわ

けですが、町としてこうした申し上げましたように、いろんな辰野町はいろんな面

で優れた施設等持っているわけですが､そういったものフル動員しても､このなんて

いいますかね緊急対応というこれに対してどういうふうに対応していくのか、もう

少し具体的に話していただければと思います｡それからもう一点二番目はあの辰野

病院に関しては、あのほんとにまあ言われるとおりでありまして､非常にあの国の医

療制度改悪のなかで非常な大変なまあ嵐のなかでもまれているような状態だとは思

います｡いまもあのしかし療養病床については､非常に前から期待をもっておりまし

たし､それから病院の特長という点でも､私はむしろ前々からこれも言っております

けれど､今まで比較的遅れておりました地域医療への取り組み､こうしたものへ展開

していく､しかもあの辰野病院が基幹となって診療所､第 1､川島を生かしたり、老健
とも連携したりしていくなかで、やっぱりあの今までにない地域医療の取り組みを

展開していくということがむしろ一番望まれた特長ある内容ではないかというふう

に考えておりますけれどもそういった点で、あのえー医師の内部体制が非常に苦し

いということもよくわかるんですが、そういった方向性についてあの辰野病院の今

後の運営の柱としてですね、考えていっていだく考えはあるかどうかが二点目です｡

三点目あのそれとも関連するんですが、さきほどの在宅支援という形での訪問看護

体制の拡充、まあ町長の方からも力強い、そういう意味では取り組んでいくという

方向が出されましたので非常にあのそれについては是非さらに急いでやっていただ

きたいというふうに思うわけです。が、そういった点ではやはり近隣では茅野市の

取り組みというのは非常にやはりあの参考になるんではないかというふうに思いま

して、ちょっと資料見てみましても、茅野市では在宅診療ネットワークというもの

を確立をされておりまして、開業医の先生方とも、それからあの公立病院の諏訪中

央病院、えーあるいは街のいろいろ訪問看護ステーション、こういつたものと極め

て連携を取りながら在宅療養というものの支援体制がすでにもうあの稼動している

わけであります｡そういった点ではあの是非ですね急いでやっていただきたいと思

うわけですが、そういった点では来年度に向けて今の段階では構想程度になるかも

しれませんけれども、どういったことを考えているかもう少し具体的にあの言って

いただければありがたいと、以上であります｡ 
○ 町長  
   辰野町の総体的な辰野病院を中心とした医療のまあ組織といいますか、連携であ

りますが、昨日から申しておりますように、保健福祉、医療は当然これは連携され

ているものだと思っております｡したがって可能の限り連携はとります。しかし今お
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話のなかで診療所二つのこともいわれましたが、これはやはり現在はなかなかうま

く連携というのはどんなような意味なのか、辰野病院から医師を派遣だとか、そう

いうことではありません｡たまたま医師がいまんとこ確保できていますので、そちら

の方にお任せして、そしてその医師が適当と思えば辰野病院、あるいは他の病院の

方へ転院を、あの患者さんを分けているということであります｡直接的なあの連携は

ありませんが、えーこういった今後の診療所のような運営に対しては、今の国策と

しては反しています｡辰野町としては、できるだけ死守して医師の確保できる限りは

続けたいと、こういうような意味で誤解があってはいけませんので、今の連携の中

の診療所はとらえていただきたいと、こんなふうに思います｡あと課長からお答えい

たします｡ 
○ 両小野病院事務長  
   であの 10 月以降まあ一般病棟をまあ少し選択した場合につきましては、現在両

小野病院療養病床には 9 名の患者さんが入院していらっしゃいますけれども、まあ
あの街のなかの施設という形も取れなくないんですけれども、現在福寿苑もいっぱ

いでありますし、辰野病院もいっぱいの状況のなかで、まああの在宅療養の可能な

患者さんもいらっしゃいますし、まああの医療行為必要な患者さんもいらっしゃい

ます。まあ医療行為必要な患者につきましては、引き続き入院することも可能であ

りますし、まああのそれであとは、あと転院していくという、まあこの三つの選択

ぐらいの中でもって、もし一般病棟という選択肢をとった場合については対応をし

ていきたいと思います｡以上です。  
○ 辰野病院事務長  
   診療所または開業医との連携の件についてでありますけれども、あの辰野町あの

小さな町というのは非常におこがましい言い方ですが、あの私どもとしてはあの 2
万数千の町のなかで、開業医の先生方がある程度おるなか医師会とえー病院の医師

については連絡体制を密にしておりますし、また今回のこの病院移転新築問題のな

かでも医師会のトップの先生方が、我々も歳をとってきてたいへんになってる。昼

間の患者さんについてはできる範囲はやるけれども、夜間とか土日についてはしっ

かり病院でやっていただきたい、患者さんの情報提供についてはお互いにやりまし

ょうということでやってありまして、具体的にネットワークとかそういうシステム

にはなっておりませんけれども、しっかり連携をとっていっておりますので、さら

にその線は崩さないようにやっていきたいとそんなふうに考えております｡ 
○ 1 番（根橋）  
   最後にあのちょっと誤解がお互い生じたようですが、診療所のあの件ですけれど

も、イメージはさきほど言われたように、訪問看護ステーションのさらにそのブラ

ンチといいますか、そういったあのそういうところまた一つの拠点にして、えー在

宅療養への展開を図っていったらどうかという、また当然ドクターもおられますし、

そういった往診、訪問看護、こういったことでのやっぱ展開も有効ではないか、求

められてくるのではないかという意味でありますので、そういった点ではさきほど

町長がそんなようなニュアンスで答弁されていましたかが、そういうような形であ
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の提案しているわけでありますのでご理解いただきたいと思いますがいかがでしょ

うか｡ 
○ 町長  
   ちょっと私も、それはあの当然あれば今やっている以上はあの訪問看護のほうを

進めるにあたってはですね、そういったところはあの有機的に利用といいますか、

生かしていくことはあたりまえです｡ただあの大きな流れのなかで、この診療所まで

の医師が確保できるかどうかがちょっと先を見た上のなかでの私が心配をしている

わけでありまして、そういつた組織を確立された辰野病院だということになると、

そちらの方が外れた場合にですね、医師確保ができない場合に、辰野病院からまた

医師を派遣するのか、そうなると今度辰野病院の方の医局体制が非常に難しくなっ

てくる｡例えば現在本来ですと、本来といいますか、川島診療所などは、両小野国保

病院の医師が行っていた時期もあります｡そうすべきだということですが、両小野の

方で医師が確保できない以上はそっちは回れないということで、今あの奇特な先生

にお願い申し上げて両方診ていただいているわけでありますが、まあ新たにそうい

った方が出てくればいいですけれど、そちらの方実は先を心配したもんですから、

えー有る以上は勿論この連携はしていきますが、今後に対してはまた検討の深い検

討の余地があるところだ､こんな意味でありますからよろしくお願いします｡以上で

す｡ 
○ 議長  
   ただ今より暫時休憩といたします｡ 
      休憩   11 時 15 分  
      再開   11 時 30 分  
○ 議長  
   休憩前に引き続き再開をいたします｡質問順位 13 番 議席 8 番宮原功議員。  
 
【質問順位 13 番 議席 8 番宮原功議員】  
 
○ 8 番（宮原）  
   大変重要な問題でありますが､病院の問題から離れて､頭を切り替えてお聞き願い

たいと思います｡えー始めに地産地消の推進について質問いたします｡この問題につ

きましては多くの議員が農業振興や食育教育、環境問題にまで言及して質問されて

おります｡一昨年の矢ヶ崎議員の質問に対して、町長はできるだけ地産地消を進める

よう頑張っていきたいと答弁しております｡そこでまずお尋ねいたします｡この間 2
年間町として地産地消を進めるために、どのような取り組みをして、どのような成

果があったのか具体的にお答え願いたいと思います｡地産地消についても､農業振興

についても、町長は日頃から営農センターを中心に取組んでいるといっております

が､辰野町営農センターの 18 年度事業計画で見てみますと（４）農業改善事業にお
ける地域農業の振興と支援の項目のなかで次のように述べております｡県の農産物

の旬を味わう長野モデル推進事業の地域食材の日の実施に伴い、学校給食において
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地産地消を望む声が高まりました｡このような状況を受け、活き活き農業クラブ給食

部会から始まった南小、辰中給食への食材供給は町内全小中学校に普及しました。

また地元産米による米飯給食も学校全学校で実施しています｡安全、安心を届ける地

産地消の取り組みとして益々発展するようおおいに期待するところです｡明日の農

業を担う子どもたちへの食育教育の取り組みにも期待するところです｡ということ

です｡大いに期待するところです｡どこか人ごとのようで、具体策が見えず、これが

事業計画化といえるのかと思うのは私だけでしょうか。箕輪町の営農センターの取

り組みでは、地元の牛乳「すずらん牛乳」というんだそうですが、の導入も検討し

て児童と保護者にこの牛乳を飲んでもらいアンケートをしています｡保護者には評

判が良かったけれど、児童には飲みにくいという結果になり、牛乳や酪農について

の理解を深めることが必要であると分り、さらに検討、推進していくとしています｡

また駒ヶ根市では農業委員会が駒ヶ根市農林業施設に関する建議書を市長に提出し、

このなかで地産地消についても拡大推進を提言をするなど真剣に取り組んでいます｡

また国においても昨年から地域における生産経営からの流通、消費までの対策を総

合的に推進する強い農業作り交付金や食の安全と消費者の信頼の確保、食品関連産

業等の健全な発展のために、食の安全、安心確保交付金を設定し推進しています｡

辰野町でも地産地消、地域支援事業など立ち上げて具体的な計画を作り、これらの

交付金も活用して推進することが要望されています｡現状では、さきほどの活き活き

農業クラブでの 17 年度の学校への納入状況は野菜、りんご等 20 品目に及んではい
ますが、納入量はわずか 1,044kg しかありません｡年間でなすは１5k、きゅうりは
31k トマトはたった 3k です｡一つが 150g としますと 20 個位ですかね、このクラブ
では生産、販売にとても意欲的で朝市や他の個人商店へも供給しており、十分に賄

えるがどうしたら増やすことができるか良く分らないという状況のようであります｡

地域の地産地消を具体的に推進するためには、営農センターに任せきりではなく、

まず町が中心となって営農センターの営農組合や営農クラブ、他の生産者などの生

産グループと生産者グループと学校や病院、福祉施設、各施設の栄養士、調理師な

どの消費者グループ、さらに適正な価格と安定的に供給できる JA や小売業者等の
市場関係者グループも含めた協議会をつくり、需要と供給を調整する仕組みを確立

することが求められております｡学校給食などでは毎年の実績もあり翌年の食材の

種類や量もわかるはずです。生産する営農組合などと打ち合わせをすれば、生産計

画も立てられます｡食材の規格や品質についても話し合い、無農薬で有機栽培の安全

な農産物も期待できます｡私事で恐縮なんですが、私も田んぼを作っております｡無

農薬無化学肥料栽培を目指して、米ぬか活用栽培をして 3 年目になりますが、除草
には大変苦労しております｡今年の田植え後には、減反の影響と思われるわけなんで

すが、この地域には余りない除草剤に対しても耐性をもつ「こなぎ」という雑草が

一面にびっしりはびこり、仕方なく 3 年ぶりに除草剤を散布しました｡除草効果は
著しく、雑草はなくなりましたが、せっかく増えた「どじょう」や「みみず」がた

くさん白い腹を見せて死んでいました｡除草剤の威力と恐ろしさを痛感させられま

した。学校教育でも無農薬の米飯給食が理想に思えました｡元に戻って、さきほど述
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べた協議会が軌道に乗り活発に活動できるようになれば、新たな作物の栽培や地域

の食材を生かしたメニュー、農産加工品の開発につながり、生産意欲も高まり遊休

荒廃地もなくなり、有機栽培も期待されますが町として地産地消支援事業や協議会

設置の考えはないか伺います｡ 
   次に、住みよいまちづくりの施策の推進について質問いたします｡町は第４次後期

基本計画で一大居住拠点構想の将来ビジョンとして、「かけがえのない自然と共生し

町民と事業者と行政の協働によるきちと暮らし作り」を掲げ６つの施策の大綱を示

しております｡昨日も取上げていましたが、この４番目に「２１世紀に伸びる産業」

をあげ多様な産業の創出を探すまちづくりをするとしています｡この文言のなかで、

前期後期、前期基本計画では多様な産業を促がすまちづくりとなっていますが、後

期基本計画では促がすを探すに変えています｡この理由と真意を説明していただき

たいと思います｡まず誤解のないように述べておきますが、私は企業誘致に反対する

ものではなく、公害や悪影響のない企業の誘致は大いに進めてほしいと思っており

ます｡しかし昨年の１２月の一般質問で指摘したように、きちんとした計画や方針を

定め、十分な見込みを町民に明らかにして進めることが必要だと思っております｡

例えば飯田市では地域自立に向けた地域経済の安定が重要であると考え、環境をテ

ーマとした新たな価値を生み出す地域内発型産業を振興するため、既存企業の研究

開発力の強化と人材育成に取り組むとともに、新たな企業立地及び人材確保に取り

組むとして、企業立地推進委員を募集し企業誘致成功報酬制度を創設し、市がふさ

わしいと認めた企業の誘致に成功すれば、工場建設の１％以内を成功報酬として支

払うことまでして誘致を進めています｡さらに市内の商工農林業団体や信大工学部、

大分県豊後高田市、市内の個別企業とパワーアップ協定というものを結び、地域活

性化、地域経済の自立を目指して、官民が連携を強めております｡きちんとした計画

方針を定め、具体的方策を持って企業誘致に取り組んでおります。町では企業誘致

にどのような方針で臨み、どの位の税収増と波及効果を見込んでいるのかお答えを

願いたいと思います｡また、もう一つの問題は、1 兆円を超える黒字経営のトヨタの
ある豊田市や松下電器のある門真市など企業城下町と言われるところでも、法人市

民税が大きく落ち込み財政難だと言われています｡優良企業があっても不況や下請

け単価の切り下げ、大企業優遇税制による基本税率の引き下げ、見なし外国税額控

除、ＩＴ投資促進減税などによる法人税額の大幅軽減で法人市民税が大きく減収と

なっているからです。企業があっても税収が望めないということもあるということ

です。辰野町でも平成 2 年には課税対象法人が 495 社で法人税が約 3 億 4 千万あっ
たものが、15 年後の平成 17 年には 571 社に増えているものの法人税は約 1 億 6 千
万円と半分になっています。これに対して、個人町民税は 8 億 7 千万円が 6 億 5 千
万円と減額はしているものの、約 75％の歩留まりで止まっております｡つまり法人
税は経済情勢や税制の影響により大きく変わり不安定でありますが個人税の方が安

定しているということであります｡したがって人口の減少を食い止め人口が増加す

るような施策を実施することが必要なことになります｡子育て支援や福祉の充実、安

心してかかれる病院、青少年育成のための文化、スポーツ施設の充実、住み良い都
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市計画の促進、暮らしやすい公共料金の設定など、住みよいまちづくりの政策にも

もっと重点をおき辰野町に住みたくなるような環境、若者が定着するようなまちづ

くりに力を入れるべきと思います｡例をあげれば下条村のような考え方を取り入れ

ることになります｡将来の財政安定のために企業立町、企業誘致を進めることも非常

に大事でありますが、住みよいまちづくりの施策にもっと力を入れるべきかと思い

ますが町長の考えをお聞きします｡ 
   えー最後に町民から町への陳情や要望、依頼、申請等区や各種団体などから数多

く依頼要望等があります｡町からはできるだけ文書で提出するように言われて、代表

者や役員は苦労して要望書等を作成してお願いしているようです。しかし、町から

の回答は問題が多岐にわたり、他の機関との調整や財政も大変な折から時間がかか

ったり、遅れることもあるようです。区民や団体員からどうなっているのかと聞か

れても返事ができなくて困ることもあるようであります｡また「広報たつの」などリ

レーインタビューや町民の投稿欄に町への要望が掲載されますが、これを読んだ人

もこの要望に対して町の考え、回答が掲載されないのでせっかくの提言も無駄に思

えて行政への不信にも繋がっているようです｡ぜひ町民らの要望や提言に対して、す

みやかに誠実に文書や広報上で回答するよう、また時間がかかるなら途中経過や理

由の説明をするように要望してこの場での質問を終わります｡ 
○ 町長  
   それでは一般質問最後の議員さんなるわけでありますが、質問順位 13 番の宮原

功議員の質問にお答え申し上げたいと思います｡まずは地産地消の推進についてと

言うことであります。えーまだまだ進めているわけでありますが、もっと推進を強

くという意味のことだと思いますが、えー期待するところでありますと、こういう

ふうな文書の表現があるようでありますが、これはあくまで、辰野町の場合は行政

指導型でならないように進めております｡したがいまして、期待するところというの

は、住民の皆さん方のご理解と積極参加を期待するところという意味でありますの

で、そのように読み替えておいてください｡それから地域支援事業というような形で、

協議会などを発足ということでありますが、いま進めている段階でありますので、

けっこう各学校ともですね、人参、玉葱、ジャガイモとかですかね、これは営農組

合をはじめ一般のあの業者､あるいはまた農業者等の皆さん、これも複数であったり､

個人であったりということで､あの地域、例えば中学校に対しましては給食というこ

とのなかで、えー例えば「産直いほく」産などが納めてくれているというふうなこ

とでありますから、もう少し着実にあの功を急がず､安定した連携が事前に拡大する

ようなふうに私どもは考えているところであります｡ただあの季節的に年間通して

食材提供ではないという部分があります｡総合商社､スーパーとは違いますので、作

っているものだけしか、あるいは不作があったり量がもう少しほしいといっても､

この栄養士の方でいろいろ考えますが、できるだけ使えるようにいたしております

けれども、これ学校給食に限ってでありますが､それだけ供給できないという場面も

起きてきます｡まあ、しかしあるだけ、使っていくのが非常に大事だろうというよう

なことで、えーそんな状況がありますのでご承知おきをいただきたいと思います｡
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なおあの学校でも食育という時代に入ってきておりますから、えーとにかくあれで

すね、食べ物の作り方から、また癖から、あるいはまたあの減農、肥料に対しまし

てですね、農薬いろんな問題に対しての知識ももっていなければいけませんし､安全

な食物の作り方から始まって、安全性ほれから日本の今の食料自給のリスクなども

子ども達にも考えてもらわなければなと。知育、徳育、体育それに加えて食育と、

こういう時代に入ってまいりますから、子ども達の教育も学校の方でお願いをして

いるところであります｡なお、学校だけでなくてこの地産地消ということのなかでは、

農協さんも頑張ってくれておりますし､我々も営農センターを中心に営農組合の方

へ働きかけてやっているわけでありますが、まずはその生産者の声を大切にすると

いうことのなかで､システムを組んでこうだというよりも､やはり正に協働の精神を

このなかに入れまして､希望があったらそれを受け取っていけるような形でもって、

必要に応じてシステムを組んでいく。ある一定の段階では辰野町全体のこういった

協議会なども必要になるかと思いますが、まだまだその段階でないと私どもは考え

ております｡えー各スーパーや地元産コーナーなども作っていただくとか、いうこと

も今やっておりますし、北大出の皆さん方の朝市組合等もパークホテルやあるいは

また、JA の羽北などでやっていらっしゃいますし。そういったことのなかの拡大が
もう少し安定的定着をみて、そういう段階だとそんなふうに考えております。課長

の方からもう少し詳しくお答えを申し上げたいと思います。  
   住みよいまちづくり施策の推進をということでありまして､企業誘致についてど

のように見込んでいるのかと。一見企業誘致に反対されているようにも見えますが､

そうではないということでありますから、えー大変けっこうなご理解だと思います

けれども、これはあのだけど企業誘致というものはつきものでありまして、税収に

関しましては、豊田自動車の話もございましたけれども、これは生き物ですからこ

う相当安定しないという言い方､あのないんで、経済活動が現われてくるわけですか

ら、えー当然それに頼っていけば、下がる時は下がる。上がる時もあります。それ

を埋めるのが交付税のはずですが、交付税が下がっていくから困るんですが、自主

財源が下がってしまった場合には、えーなんでもかんでもじゃなくて､基準財政需要

額というのがありますから､基準財政需要額に満たない場合は交付税で埋めるはず

ですが､それが下がっているから困るんですけれども､今まではこの不安定な場合に

はそういうもので埋めてきたのが今までの日本の国情であります。交付金が下がら

ないように期待するものでありますし、また下がった分の一部でもですね､そういっ

た企業誘致のなかで埋めていくというのがあたりまえの理論であります。えーむし

ろこの安定的にはその市民税あるいは町民税そういうふうであろうと、それあたり

まえのことで､これもとってないわけでもって、とっていただいているわけでありま

すから、安定財源として活用させていただいております。したがってそういったそ

れこそ柔軟性といえばかっこいいですが、変動のあるものよりも安定的なものの方

を重かつ大にして人口増を図れということのご指摘でありますが、この人口増する

にしてもですね、ただ住み良く明るく環境良く、水清くしてなんていったって人き

ませんよ。まず若者の定着には働く場所があることです。したがって企業誘致は法
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人税、その会社からの法人税だけでなくて、えーやはり働く場所の提供。それがや

っぱり人口増に、最初は昼間人口､それから定着人口に繋がっていく、前に言ったと

おりですので早くご理解をいただいてご協力いただきたいと、こんなふうに思って

おります。もちろん住みよいまちづくりのことも進めていかなければなりません。

えーまあ例えば一大居住拠点都市構想ですから､上辰野の中道線の両脇とかですね､

あるいはまた昨日も矢ヶ崎紀男議員から質問のあった、住宅、住居適地などに対し

ましても、あの斡旋をしてインフラの整備、上下水道入れたりですね、そんなこと

もまたなけなしのお金ではありますけれども有効に使わせていただいて進めていく

ことは、あの事実でありますしまたそんなふうにもさせていただきたいと思ってい

ます。えー企業誘致というものは、あくまで企業誘致することが目的でなくて、あ

くまで手段である。いうふうに思う、見ていただきたいと思います。これには複合

的な有効な面が町には当然現われてくる。そのためには、あの雇用の確保、今ゆっ

たとおりです。若者の定住促進や町の活性化になります。工業､商業､農業の振興ま

た連携というような意味でありますから、工業だけでなくて商業も昨日福島議員も

話がありましたけども､町も積極的にこれは TMO だけ作ったわけでありますが何

とかしなければいけない、こんなんふうにも考えています。考えればできるかとい

うとなかなかできない場合もありますが、えーしゃにむに諦めず粘り強く、あれが

駄目ならこれ、これが駄目ならあれ、民間感覚を導入して頑張っていきたいと思っ

ております。えー次は、次はと言いますか、住みよいまちづくりの施策の推進につ

いて、ということでありますが、これはあの辰野町の第 4 次総合計画の後期計画を
推進していくものであります。計画としては、行政評価に基づいて進行管理をして

いく。また協働のまちづくりの推進等を中心的に進めておりますが､いずれにしまし

ても町の特性を生かせるような方向でこういったことにも住みよいまちづくりを進

めていかなければならない、こんなふうに思います。道路問題は今質問無いですけ

れども、道路に関しましても、道路懇談会を今県と話をして､もう何回か進めていま

すが、いよいよ地域へこの話を下ろして､ワークショップ方式で住民の皆さん方が一

丸となってこの辺へと、てんで我々だとお金が、県も国もないもんですから喜んで

泳いで他にいっちゃいますので逃がさないように、そしていろんな政治手法などを

使ってですね、えー早く路線決定し着工にも入っていきたい。こんなふうにも思っ

ております。  
   次は町への要望の対応ついて、文書による誠実な回答を望むということでありま

すが､これは潤沢な時で、「はい、こん中からこれやりました」はいいくつです。学

校の先生がテストやって、はい何点でした。て、こう返すとわけが違うんでして、

非常になけなしの予算をどうなるのか。もう最初に回答しろって言うのはほとんど

ノーで回答いっちゃうんじゃないですかね、しかし努力のなかで税収が少し上がっ

たとか、あるいは国の交付金が、えーこう思っていたら少しこの部分は余計にきて

いるとかですね、しかし総体では下がっている。じゃあどういう按配にするか、あ

の暗中とはいいませんけれど、非常に模索のなかで各事業、できるだけ各区の事業

公平にやれるように ,同時にまた各区なら、区の中で優先順位の高い方から取り入れ
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るようにやって、それで決まった段階で全部が一緒に決まるなんてありませんので、

何課はこっち、何課はこつちというような話の中で決まった順にできるだけ早く知

らせているつもりであります。したがいましてあまりこの形式にとらわれますと、

ノーという回答が先に行っちゃいます。ノーと言っちゃった以上は行政責任ありま

すから、他に出てきた予算を他の方に使っちゃう。ですからまあ嫌で文書で回答し

ないわけでありませんので、事情も良く分っていただいて、あまりあの潤沢な予算

がある中での運営の時と違うと、なけなしの中でどんなふうにやる、ま、家庭でも

そうでしょう、だめだっていっといたけれどもまあ何とか子どものほんじゃこの分

は買ってもいいぞ、ねえ正式に最初にいえ、そんなこと最初の春の新学期に言へ、

いやいや夏休み終わって秋口になったら、お父さん特別なお金入ったのでお前これ

買え、そういやほしかったの買っていいよ。ありうるでしょう。まそんなこともあ

の非常に今は一部究極のなかで進めていることもありますのでこ理解いただきたい

と思います。  
   なお、住民の要望に対しても、あのなんですか速やかに回答を文書で示せ。必要

があるものはそうしたいと思います。しかし、このことに対しましても、やるのが

嫌でしないわけじゃありませんし、また取るに足らない質問だって中にあります。

こういうと失礼ですけれど、と同時にまた回答することによって他が犠牲になって

しまうこともあります。その方は良くても他の方、取るに足りないというのは、要

するに誤解している場合ね、これ公表してしまうことがいいのかどうか、あの一点

だけとらえてくる方もありますので、それにはちゃんと文書でなくても、文書でな

かなかあの読み取りができない場合もありますので、お話を申し上げて、取るに足

りないというのは失言取り消しいたしますが、あの説明して分っていただかないと

困るものもなかにあります。これ無理はないです。我々だって行政なんかやってい

る前はそういうことがあったわけですから、で納得していただく。あるいはまた文

書公開で行く場合、それぞれありますので、いろんなあの手法がありますから、い

っている意味分りますが適宜そのようにするところはやっていきたい。こういうこ

とであります。関係課長からお答えいたします。  
○ 産業振興課長  
   えーそれではあの地産地消の推進について、町長答弁申しましたけれど、もう少

し詳しく説明したいと思います。人参、玉葱、ジャガイモの関係でございますけれ

ども、東小学校におきましては地元の営農組合、それら産直さん。西小学校につき

ましては個人の人が、南小学校につきましては地元の生産者組合、集まりでござい

ますけれども組合。それから川島小学校につきましては産直さん、ほいからジャガ

イモのみ個人の生産者、ほいから中学校につきましてもえー地元の生産者組合、そ

れから産直さん、ほいから両小野小学校につきましては地元のやはり生産者組合等

から人参、ジャガイモ、玉葱を供給していただいております。たださきほど町長言

いましたけれども、なかなかあの辰野の気候でございますので、年間をとおしての

食材の供給が課題になっております。それから強い農業作り交付金でございます。

これにつきましては昨年も 50 万円の予算を使い、今年につきましても同じく 50 万
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の予算化しておりまして、これにつきましては担い手育成を中心にソフト事業でご

ざいますけれども行っていく予定になっております。それから地産地消地域支援事

業補助金、これはあの学校給食の補助金でございますけれども、平成 17 年度につ
きましてはえー11 万 2,320 円の支出を行いまして、本年度につきましてはこれがあ
の補助金の名前が変わりました。地域の食材満載給食支援事業という名前に変わり

ましたが、現在 22 万円の予算を持って進めていくように計画中であります。それ
からあの食の安心、安全安心確保交付金でありますけど、これあの都道府県若しく

は政令都市の事業対象でございますので、辰野町についてはちょっとあの該当ない

ということです。ほれから販売の促進でございますけれども、今年につきましては、

当町におきましても北大出、門前、沢底で焼酎芋を作って、また焼酎の方を生産を

受けたいというような計画をして今植付けを進めているところであります。それか

らさきほど町長あの話しましたが北大出朝市組合でございます。これは 6 月から 11
月初めの各日曜日に行っております。まずはあの JA 羽北のところから始まりまし
て、昨年度まではパークホテルで行っていました。本年につきましては、組合の要

望がありまして、もっと売りたいということのなか、もっと地元に食材を出したい

という考えのなかで、役場内の町民会館の前で今年から朝市組合の方々が販売して

おります。えーあと協議会の行政が作るということについては町長の答弁のとおり

でございますので宜しくお願いします。以上であります。  
○ まちづくり政策課長  
   第 4 次総合計画の後期基本計画のなかで、第 4 章 21 世紀にのびる産業につきま

しては、多様な産業の創出を促すまちづくりを進めるということで進めさせていた

だいております。したがいまして 5 ページに記述してございます、探すまちづくり
につきましては誤りでございますので、今後多様な産業の創出を促すまちづくりを

進めるということですすめさせていただきたいと思います。どうもありがとうござ

いました。  
○ 13 番（宮原）  
   地産地消につきましては、実際にあの地産地消参加されている方に聞いたんです

が、まだ十分作る余裕があると、しかしどうふうにしたら増やせるかなかなか方法

が分らないということですので、さきほど言ったように協議会なり名前は何でもい

いんですが、町全体でどのくらいいるというようなことをまずつかんで、それをじ

ゃあ小野は寒い所だからこういうものが得意だとか、こうゆうものがえー無農薬で

うまく出来るだろうというようなことがあると思いますので、そういう全体のこと

をつかんでやってもらうというシステムが必要ではないか。特に保存が利くものな

らば保冷なりの保冷庫を作って 1 年間分保存するとかいうようなことも、補助金等
も使って援助できるじゃないかと思いますので、もう少し辰野町全体の調整が出来

るようなシステムを作って地産地消を進めていただきたいと思います。それから企

業誘致のこと別に反対でなくてほんとにやってもらいたいと思うわけでですが、さ

きほども言ってますように企業誘致も大事なんですが、えーまちづくりというか、

人をもっと人口を増やすというか、賑わいのある町を作りたい、作ってほしいとい
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う声が多いと思います。昨日の小林君の質問にあったんですが、箕輪では駐車場無

料にして誰でもいいで使って賑やかにしたいというのは、要するに人が大勢集まっ

て賑やかにやりたいということで、町がそういう考えで進めているじゃないかと思

います。辰野町も企業誘致で仕事を増やして人も増えるんだけれど、そのとおりで

ありますが、もうちょっと賑やかなまちづくりというか、賑やかにできる、いいと

こだなあというふうに感じるような施策にもうちょっと強調してアピールしてもい

いですが、そういうまちづくりをやっているんだという姿勢を見せていただきたい

いと思います。それから最後の要望書の回答の問題なんですが、えー実際いってあ

のさきほどから言っているように、すぐ応えられないものあると思います。しかし、

出した方としてはずーとなしのつぶてというのも非常に困るわけでありますので、

えーどうでしょうか 10 日に、10 日までに 1 回出来るとか、出来ないとか、すぐに
は出来ないというような説明なり回答をしてやるというような、えーことをしない

と 1 年経っても 2 年なっても回答がないということもありますし、えー役員やって
いる人達非常に大変なようでありますので、えーそのどうしても要求したことをや

れということでなくて、こういうことなんだよという説明をきちんとしてやること

が大事かと思いますので、そういうふうにしてもらうよう要望いたします。  
○ 町長  
   それでは、宮原功議員のあの再質問にお答えを申し上げたいと思いますが、全部

に答弁になるかどうかあの知りません。難しいとこであります。えー地産地消につ

きましての、需要全体をつかんで全体の調整をするシステム、これはもう少しさき

ほど言ったように私としては、担当課ともよく協議はいたしますが、住民参加もっ

と増えてこないと今の段階でこれだけの需要だからそれだけのシステムというとち

ょっとかけ離れがでてくる。最初から行政指導でやれば、真中ぐらい行くでしょう

けれども、じわじわとやっぱり、住民パワーで上がってくるところ実は期待してお

りますので、すぐには出来ないと思いますが、いずれはそういう方向になるという

ふうには、誰が見ても考えられることであります。次は住みよいまちづくり施策に

ついてもっとやっている姿勢をということですが、こんなにやっているんですが見

えないですかね、ていいますか、それは行政は 360 度向いてますので、ある時こち
らから見ればこれしか見えない、こちらから見ればこれしか見えない。まあ筒いっ

ぱいでやってるつもりですが、賑わいのあるまちづくりに対して、どこの市町村も

取り組んでいますが、なかなかそれが決定打がない部分もあります。しかし積極的

にさらにまた取り組むように努力はしてみたいと思います。えー文書の回答につい

てですか、これ役員が 10 日に一遍どうだこうだと言いますと、ただほんとにね、
これはおわかりのとおりだと思いますけれども、あんまりこう、しかつめらしく回

答を何日までなんてやっちゃいますと、ようするにそうですね､100 内 2 割ぐらいが
OK になった結果的に、しかしあんまりしかつめらしく今のようにできるだけ早い

うちに回答になると、下手すると出来ることが、やりますと言ったことが 1 割減っ
ちゃう可能性があります。これは進むなかでぎりぎりいっぱいのところ見ながら、

こうやっていることもお分かりいただきたいと思います。ノーと、行政てゆうのは、
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ノーと言っちゃえばほんとにノーになっちゃう。ちょっとまあ暗中模索グレーゾー

ンなどで「あっこれは拾われました」て、ゆうことも今県の、県だって国だってあ

りますねそういうこと。ただ最初から要望したものがだめですなんてきませんよね、

ほれでいつか来るだろうと待っていたら、ほんとに今の話じゃないですけれど、1
年間何もいわなんで終わっちゃったと言う事だって中にありますね。そういうこと

ですからまあゆっている気持ち良くわかりますけれども、できるだけまた役員さん

に町へ尋ねていただければいいわけであります。えーまたこちらの方からも気は効

かしてはいくつもりでいますが、まあ各担当課の方に予算がこう皆さん方に決めて

いただいてありますので、どう、どうこう選別してやっていくか、どこに緊急度が

ある。どこに経済投資効果がある。えーまた相乗効果がどこへでるか、こんな判定

でやっているわけですから、同時に予算が丸々使えるかどうか、緊急にでてくるも

のもあるんですなかには、これに対応することも、あの町もしなければならないと

いうこともありますので、えーまあ言われたことをあくまで文書で 10 日に一遍ぐ
らいは答えていくんだということになると､ちょっと切ない限りかなというふうに

思います。しかし、あまりあの放置することも良くありませんので、もう少し担当

課の方もあのご説明ぐらいはですね、文書でなくても役員の方にはしなければなら

ないかなとこんなふうに思っています。まあそのぐらいで一つ答弁をお許ししたい

と思います。以上です。  
○ 8 番（宮原）  
   えーともう一つ答弁漏れといいますか、広報などのその町への要望と言うのに対

してね、いろんな提案あるわけですが、これどこかまとめて年に一回町ではこうい

うふうに考えていますとか、こういう提案に対してはこういにえーしてますとか、

いうようなものを出したらどうかと思うんですが、そういうようなことするつもり

はございませんでしょうか。  
○ まちづくり政策課長  
   あの、現在リレーインタビューあるいは昨年は 50 周年の記念ということでござ

いまして、辰野町と共に我が人生という形のなかで、自由に意見を書いていただく

方をお願いをし、意見を書いていただいたところでございます。4 項目に渡って書
いていただいたところでありますが、そのなかであの要望ていいますか、自分の思

いといいますか、いろんな立場で書かれたものがあるわけでありますけれども､これ

らにつきましては当初から回答をする性格というふうには想定をしてございません

でしたし、またそういうことで書いていただいたものでございまして、えー出され

ました意見あるいはあの要望、その背景等につきましては広く町政の推進の場で活

用していきたいということでお願いをしたものでございます。そんなことでご理解

をいただきたいと思います。  
○ 議長  
   以上で一般質問は全部終了いたしました。本日の会議はこれにて散会といたしま

す。大変ご苦労様でございました。なお、この後 12 時 15 分から、町長要請による
全員協議会をおこないますので、時間までに全員協議会室にお集まり下さい。  
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